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　高校二年生になり、幼おさな馴な染じみである氷ひ坂さか月つきと再び一いつ緒しよに暮らすことになって、一ヶ月と半分が過ぎた。

　俺おれ──小鳥遊たかなし真しん一いちは、月とは家族のようなものだ。高校一年の時は俺が引っ越しして別々の学校に通うことになったため、離はなればなれになっていたが、それまではずっと本当の兄妹きようだいのように暮らしていた。歳としは同じで、親同士も仲が良かったせいか、それこそ生まれた時からずっと一緒に過ごしてきたのだ。

　だから、中学時代までと同じように、また月と暮らせるようになったのは嬉うれしい。彼女は俺の通う敷しき島しま高こう校こうに転校してきたので、家でも学校でもずっと一緒にいられる。

　嬉しい──んだけど、悩みの種がある。

　まず、月の夢についてだ。彼女は官能小説家になるという、ちょっと珍しい目標を持っており、それに向かって現在修行中である。そして俺はその夢をサポートするということで、小説を書くための『体たい験けん取材』というものを月と一緒に行っていた。

　これはつまり、月は、その、官能的な状況の経験や知ち識しきが無いから、そういうシーンを俺と彼女の二人ふたりで実践してみるってことで……まあ、嬉しいような、恥ずかしいような、ちょっとエロい方向の取材だ。最近、ウチの幼馴染みは妙に女らしくなってるように感じるから、俺にとっては理性を鍛きたえる一種の修行と言えるかもしれない。

　とまあ、ここまではまだいいんだけれど……。

　問題は、彼女の父親が娘の夢に反対しているということだ。『女が官能小説を書くなんてとんでもない』ということらしい。だから月は父親と口こう論ろんになり、その末に売り言葉に買い言葉で『それなら男性の格好をしていれば官能小説を書いてもいいの？』と言い返してしまった。

　それを受け、父親はこんな賭かけを言い出した。『別の学校に転校後、男装して生活し、高校卒業するまで本来の性別が同じ学校の人間にバレなければ、小説を書き続けてもいい。しかしバレれば実家に強制送そう還かん、二度と小説は書いてはいけない』

　父からすればここまで言えば諦あきらめると思ったのだろうが、月はこれを受け入れてしまった。

　こうして、彼女は家の外では男の格好をして過ごす羽は目めになったのだ。

　この約一ヶ月半の間、毎日がトラブルの連続で、学校の連中に月の性別がバレそうになったことも一度や二度じゃない。しかし、バレれば夢が断たれる上に、俺達は再び離ればなれになるということだから、二人で必死に秘密を隠してピンチを乗り切ってきた。

　最大の危き機きは今月上旬に行われた、二泊三日の宿泊訓練だった。なんとか乗り切れたが、秘密が周りにバレなかったのが不ふ思し議ぎなくらいだ。結果的に、このイベントはプラスの方向で終わったんだけど……俺も体張ることになったし、あんまり思い出したくない三日間だったな。

　……まあ、色々あったけど、俺おれも月つきもようやく新しい生活に慣なれてきたって感じだ。学校では相変わらず周囲の目を気にして過ごしてるけど、月が隣となりにいるってだけで、一年の時より遥はるかに充実してるって思える。あいつもきっと同じ気持ちだと思う。




　そして今日きよう。

　五月も下旬に差し掛かった日にち曜よう日びのこと──
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「まだかな、月……」

　駅のトイレ横の壁かべに背中を預け、俺はぽつりと呟つぶやいた。

　月はまだ女性用トイレから出てこない様よう子す。時間が掛かっているのかもしれない。

　周りに目を向けると、途と切ぎれることなく人が右へ左へと歩いていく。地元の海うみ日ひ町ちようの駅とは、行き交う人の量が二ふた桁けたくらい違いそうだった。

　……まさに都会って感じだなあ。

　さすがにここまで人が多いと、少し気後れしてしまう。見慣れない駅の光景に少し居い心地ごこちの悪い気分になりつつ、手て持もち無ぶ沙さ汰たにケータイをぱかぱかと開いたり閉じたりしていた。

　今、俺と月は、地元の海日町から電車で一時間ほどの距きよ離りにある繁はん華か街がいへとやってきている。

　先日、月が不完全とはいえ処女作を書き上げたので、そのお祝いに、ショッピングに行くことにしたのだ。ここまで地元から離はなれれば、学校の連中に見つかることを心配する必要も無い。

　誰だれかに見つかる心配が無いということは、月はどんな格好をしていても構わないということで──

「真しん一いち、お待たせ」

　声の方に目を向ける。

「ん、着換え終わったか」

　女の子の服を着た月は、こくりと頷うなずいた。

　彼女には女性ものの服を持ってこさせて、トイレで着換えてもらったのだ。地元でない以上、無理して男装したままでいる必要も無い。この方がリラックスできるはずだしな。

「…………」

　じっと彼女の姿を眺める。こいつが外で女の子の格好をしている所を見るのは久しぶりだ。……うん、男装姿も似合ってるって言えば似合ってるんだけど、やっぱ、月はこの姿の方が断然良いな。

　月も外で女の子の姿でいられるのが嬉うれしいのか、いつもは表情に乏とぼしいその整ととのった顔も、今日は心なしかきらきらと輝かがやいているように見えた。腰まで届く黒髪も、後ろで一つに縛しばられることなくさらさらと自然に流れており、陽光を受けて艶つややかに輝かがやいている。

　彼女は上うわ目め遣づかいに俺おれを見て、

「……外でこの格好でいるの、久しぶり。ヘンじゃない？」

「ん、ああ、ヘンなわけないだろ。当たり前だけど、やっぱ月つきはこっちの格好の方が似合ってるよ」

　即答すると、月は仄ほのかに微笑する。……やっぱ遠出して正解だったな。さっそく喜んでくれてるみたいだ。

「よし、行くか」

　彼女は「ん」と頷うなずき、俺達は手を繫つないで歩き出す。

　晴れた空の下で道を歩いていると、すれ違う男共の多くが月に目を向けているのに気付く。ついでに俺に向けられるのは嫉しつ妬との視し線せんだ。……最近、女の格好した月と歩いてなかったから、こういう目を向けられるのも久しぶりだな。

　ちらりと彼女の顔を見る。月は男共の視線などどこ吹く風といった様よう子すで、どこか眠たげな目で前を見ていた。周りの化粧や服で着飾った女性達と見比べても、こいつは一ひと際きわ輝いて見える。いや、幼おさな馴な染じみ補正とかではなく、ホントの話。

　……さあ、今日きようはこいつのために来たんだから、しっかり楽しませてやんないとな。

　胸の中で『月に楽しく過ごしてもらう』という目標を再さい確かく認にんする。二年生が始まってから一ヶ月半ほど。月は慣なれない環かん境きようの中でいろんな苦境に陥りつつも、頑張って作品を作り上げたのだ。その分の見返りというか、ご褒ほう美びのようなものとして、たっぷりと楽しい思いをさせてやりたかった。もちろん女の子として、だ。

　そんな思いを秘めながら、駅から外に出て十分ほど行くと、大きな商店街に出た。

　歩行者天国のショッピングロード。車二台分ほどの幅がある通路の左右に、ファッションショップを始め、雑貨屋、ファーストフード、本屋、土産みやげ物もの屋やにドラッグストアなど、様々な種類のお店が遥はるか向こうまで途と切ぎれることなく続いていた。シャッターが降りている店は一つも無い辺りから、この街の栄え具合が窺うかがえる。

　休日ということもあり、周囲は十代、二十代辺りの若者で溢あふれていた。人込みの中ではぐれないために、月の手をぎゅっと強く握る。こいつは小さいから、目を離はなすとすぐ人混みに流されてしまうのだ。

　彼女の足取りは心無しか軽い。わくわくしてるみたいなのは良いんだけど……、

「月、あんま急いで転ばないようにな」

「ん、分かって──あぅっ」

　言っている傍そばから、月は向かい側から歩いてきた女性と軽くぶつかり、ふらりとよろめいた。

「っと」

　手を引っ張り、その小柄な体を引き寄せる。彼女は小さく「ん……っ」と声を漏らし、俺の胸の中に収まった。ぶつかった大学生くらいの女性は「あ、ごめんなさい」と簡かん単たんに謝あやまって歩いていく。体格差があったせいか、向こうはさほど気にしなかったらしい。

「はしゃぐのはいいけど、前はちゃんと見てないとダメだろ？」

「……ごめん。ありがと、真しん一いち」

　見上げてくる彼女に「おう」と笑って、ぽんっとその頭に手を乗せる。

「今は朝の十時だから、焦らなくても、一日たっぷり遊べるぞ」

　そう言うと、月つきは首を微かすかに傾けて、

「ん。いろんなとこ行こ」

　口元にほのかな笑えみを浮かべる。

「そうだな」と笑え顔がおで返して上を見る。空には薄うすい雲がかかっているが、十分に晴れと言える天気だ。五月も終わりに近づき、日差しは少しずつ強さを増してきている。

　陽光に目を眇すがめつつ、月に手を引かれて、二人ふたりで雑ざつ沓とうの中を歩いていき──ながらも、周囲をちらちらと見てしまうのはいつもの癖くせだろうか。……学校のやつらがここまで出てきてるとは思えないし、今日きようは人目を気にする必要もないとは思うんだけど。

「……気にすることない、よな」

「……？　なにか言った？」

　顔を向けてくる月に「なんでもない」と首を振る。……まいったな、俺おれ、周りに注意するのが癖になっちゃってるみたいだ。

　気にしないでいいと思いつつも、無む意い識しきのうちに周囲に気を配ってしまう。

　そんな俺の横で、月は立ち並ぶ色々なお店を興きよう味み深ぶかげにきょろきょろと眺め回している。海うみ日ひ町ちようのショッピング街とはまたスケールが違うし、こいつからすれば、ここまでの繁はん華か街がいは珍しく見えるのかもしれない。俺達が生まれ育った街は、田んぼしかないってほど田舎いなかでもなかったけど、お世辞にも都会とは言えないところだったしな。

　そんなおのぼりさんっぽい月と並んで、店の中を覗のぞきながら歩いていると、

「あ、ちょっとまって」

　彼女が突然ぴたりと立ち止まった。その視し線せんは横のショーウィンドウに向いている。

　そこには、男性向けのカジュアルな春物服が展示されていた。

「真一、これ似合いそう」

　月がくいくいと手を引いて、『着てみない？』と言いたげな目で見上げてくる。

「……いや、俺のよりお前の服探そうぜ？」

「んー、それはあとで。それより先に、真一の服、選びたいから。ほら、中はいろ」

　手を引かれるままに店に入る。……んー、俺、別に服とか欲しくないんだけどな。今日は月のために来たんだし。

　でもまあ、自分の服もあとで選ぶって言ってるし、こいつの好きなようにさせるか……。




　そう思っていたのだが──




「あのＴシャツ真しん一いちに似合うと思う」

「え、そうか？」

「真一、こっちのスニーカーどうかな」

「お、おう」

「真一、ベルトも買お」

「……いや、ベルトは別にいらないんじゃ」

「あ、ジャケットも必要」

「…………」

　月つきのやつ、俺おれの服ばっかで、女性ものの服には見向きもしねえ……。

　彼女はぽんぽんと俺の手の上に服を置いていく。……靴もマジで買うつもりなのか。ホントに俺のばっかじゃんか。

「月、俺のはいいから、お前の服買おうぜ？　今日きようはそのつもりで来たんだからさ」

「さっき言ったでしょ。それはあとでいいから。ほら、レジにいこ」

　裾すそを引かれ、商品を持ったままレジへと連れて行かれる。

「お、おい月、俺は別に服いらな──」

　いらない、と言おうとしたが、月の横顔を見て口をつぐんだ。

　彼女はまるで、自分の買い物をしている時のように浮かれた表情をしていた。

「……ったく、もう」

　……そんな楽しそうな顔してたら、なにも言えないじゃないか。




　それから二時間ほど経たって──




　頂点で輝かがやく太陽の下、月と二人ふたりで道を歩きながら、俺はため息をついていた。

　……結局、俺の服買うだけで午前中終わっちまったよ。

　なにも言えないでいるのが悪かったのか、結局あの後、男向けファッションショップを何件も回ることになってしまった。

　途中、女物の服のある店にさりげなく月を連れて入ろうとしたのだが、『先に真一の服』と言って聞かなかった。楽しそうなのを邪じや魔まするのもおかしいかと思って黙だまっていたのだが、ホントに午前中全部俺の服買うだけで潰つぶすことになるとは……。月のために来たのに、こんなことでいいのかよ、俺……。

　そんな風にすっきりしない気分でいると、横を歩く彼女がくいくいと俺の裾を引いてきた。

「真しん一いち、そろそろお昼にしよ」

「ん、ああ……。どこで食べるかな」

　きょろきょろと辺あたりを見回すと、某有名ハンバーガーチェーン店の看板が目に入った。

「ハンバーガーでいいか？　ジャンクフードだけど……」

「ん、お出かけしてる時は、了承」

　ウチでは基本、普ふ段だんはジャンクフード禁止である。栄養が偏かたよるのだとかなんとか。

　俺おれ達は二人ふたり並んで、店の中へと入っていった。
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　人が多いので座れるか不安だったが、運良く二階フロアの真ん中辺りに一カ所だけ空いている席があった。

　そこに座って食事をしながら、前にいる月つきの顔を眺める。

　彼女はポテトを小さな口でもふもふと囓かじっていた。

「あのさ、月？　今日きようはお前の服とか買うつもりで来たんだけど……」

　彼女はこちらを見上げ、ぱちぱちとまばたきし、

「私は、真一の服買うつもりだった。真一、去年はぜんぜん服買ってなかったでしょ？」

「そりゃまあ、確たしかに買ってないけど……」

　昔から、服買う時は月に選んでもらってたからな。こいつと離はなれてた高校一年の時は、中学時代に買った服着てたんだ。

「だから、今日は真一の服いっぱい買おうって決めてたの。かっこいいのがあったから、嬉うれしい。来てよかった」

　月は感情を読み取りにくい表情ながらも、満ち足りたような顔に見えた。……まあ、来てよかったって言ってくれるのは嬉しいし、服選んでくれるのもありがたいんだけど。普通、女の子ってのは、自分の服買って喜ぶもんだろ。

「午後は映画観みる予定だけど……、その前にお前の服選びに行こうな」

「ん。……あ、でも、その前にどこかのお店でボタン買いたい。真一のカッターシャツ、ボタンがなくなってるのがあったから」

「…………」

　……うん、無む理り矢や理りにでもこいつの服買いに行こう。このままじゃ、一日中俺のための買い物するだけで終わりそうだ。

「……そういやお前、俺に買ってもらいたいものって、決めてるか？」

　今日は月のお祝いということなので、なにかプレゼントを買ってやろうと思っているのだ。来るまでに、欲しいもの考えといてくれって言っておいたんだけど……。

「ん、それはもう、決めてる」

　すぐに答えが返ってきて、少し驚おどろく。

　……ちょっと意外だったな。俺おれ優ゆう先せんのこいつのことだから、『決めてない』って首を振るんじゃないかって思ってた。

「じゃ、あとで買いに行こうな」

「ん」と頷うなずく月つきを眺めつつ、ずずずっとストローでコーラを啜すすっていると、

「……お？」

　フロアの入り口辺あたりに、なにやら見覚えのある姿が見えた気がした。

　眉み間けんに皺しわを寄せ、ストローを咥くわえたまま、二階に入ってきた人達の姿をじっと見る。

　女の子が三人。そしてその中に特に目立つ美び貌ぼうの女の子が──

「ぶっ…………!!」

　危うくコーラを噴ふき出しそうになった。

「真しん一いち、どうしたの？」

　コーラが気管に入って咳せき込んでいると、月が顔を近付けて聞いてくる。

　視し線せんで二階の入り口を示すと、そこにいる人物に彼女も気付いたようで、その小柄な体がびくっと大きく震ふるえた。

「藍あい川かわさん、なんでここに……っ？」

　月が慌てたように呟つぶやく。

　その言葉の通り。二階の階段を上ってきた所に、ハンバーガーの載ったトレイを持った女の子──藍川恵めぐみが立っているのだ。気品のある顔立ちとたたずまい、軽くウェーブの掛かったロングヘア。私服姿の彼女を見るのは初めてだが、落ち着いたコーディネートの服を自然に着こなしていた。

　彼女の後ろには同じクラスの女子、宮みや田たと石いし島じまの姿も見える。

「三人で来てるのか……」

　眉まゆをひそめつつ藍川達を凝ぎよう視ししていると、彼女がきょろきょろと席を探しているのに気付く。

「月、顔隠せ……！」

　俺達はほぼ同時にテーブルに肘ひじをつき、藍川と反対の方向に顔を向ける。

　やばいぞ……。

　今日きようの月は完全に女の子スタイル。先日の宿泊訓練で、藍川を初めクラスの連中にはこいつが男だってことを印象付けることは出来たけど、さすがにこの状態を見られるとまずい。あの時の苦労がすべて水の泡になってしまう。

　気付いてくれるなよ……と思いつつ、さりげなく食べ終わったトレイを重ねてゴミをまとめ、片手に買い物袋を摑つかむ。月もバッグを手に取り、立ち上がる準備をしていた。

　ちらりと藍あい川かわ達の様よう子すを窺うかがうと、こちらに三人が歩いてくるのが見えた。

　体に冷や汗がぶわっと噴ふき出す。もしかして、気付かれたか……？

　心しん臓ぞうの重々しい鼓動を感じつつ、迫ってくる足音を聞いていたが、三人はこちらに気付いた様よう子すもなく、俺おれの背後を通り抜けていく。

　藍川達が奥の席に座ったところで月つきに目配せし、二人ふたり同時に立ち上がった。

　早足で素す早ばやく二階入り口に向かい、勢い良くゴミを捨ててトレイを返却台へ戻す。

　階段で彼女を先行させ、最後に視し線せんを何気なくフロアに向けて、

「う……!!」

　フロアの奥の方に座っていた藍川と一いつ瞬しゆん目が合った。

　すぐに目を逸そらし、転がるように階段を駆け下りる。

　他ほかの客の間を縫ぬうようにして外に抜け出し、月と並んで人込みの中を走る。ハンバーガーショップから少しでも離はなれないと……！

「なんで、藍川さんがっ、ここに、いるの……っ」

「俺にっ、聞かれても、わかんねっつのっ」

　走りながら喋しやべりつつ、思わぬ事態に顔をしかめる。

　ったくもう、今日きようはのんびり過ごせると思ってたのに……!!




　　　　２




「いらっしゃいませー」

　感じのいい女性店員の声に迎えられ、カジュアルファッションの店に月と二人で駆け込む。

　自動ドアから顔だけを出して走ってきた方に目を向けるが、藍川達の姿は見当たらなかった。……追いかけては来てない、みたいだな。

「大丈夫そう？」

　月が肩を上下させ、荒い息をつきながら聞いてくる。

「ああ、たぶんな」

　頷うなずくと、彼女はほーっと長い息をついた。

　レジの店員さんが奇異の目を向けてきていたので、俺達はそそくさと入り口から離れる。ここはさっきまで回っていたメンズ専門のショップと違い、女性用のコーナーもあるらしかった。

　女性用の売り場辺あたりまで来て、ようやく人ひと心地ごこちつく。

「……藍川さんも、ショッピングに来たのかな？」

「さあ、どうなんだろ……」

　海うみ日ひ町ちようの連中は、遠出するにしてもここまでは来ないと思っていた。クラスの男子連中に聞いた感じ、服買いに電車で出るにしても、四駅ほど隣となりのターミナル駅である丸まる井い駅えき辺あたりまでしか行かないって話だったし……あ、もしかしたら、男女で常じよう識しきが違ってたのか？　女性はここまで買いに来るのが普通だったりとか。しまった、そのあたりのこと、女子にちゃんと聞いときゃ良かった……。

　そんなことを思って肩を落としていると、楽しそうだった午前中とは打って変わって、月つきが学校にいる時のようにどこか緊きん張ちようした顔をしているのに気付く。

「……えっと、月。そんな気にしなくていいと思うぞ？　よく考えてみれば、こんなに人が一杯いる街なんだから、会うほうが珍しいくらいだと思うし。さっきの遭遇は、レア中のレアケースだったんだよ」

「……でも、もう一度偶然が起こったら？」

「んー……、そん時はまた逃げるってことで。街中は隠れる所も多いしさ。そんなに心配することもないだろ」

　努めて明るく言う。

　今日きようは、こいつに周囲の目を気にせず気楽に過ごしてほしいのだ。小説を書き上げたお祝いなんだし、月は二年に進級してからこっち、慣なれない環かん境きようで男装するなんていう異常な状況を必死に乗り切ってきた。この一日くらい、十分に楽しんでもらいたかった。

「ほんとに、大丈夫かな？　もう帰った方がいいんじゃ……」

　彼女はまだ不安げだった。俺おれはその頭にぽんっと手を乗せる。

「大丈夫だって。宿泊訓練の時は今なんか比べものにならないくらいのピンチの連続だったけど、どうにか乗り切れたじゃんか」

「……たしかに、そうだけど」

　あの二泊三日の試練を思い出しているのか、月の顔が苦いものを嚙かんだ時のように微かすかに歪ゆがむ。

「……ん。今日のは、ピンチのうちに入らないかも」

「だろ？　もし万が一見つかりそうになった時は、俺が盾になってでも助けてやるからさ」

　俺は、月を助けるためならなんだってするつもりだ。またあの時のように露ろ出しゆつプレイを敢行する羽目になるのはできれば避けたいが。

　そう言うと、ようやく彼女も安心できたのか、その顔から暗い雰囲気が消える。それを見て、俺もほっと一安心。

「ん。それじゃ、お買い物再開」

　彼女の言葉に頷うなずいて、店内を見回す。この店なら、女性用の服も充実しているみたいだな。

「ちょうどいい。ここで月の服探していこうぜ」

　月に似合いそうな服を探すために歩きだそうとするが、彼女はなぜか立ち止まったまま、メンズ服売り場の方にじっと目を向けていた。

　そしてその視し線せんの先には、『土日だけの特別価格!!　ジーンズ30％オフ!!』と書かれた割引きポスターが──

「真しん一いち、ジーンズ欲しくない？」

　きらきらした目で見上げてくる月つきだったが、

「欲しくない。お、あのスカートとか可愛かわいいんじゃないか？」

　俺おれは素っ気なく断って彼女の手を引いていく。

　……この調ちよう子しじゃ、俺の服しか買わないっぽいな。よし、代わりに俺が選んでやるか。

　月を連れ、レディースの売り場を物色して歩き、途中でよさそうに見えたのをいくつか手に取ってみる。

「これと、これ……。お、これも良さそうだな」

　展示されていた春物を二着月に持たせ、さらに初夏向けの涼しげなワンピースを片手に取り、彼女の体に重ねてみる。

「うん、似合いそうだな。試着して見せてくれよ、月」

　そう言って彼女に服を手渡し、試着室はどこだと店内に視線を巡らせる。

「……真一、ジーンズ」

　くいくいっと裾すそを引かれた。視線を下げると、そこにはこちらを物欲しげな目で見上げている月の顔。……ボトムスは足りてるから、別にいらないんだけどなあ。でも、このままじゃこいつ、俺が選んだ服も試着してくれなさそうだし。

「……俺が買うなら、お前もそれ試着して、ちゃんと買うか？」

　頷うなずいてくれるかと思ったが、月はやや俯うつむきがちになって、ぽつりと呟つぶやいた。

「……私、買っても着られないし」

　まあ、そうなんだけどさ……、

「んー、でも、家の中とかだと着られるだろ？　また遠出することもあるだろうしさ。俺は、月が可愛い服着てるトコ見たいんだ」

　彼女は表情はあまり変えず、頰ほおだけをほわっと赤あか色いろに染める。

　そして、どことなく恥ずかしげに俺の顔を覗のぞき込んできて、

「……そんなに見たい？」

「ああ。見たい」

「…………ん、わかった。じゃあ、真一の前では、可愛い服着てあげる」

　月は口元に微かすかな笑えみを浮かべた。……よかった。家の中で着てくれるのもいいけど、また遠出した時にも女モノが着られるからな。買っといても損はない。

　俺達は連れたって男性用ボトムス売り場へと向かった。ハンガーに掛け、陳列されている様々なタイプのジーンズを眺めて歩く。

　……かっこいいのは多いけど、俺が着ると、なあ。

「……月つきと違って、いいもん着ても大して変わんないからな。どれでもいいか」

　俺おれのルックスはせいぜい並くらいだと思う。なに着てもあんま目立たないとか、そういうレベルだろう。……月と街を並んで歩いてると、さっきみたいに周囲から『釣り合ってねぇ……』って言いたげな視し線せんがしょっちゅう向けられるしな。

　何気なく言ったつもりだったが、月はふるふると心持ち激はげしく首を振った。

「そんなことない。真しん一いちはかっこいい」

「……そう言ってくれるのはお前だけだよ。あんがとな……っと、あれでいいじゃん。二千円ってすっげー安いし」

　幼おさな馴な染じみの言葉を軽く聞き流し、一ひと際きわ安い投げ売りジーンズを手に取る。うーむ、なんてダサくて安っぽい色使い。でも、安さが一番だからな……。

「……そんなのだめ。真一にはもっと良いの着てほしい」

　月は俺の手から安物ジーンズを奪い、元の場所に戻した。

　そして代わりに、セール品の中だと一番高かったインディゴのダメージジーンズを手に取る。

「真一、これとか似合いそう。どう？」

「んー、俺のはもうちょっと安いのでいいんじゃ──」

　言い終わる前に、月は首を振り、じっと俺を見つめてくる。

「私は、真一がかっこよく着飾ってるところ、見たいの」

　さっき俺が言ったのと似たようなセリフ。

　むぅ……、こんな真剣に言われると、着飾りたくなってくるじゃないか。そりゃ俺だって本音を言えば、月にかっこいい所見せたいって気持ちは持ってるんだし……。

「わ、わかったよ。とりあえず着てみるから。それで、似合うようだったら買うよ」

「ん。ぜったい似合うから」

　満足げな顔をした月から服を渡され、試着室に向かう。

　……月はお世辞でもなんでもなく、直球で褒ほめてくるから困る。嬉うれしいことは嬉しいんだけどさ。

　少し照れながら店の奥へ向かうと、鏡かがみの備えられた小さな試着室があった。

「月、先に着換えろよ。俺はあとでいいし」

「ん、できるだけ急ぐ」

　彼女は靴を脱いで試着室に入る。

「べつに急ぐことないからな……っと、あと、荷物置かせといてくれ」

　手に持っていた買い物袋を中に置き、ついでにハンガー掛けに試着予定のジーンズをかけておく。

　月はカーテンを閉め、着換え始める。俺は時折ゆらゆら揺れるカーテンを眺めていたが、

「……もう二、三着くらい、月の服、選んでもいいかな」

　そう思い、再びレディース服売り場に戻ることにした。

　おそらく店員さんがコーディネートしたのであろう、展示用の服を身につけたマネキンが目につく。シックなカントリーファッションもいいけど、意外とラフなストリートファッションとかもいいかも。……月つきならどれ着ても似合いそうだな。全部着せてみたいくらいだ。

　とはいえ、さすがにそんなことは不可能。彼女に似合いそうな服を三着ほど手に取り、試着室へ戻ろうとする。

　と、途中、何気なく窓の外を見て、

「う………………!?」

　俺おれは慌てて姿勢を低くし、棚の陰に隠れた。

　藍あい川かわ達三人が、ちょうど店の前を歩いていたのだ。

　──あいつら、まさか入ってくるんじゃないだろうな……！

　そんな偶然あるものかと思いつつも、緊きん張ちようして窓の外の様よう子すを窺うかがっていたが、彼女達は楽しげに談だん笑しようしながら通り過ぎていった。

　ふぅ、と息をつく。……宿泊訓練の時といい、今日きようといい、あの三人にはビビらされっぱなしだ。月にはあいつらが通ったこと、言わないでおこう。また気にし始めるだろうからな。

　試着室に戻り、中に声をかける。

「月、着換えたか？」

　ん、と小さな声が聞こえ、カーテンがゆっくりと開いた。

　そして、服を着替えた彼女が姿を現す。

「おお……」

　月は初夏用のワンピースを着ていた。爽さわやかな色合いで、見るからに涼しげだ。生き地じが薄うすめなので、今だとまだ肌寒いかもしれないが、あともう少し経たてばこれがちょうどいいくらいの温度になってくると思う。

　──家ではこの格好してくれるんだよな。……この姿の月を独占できるって思うと、世の男連中に対してすげえ優ゆう越えつ感かんがある。俺って、実はすげえ恵まれてるんじゃないのか？

　月が上うわ目め遣づかいに聞いてくる。

「……どう？　ヘンじゃない？」

「あ、ああ。ヘンなわけないだろ。すっげえいい。マジで似合ってるぞ」

　彼女はほっとしたように息をついて、

「……よかった。じゃ、買うの、これにするから」

　あっさりとそう言って、再びカーテンを閉めようとする。

「お、おい、もう決めちゃうのかよ。せっかく選んだんだから、他ほかのも着てみてくれないか？　月に服たくさん買ってもらおうと思ってたし、たった一着で決めるのは早すぎるだろ？」

　そう言うと、月はカーテンに手を掛けたまま、困ったように眉まゆを寄せた。

「ん……、でもこれ、似合ってるって言ってくれたし」

「そりゃ言ったけどさ。お前が他ほかの着てるのも見たいんだよ。そんな高くないし、三着くらい買ってもいいじゃんか」

「でも、お金、もったいない」

　気の進まなそうな顔の月つき。

「……えっと、さっきも言ったけどさ、俺おれ、お前が可愛かわいく着飾ってるところ見たいんだよ。お前も俺のカッコいいトコ見たいって言ったろ？　俺もそれと同じ気持ちなんだ。ほら、もう三着持ってきたからさ、着てみろって」

「でも……」

「でもじゃないって。さっきの服、似合ってるって言ったろ？　すげえ可愛かったからさ、こっちも着て、俺に見せてくれよ」

　そこまで言うと、月が顔をあげた。窺うかがうような上うわ目め遣づかい。

「……ホントに可愛かった？」

「ああ、……えっと、他の連中はどう思うかは知らないけど、俺にとっては、すげえ可愛かった。だから、他の服も着てくれると嬉うれしいんだけどな」

　……ホントは、誰だれが見ても可愛いって言うだろうけど。月にとっては、こう言った方が効果的だとなんとなく思う。

　彼女は頰ほおをほんのりと染め、もじもじと服の裾すそをいじる。

「……わかった。じゃ、他のも着る」

　ほっと一息。ようやく了承してくれた。……ま、控えめな月らしいって言えば月らしいんだけど。

「よし、じゃ、これも着てくれよな。さっき選んできたやつ。お前にはこういうのも似合うと思うからさ」

「ん……。真しん一いち」

　月は服を受け取り、頰を微かすかに染める。

「……真一が可愛い服選んでくれるの、うれしい。ありがと」

　カーテンが閉まり、月の姿が隠れる。

　思わず口が笑えみの形に変わり、頭を搔かく。

　……うれしいって言われると、俺も嬉しいじゃないか。

　にへらと傍はたから見れば不気味であろう笑いを浮かべつつ、俺の足は三度レディースファッションの棚へと向かう。……よし、やっぱこの店の服全部試着させるくらいの勢いでいこう。で、服は買えるだけ買うと。お互いの服はそれぞれのお金で買うって決めてるけど、こうなったら俺の金使ってでもあいつに可愛い服を──

「いらっしゃいませー」

　女性店員のよく通る声に思考を遮さえぎられ、何気なく顔を上げる。

　店に入ってくる藍あい川かわ達三人の姿が見えた。

（げっ…………!?）

　声が出そうになるのを堪こらえ、反射的に横の棚に隠れる。

（おまえら、さっき通り過ぎたじゃんかよ……!!）

　内心で嘆きつつ、顔を棚からちらりと覗のぞかせ、入り口を窺うかがう。

　──俺おれに気付いて入ってきたわけじゃないらしいな。

　三人とも仲良さげに話しながら何気ない様よう子すで店内に視し線せんを巡らせている。気付かれていないとはいえ、下手へたすればすぐに見つかってしまいそうだ。

　藍川達に気付かれないよう、そろりそろりと試着室へと戻る。

「宮みや田たさん、お友達にお勧めされたというのは、このお店で間違いないのですわね？」

「うん、そのはず。危なかったー、もう少しで見過ごす所だったね」

　宮田、そのまま見過ごしといてくれるとありがたかった……。

　三人の声を聞いていると、背筋が寒くなってくる。……見つからないようにしないといけないし、藍川達がいなくなるまで試着室に隠れるか……いや、やっぱ月つきを連れて、タイミングを見て外に逃げ出すのがベストだな。

　足音を忍ばせ、試着室に到着。しゃがんでいるので、藍川達からは棚に遮さえぎられて俺の姿が見えないはずだ。

　さて、いつでも逃げられるように、月に着換えるように言わないと……。

「……真しん一いち、そこにいる？」

　中に声をかけようとすると、先に月の声が聞こえてきた。

（あ、ああ。ここにいるよ。でも月、今はちょっと黙だまっててくれ）

　藍川達に聞こえないよう、小声で言う。

　しかし、月には聞こえなかったらしい。彼女はカーテンを少しだけ開け、顔だけを外に覗のぞかせてきた。

（ば、ばか！　顔出すな！）

　小声で言うと、彼女は下に目を向け、きょとんとして首を傾かしげる。

「……どうしてしゃがんでるの？」

　俺は『お口にチャック』のジェスチャーをするが、彼女は首を傾げるばかりだ。

　後ろに目を向ける。藍川達はダベりつつ、こちらに少しずつ歩いてきているようだった。

　まずい、と唇を嚙かむ。あいつらのいる場所からだと、俺はしゃがんでいるから見えないにしても、こいつの顔は見えてしまう。

　月は焦る俺を見て、目をぱちぱちとしばたたかせている。

「……ヘンな真一」

　──お、俺おれの名前呼ぶな……!!

「あら、今、真しん一いちって……」

　藍あい川かわのそんな声が聞こえ、背筋に冷たいものを感じる。

　──やばい、バレる……!!

「真一、これ、服のサイズが合わないから取り替え──」

　月つきがまた喋しやべり始めた瞬しゆん間かん、咄とつ嗟さに俺は跳ねるように立ち上がり、カーテンを豪快に開いた。驚おどろく月に構わずにその口を手で塞ふさぎ、試着室の中に無む理り矢や理り足を踏み入れて後ろ手にカーテンを閉める。一瞬眩まぶしい下着姿の肢体が目に入るが、今は月を黙だまらせて、隠れるのが先決だ……！

「……気のせいかしら」

　背後で藍川の呟つぶやきが聞こえる。か、間一髪だったか……。

　ほっと一安心、と思ったが──

（う………………!?）

　慌てすぎたせいか試着室の上がり口に片足を引っかけてしまい、バランスが崩れ、

（し、しまっ…………!!）

（むぐぅ…………っ）

　彼女の口から手が離はなれ、月を押し倒すように試着室の鏡かがみに突っ込んでしまった。

　二人ふたりでもみくちゃ状態になっていたが、ようやくひとまず助かったことに息をついて──

「ん……、なんだ？」

　鼻先に当たるすべすべとした感触に気付く。

　目前にあるものをじっとよく見てみる。ピンクのストライプ柄の、肌触りが良い薄うすい布……？

　なんだこれ、と思いつつ顔を上げてみると、

「真一のえっち……」

　顔を真まっ赤かにした月が、冷たい目で俺を見下ろしていた。

　──っつーことは、俺がいま顔を埋めてるのは、月のぱ、パン……!?

（ご、ごごご、ごめんっ……!!）

　飛とび退のくようにして彼女から離れ──ようとするが、離れられない。ここの試着室は、二人が入れるほど広くないのだ。それに外には藍川がいるし、下手へたに離れるわけにもいかない。

　月は「むー……」と怒ったように唸うなり、

「真一、出て行っ──」

　慌てて立ち上がり、その口を再び手で塞ぐ。そして驚おどろいた様よう子すの彼女の耳に口を近付け、

（外に藍川達がいるから出て行けないんだよ！　恥ずかしいかもしれないけど、このまま我慢してくれ！）

　そう言うと、ようやく状況を理解したのか、月は表情を硬くして抵抗するのをやめた。

　そのまま重なり合うようにして立ち、息をひそめる。月つきの方を見るとちょっとヘンな気分になりそうなので、目は逸そらしておいた。

「さっき小鳥遊たかなしさんの名前を呼ぶ声が聞こえませんでしたか？　もしかすると、ここに来ているのでは……」

　ふと、カーテンの外、すぐ近くからそんな声が聞こえてきて、呼吸が止まりそうになる。

「まさかあ、こんな地元から遠いトコに小鳥遊くんがいるとか、普通に考えるとまずないよ？」

「……そうだと思うのですけれど、さっきハンバーガーショップで見たのは、おそらく小鳥遊さんだったと思いますし」

　何気ない彼女たちの会話が恐ろしい。……でも落ち着いていいはずだ。藍あい川かわは『見たような気がする』って言ってるだけなんだから──

「ふーん……、それじゃ、ホントに来てるのかな。……あっ、そうだ。藍川さん、小鳥遊くんの番号知ってる？　電話かけてみたらいいんじゃない？」

　冷や汗が全身から噴ふき出した。宮みや田た、お前はなんでそう余計なことを……！

「電話、ですか……。そうですわね、もしここにいるなら、一いつ緒しよに回るのも良いかもしれませんし」

「あ、やっぱり番号知ってるんだ」

「最近、藍川さん、小鳥遊くんと仲いいもんね。休み時間とかよく話してるし」

　……そういや、最近はたしかに藍川とはよく話したりしてるな。宿泊訓練の時に結構長いこと一緒にいたせいか、男女の壁かべとか、そういうのは別に感じなくなってるし。

「私たち、男子のアドレスとか全然知らないから、羨うらやましいな～。あ、もしかして、付き合ってたりする……？」

「そ、そんなわけありませんわ。小鳥遊さんは、その……お友達です。それに、話をする時は、大抵氷ひ坂さかさんも一緒ですし。アドレスも三人で交換していますから、小鳥遊さんが特別というわけではありませんわ」

　そうだな。月と藍川も、宿泊訓練の翌日とかはちょっと微妙な空気だったけど、最近よく話すようになってる。二人ふたりともどっちかっていうとのんびりタイプだし、波長が合うのかもしれない。

　そんなことを思いながら、月にちらりと視し線せんを落とす。

　視界に見えるのは滑なめらかな首筋、そしてぱんつと合わせた柄の可愛かわいらしいブラ。……今日きようはやっぱりさらしもつけてないんだな。うん、やっぱこっちの方がエロエロしいというかなんというか。よく似合ってる……。

（いてっ）

　月が恥ずかしげに頰ほおを染めつつ、こちらを細い目で見上げて脇わき腹ばらを抓つねってくる。俺おれは慌てて顔を逸そらし、上に目を向けた。

「ふーん……、氷ひ坂さかくんとも仲良いんだ。どっちにしても羨うらやましい……」

「も、もう、その話はいいでしょう？　それでは、電話を掛けてみますわね」

　──あ、そうだ、電話……!!

　はっとして、自分の体をまさぐる。

（ケータイ、ケータイは……!?）

　マナーモードは解除しているし、音が鳴れば気付かれてしまうかもしれない。ポケットの中、早く電源切らないと……！

（げっ……!!）

　穿はいていたチノパンの後ろポケットからケータイを取り出したまではよかったのだが、手を滑らせて試着室の床にゴトッとそれを落としてしまった。

　舌打ちしながら、足下のケータイを拾おうと体を屈かがめる。

　──う、せ、狭い……。

　室内で月つきと密着しているせいか、しゃがもうとすると彼女と体が擦こすれてしまう。

（ぁう……ぅんっ）

　月の喉のどから吐息混じりの色っぽい声が聞こえ、ドクンッと心しん臓ぞうが高鳴った。

（へ、ヘンな声出すなって……）

（だって、真しん一いちの顔が、胸に……）

　言いたいことは分かる。密着したままで無理にしゃがもうとしたお陰で、月の胸やお腹なかに顔を擦りつけるという嬉うれしい──いや、困った体勢になっているのだ。

　──でも、今はとにかくケータイ。ケータイなんとかするのが先だ……！

　ぐっと手をいっぱいに下に伸ばしてケータイを拾おうとする。

（はあ、はあ……く、くそ、取れん……）

　もぞもぞと体をよじらせる。ぐ、早くしないと……!!

（くぅ……息、熱あつい……）

　月の鼻にかかったような小声が色っぽすぎてヘンな気分に──なっちゃ駄だ目めだろ!!　俺おれの煩ぼん悩のうってやつは、ホント節せつ操そうないな……！

「いいなあ、私も男の子と仲よくなりたいな。藍あい川かわさんだけずるい……」

「も、もう、からかわないでください。……えっと、電話帳は、と……」

　──やば、時間がない……!!

（っと、もうちょい……っ）

　指先にケータイが当たる──が、それを掌てのひらに収めようとした瞬しゆん間かん、不意にもう片方の手が月の太ふと股ももに触れてしまい、ぴくっと彼女の体が揺れた。

（うおっ……）

　月つきの体に押される形になって少しだけバランスを崩し、ケータイを摑つかみ切れずに手で弾はじいてしまった。黒色の小型機き器きは彼女の後ろの方へと転がってしまう。

（し、しまった……く……！）

　月の足の間に手を入れ、なんとか取ろうとするが、届かない。

（こ、の……！）

　勢いをつけてさらに腰を低くする。が、勢いがありすぎたせいか鼻先が月の下腹部をぐっと押してしまい──

「ひゃう……っ」

　彼女は外に聞こえるんじゃないかというくらいの声を漏らし、突然しゃがみ込んだ。

　しゃがんだ彼女は俺おれの手の上に腰を下ろすような格好になり、よっぽど恥ずかしいのか手で顔を押さえている。そして、彼女の体から少しだけ顔を離はなせばなんとも悩ましげな開脚姿勢が……。

　──やば、これ、エロすぎ……。

　一いつ瞬しゆんでぼわっと頭に火がついたようになり、慌てて顔を振って消火した。あ、危ねえ……！　理性が吹っ飛ぶところだった。

（真しん一いちのばか……）

　月が涙目で唇を尖とがらせ、俺の肩に顎あごを乗せてくる。よ、よし、この姿勢なら月の体は見ずに──って、だめだ、鏡かがみに月つきのしなやかなラインを描く背中と、尻しりの辺あたりまで映ってる。ええいもう、早くケータイ取ってしまおう。
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　そう思い、右手をもぞもぞと動かすと、

「ひゃんっ……」

　月の喉のどから甲かん高だかい声が飛び出した。

　──や、やべ、手がいけないところに……！

　俺おれの手は月の尻に敷しかれたような形になっているから、手の甲から腕にかけての辺りが彼女の、その……、ぱ、ぱんつに当たってしまっているのだ。

「くぅぅっ……はうぅ……」

　彼女の声も今までになく艶つやを帯びている。これは、急がないと、俺も月もいろんな意味で危険なような……！

（ご、ごめん、ちょっと我慢してくれ……！）

　耳元には彼女の押し殺した熱あつい吐息、腕に彼女の温かい感触を感じながらも床を探る。

　欲情の嵐あらしと闘たたかっていると、ようやくケータイが手に収まった。

「あ、小鳥遊たかなしさんの番号、ありましたわ。かけてみますわね」

　外から聞こえる藍あい川かわの声に、全身の毛穴から冷や汗が噴ふき出す。

　──ぐ、時間がないし、このまま操そう作さするしかない……！

　手を彼女の股またの下に入れたままでケータイを開く。

「やぁんっ…………」

　妖よう艶えんにも聞こえる声が鼓膜を刺し激げきした。

　意図せず指が彼女の尻にぐにっとめりこみ、手首は股の辺りをぐいぐいと擦こすっているのだ。

　──や、柔らか……。

　下着に包まれた柔らかい感触に思わず鼻息が荒く──してる場合じゃないだろ俺！　この姿勢は今までの中でも一、二を争うヤバさだぞ！　ホント俺はあれか！　ケダモノか！

　自分をけなすことで理性を保ちつつ、どうにか電源ボタンを長押しする。

「……………………繫つながりませんわ。電源を切っていらっしゃるみたい」

　外から藍川の声が聞こえてきて、ほっと大きく息をついた。

「ぁん……耳に息、吹きかけないで……」

　しっとりと熱ねつっぽい声。月は耳まで真まっ赤かになり、さっきから俺の肩に強く顔を押し付けていた。

（ご、ごめん……）

　彼女の股から手を抜いて、ケータイの画面を確かく認にん。うん、電源は切れてるな。

　一安心していると、藍川達の会話が耳に入ってくる。

「よく考えると、やっぱり気のせいだったのかもしれませんわね。小鳥遊さんとこんなところで会うなんて、宮みや田たさんの言うとおり、普通に考えるとまずないでしょうし……」

「んー、やっぱりそうだよね。……ほら藍あい川かわさん、そんな残念そうな顔しないで！」

「ざ、残念な顔なんてしていませんわ！」

　それから少しすると足音が遠ざかっていき、彼女達の気け配はいがなくなった。

　俺おれはゆっくりと立ち上がり、カーテンの外にそっと顔を覗のぞかせる。

「……いない、か」

　左右をきょろきょろと見回しても、彼女達の姿はどこにも見えなかった。

「月つき、もう大丈夫みたいだぞ」

　安心させるためにそう声を掛けてみるものの、月は赤い頰ほおで息を荒くし、へたりと床に座りこんだままだ。……疲れたのか？　あと、改めて見ると、やっぱ下着姿色っぽいなあ。

「えっと……、もうあいつらいないから、試着再開してもいいんだぞ、月？」

　彼女は目を潤うるませてふらつきながら立ち上がり、とんっと俺の胸を押した。

「はやく出ていって、えっち……っ」

「あ、ご、ごめん……！」

　慌てて外に飛び出し、新しん鮮せんな空気に包まれて大きく呼吸する。

　──どうにか助かったか。まさかこんな遠くまで来てピンチになるとは思わなかったな……。

　安あん堵どに胸を撫なで下ろしつつ、試着室を振り返った。

「またエロいことしちまったか……」

　不可抗力とはいえ、機き嫌げん悪くなってそうだよな、月……。なんとか機嫌取る方法を考えないと……。

　悩んでいると、ふと、片腕にさっき月のために選んだ一着の服が乗っているのに気付いた。

　……これ、月に渡さないと。

　そう思い、何気なくカーテンの隙すき間まから試着室の中に顔を入れる。

「おーい、月ー、これも着てみてくれいっっっっっったあ!?」

　ごつっと良い音がした。木製ハンガーの角の部分で頭を小突かれたのだ。

　月は悩ましい下着姿で、胸を腕で隠して俺を睨にらんでいた。

「当たり前のように覗かないで……っ」

「ご、ごめん、つい……!!」

　慌てて謝あやまり、試着室から離はなれる。

　はあ、とため息をついて小突かれた頭をさすっていると、少し離れた所から、女性店員さんが白い目で俺を見ているのに気付いた。

「……恋人同士なんでしょうけど、覗きはよくないですよ？」

　恋人同士じゃない──って、そんなこと言ったらただの痴ち漢かんと思われてしまう。

　はははと誤ご魔ま化かし笑いを浮かべつつ、店員さんの視し線せんから隠れるように小さくなった。

　……ああもう、何やってるんだよ、俺おれのバカ。




　出てきた月つきは、案の定明らかに機き嫌げんを悪くしていた。次の目的地である映えい画が館かんのチケットを見ると一いつ瞬しゆん表情を弛ゆるめたが、やはり素っ気ない様よう子す。

　……なんとか、機嫌を直してもらわないとな。

　そう心に決めて、俺達は映画館へと向かったのだった。
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『私、あなたに言ってなかったことがあるの……』

『言ってなかったこと？　珍しいな、お前が俺に隠し事をするなんて』

　アメリカ人の男女が、夕焼けの湖畔のベンチに座り、何やら話をしている。二人ふたりは幼おさな馴な染じみ同士で恋人らしかった。

　もちろん、映画の中の話だ。薄うす暗ぐらい映画館の中、スクリーン上で海外の俳はい優ゆうさん達が迫真の演技を披ひ露ろうしている。

　もう始まってから一時間半近く経たっているし、シリアスなシーンに入ってきている、のだが、

「ふあ……ぁ」

　大口を開けて欠伸あくびしそうになり、いかんいかんと慌てて口を閉じた。

　今は月のために、ラブストーリー映画を観みに来ているのだ。なのにいきなり寝たりしたら、月の機嫌がよくなるどころか、余計に機嫌を損ねてしまう。

　──でもなあ、ラブストーリーとか、苦手なんだよな。やっぱ映画はアクションじゃないと。

　隣となりを見ると、月が微動だにせずにスクリーンを見上げていた。彼女の黒こく瞳どうは映像の光を受けてきらめいている。

　この映画は月が観たいと言っていたから選んだのだが、設定が彼女の書いているものによく似ていた。なるほど、と思う。これはいい勉強になりそうだ。

　……それと、楽しんでくれてるなら、嬉うれしいんだけどな。

　そう思いつつ、再びスクリーンに目を向ける。過去の経けい験けんから見ると、映画を観たあとにはこいつは感想の話をしたがるはずだから、内容を頭に入れるためにしっかりと鑑かん賞しようしておかないといけない。ちゃんと話をしてやれば、月の機嫌も直るんじゃないかと思うし。

　それに、俺も『体験取材』という形で月の小説作成に協力してる。こういう映画も観て、こいつと一いつ緒しよに勉強しとかないとな。

『実は私、白血病なの……。あと一年しか、生きられないの……』

『え………………。そ、そんな、噓うそだろ……？』

『噓じゃないわ。だからあなたは、私でなくあの人を選ぶべきなのよ。……私とは、もう会わない方がいいわ』

　スクリーンの中、ヒロインは主人公の男に背を向けて走り去っていく。あの人というのは、主人公のバイト先にいる女の子のことだ。その子を合わせての三角関係が、この映画のテーマの一つになっているらしかった。

　思わぬ告白を受けた主人公の男は、呆ぼう然ぜんとして彼女の背中を見送っていた。

「……バカヤロ、俺おれだったらすぐ追いかけるぞ」

　ちょっとムッときた。……もしも月つきが白血病とか言われたら、頭の中真っ白になるだろうけど、絶対にこいつを一人ひとりにしたりはしないだろうよ。

　とっとと走り出せヘタレ……、ともどかしく思いながらスクリーンを見ていると、月が不意に顔を覗のぞき込んできた。

「真しん一いちは、主人公、白血病でも幼おさな馴な染じみを選ぶべきだと思う？」

「当たり前だろ。他ほかの女なんて考えたらダメに決まってる」

　やがてスクリーンでは場面が変わり、悩んでいる主人公がバイト先の女の子と話しているシーンになる。……ま、最後にはヒロインのところに行くんだろうな。客を焦じらしてんだ、きっと。

「……悩むところじゃないだろーに」

　呟つぶやきつつ、もう一度大あくびをすると、月がずいっと俺の耳元に顔を近付けてきた。

「じゃあ、この主人公より、真一の方がかっこいいね」

「いや、それはない」

　ハリウッドでしかもラブストーリーだけあって、主人公は超のつくイケメンである。俺と比べたら台所のドブネズミと上うえ野の動どう物ぶつ園えんのレッサーパンダくらいの差があるだろう。

　しかし月は首を振り、もう一度耳元で囁ささやいてきた。

「否定しちゃだめ。絶対、真一の方がかっこいいから」

　う……、そんな真剣な声で言われると、ちょっと照れるって……。

「……分かったよ。うん、俺の方がかっこいいな」

　月は『よくできました』というように満足げに頷うなずく。

　……うーむ、こいつの美的感覚は、普通とちょっとズレてるのかもしれないな。嬉うれしいことは、すげえ嬉しいんだけどさ。

　ほっぺたが照れに火ほ照てっているのを感じていると、肘ひじ掛かけに乗せていた右手が、ふわりと温かい感触に包まれた。

　視し線せんを下ろす。

　薄うす闇やみの中で、月の小さな掌てのひらが俺の手を優やさしく包み込んでいた。

「…………」

　彼女の顔を見る。

　スクリーンに目を向けている彼女の横顔は、さっきまでよりも和やわらいでいるように見えた。
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　上映が終わり、映えい画が館かんを出る。まだ日が暮れるには早い時間で、太陽は高い所に見える。

　伸びをしつつ横を見ると、月つきはすっきりとした様よう子すで陽光に目を細めていた。

　──機き嫌げん直ったみたいだな。あれからはずっと俺おれの手握ったままだったし。特にご機嫌とるようなこと言った覚えは無いんだけど、まあ、結果オーライって思っとくか。

　二人ふたりで再び手を繫つなぎ、さっきの映画について話しながら街を歩く。

「──っと、そうだ月、そろそろお前のプレゼント買いに行こうぜ？　なにが欲しいんだ？」

「ん、えと……、あ」

　月の視し線せんは前方にある本屋に向いている。

「本が欲しいのか？」

　彼女はこくりと頷うなずいた。……ま、本好きだもんな、月。

　二人で店の中に入ると、落ち着いたクラシック音楽が聞こえてくる。よくある規模の中型店てん舗ぽらしく、雑誌の棚では立ち読みしている客が何人か見えた。

　店内を歩いていると、一番奥の方に配置されているマイナー出版社の文庫本コーナーの辺あたりで、月は棚に目を向けてぴたりと足を止めた。

「お、欲しいのあったのか…………ん？」

　彼女はなぜかほんのりと頰ほおを染め、俯うつむきがちになりつつ、棚の端の方へちらちらと視線を送っていた。そこにはなにやら黒い背表紙の文庫が並んでいる。

「どうしたんだよ。あそこに欲しいのがあるんだろ？」

　言いつつ、月の気にしている棚に向かい──

「きゃっ……」

　とんっと胸に軽い衝しよう撃げき。それに女の子の小さな悲鳴。

　棚に気を取られていたせいか、前から歩いてきた女の子とぶつかってしまったのだ。

「あ、ご、ごめん。大丈夫？」

　床に尻しり餅もちをついている女の子に手を伸ばす。……しまった。怪け我がとかしてないといいけど。

　月よりもさらに小柄な女の子だった。髪を頭の両側で結んでいて、それがやじろべえの腕のようにふわふわと揺れている。整ととのった可愛かわいい系の顔立ち。ぱっちりした目が印象的な、明るそうな子だ。……月とは正反対の雰囲気をしてるなあ。

「あ、ありがとうございますっ」

　幼さの残る甘い声。女の子は礼れい儀ぎ正ただしく言って、俺の手を摑つかんで立ち上がる。

「ごめんな、ぶつかっちゃって。痛いトコとかないか？」

「いえ、大丈夫ですっ。わたしの方こそ、よそ見しててごめんなさいでしたっ」

　ぺこりと九十度直角に頭を下げて、女の子は俺おれと月つきの横を通り、雑誌の棚の方へと歩いていった。サイドの髪の毛がひょんひょん揺れているのが可愛かわいらしい。

「……怪け我がとかは、なかったみたい。よかった」

　後ろに立っていた月も一部始終を見ていたようで、ほっとしたように言う。……ホントにそうだよな。体格差があるとちょっとぶつかっただけで倒れちまうから、今度からは気を付けないと。

　さて、と気を取り直して、月の見ていた棚へと目を向け、

「あー……、なるほどね」

　彼女が自分で本を取ろうとしない理由がわかった。

　そこは、官能小説の棚だったのだ。棚の中に所狭しと並べられた文庫本の背表紙には、それぞれ『破られたセーラー服』『僕と叔母おばの禁じられた遊び』『隣となりのお姉ねえさんがこんなに激はげしいわけがない』などのいかにも十八歳未満お断りな題名が書かれている。

　何気なく見ていると、面おも白しろい題名の本が目に付いた。月にも見せてやろうと彼女の手を引っ張り、棚の前へ連れてくる。

「月、これ見ろよ。『女子高生妻なつこ十七歳』って題名のやつがあるぞ。これ、きっとヒロイン俺達と同い年なんだぜ。中身ちょっと見てみようぅいぃぃぃぃっ!!　なんで抓つねるんだよ!?」

「えっちなこと言わないで……っ」

「え、えっちなことって、題名読んだだけじゃんか……ってうわ、泣かないでくれよ！」

　月は赤い顔で「うー……」と唸うなりつつ、じわりと目に涙を滲にじませる。

「……あ、もしかして、恥ずかしかったのか？　す、すまん。俺が悪かったから泣かないでくれ、な？」

　官能小説の棚の前で女の子泣かせてたら、周囲から危険な誤解をされそうじゃないか。

　その目め許もとを指で拭ぬぐってやると、月は十八禁小説の並ぶ棚に一いつ瞬しゆん目を向け、普ふ段だん顔を合わせない親しん戚せきに久しぶりに会った子供のようにそそくさと俺の体に隠れた。

「お前、官能小説読んだことあるんだろ？　なんでそこまで恥ずかしがるんだよ」

「……読んだことはあるけど、お店で買ったことないから。お母かあ様さまの書いた小説の原稿を見つけた時に、一いつ緒しよに官能小説の文庫本が詰まったダンボール箱がいくつも重ねてあったから、参考にする本には困らなかったし」

　……ああ、たぶんおばさんが買い溜ためてたんだな。プロだったんだから、自分が仕事してるジャンルの本をたくさん持ってても全然不ふ思し議ぎじゃないし。

「でも、その本も大体読んじゃったから。新しいの、欲しいって思って」

　なるほど、それでプレゼントで欲しいと思ったのか。

「真しん一いち、買ってくれる？」

「ああ……、そりゃいいけど。でも、服とか小物とかはいいのか？」

「ん。真一には、これ、買ってほしいの。二人ふたりで作る官能小説のために、必要なものだから」

　──む、そう言われると、買ってやらないわけにはいかない。まさか官能小説を女の子にプレゼントする日がくるとは思わなかったけどな……。

「っと、俺おれ、十八歳未満だけど、大丈夫かな……」

　この店がそういう規則に厳きびしいところだったら、レジで止められて恥をかくかもしれない。

　月つきが上うわ目め遣づかいに聞いてくる。

「真一、だめ？」

「んー……、いや、買ってやるさ。作品作りの参考にするんだろ？　大切な買い物じゃんか」

　……ま、俺でも普通に買えるよな。今は制服を着てるわけでもないし、官能小説くらいで止める店員なんていないだろ。

「よし。それじゃ、どれがいいか選んでくれ」

「ん、ありがと。えっと……」

　月は棚に並べられた小説に目を向けるが、平ひら積づみされてある新刊のエロティックな表紙を見た途と端たん、すぐにまた俺の後ろに隠れてしまった。

　……家で散々見てるだろうに、って思うけど、やっぱ外で見るとまた違うもんなのかな。

「私も、新しいのはよく分からないし……。これで決める」

　月は恥ずかしげにそう言って、俺に隠れたまま、おそるおそるといった感じで手だけを棚に伸ばす。……いや、せめて見て選ぼうぜ？

　彼女は一番最初に手に当たった本に指をかけ、棚から抜き出して俺に渡してくる。

「これでいいのか、月？」

　見下ろして聞くと、こくこくと頷うなずきが返ってきた。

　月が選んだのはこの本──って、なんだこれ……!?

「お前、まさか、俺になにか望んでることでもあるのか……？」

　彼女がきょとんとして首を傾かしげ、俺の手元の本を覗のぞき込んでくる。




『幼おさな馴な染じみ調ちよう教きよう～消えない縄なわの痕あと～』




「いや、月にそういう願がん望ぼうがあるとは気付かなかったああぅっ!!　そうだよな！　そんなわけないよな！　はい、本は棚に戻したぞ！　戻したから叩たたくなってば！」

　涙目でぽかぽか叩いてくる月を宥なだめつつ、結局、『隣となりのお姉ねえさんがこんなに激はげしいわけがない』『女子高生妻なつこ十七歳』『委員長はオレのもの』とかいう比較的ライトな題名の本を計三冊買うことにした。レジで何事もなく購こう入にゆうし、プレゼント包装をしてもらう。

　外に出て、拗すねたような顔の月つきにさっそくその包みを渡してやった。

「ほら、月。処女作完成、おめでとう。これからも二人ふたりで頑張ろうな？」

　そう言ってぽんっと頭に手を乗せると、唇を少しだけ突き出していた彼女は、みるみるうちにその顔を和やわらげ、

「ん。ありがと、真しん一いち。一いつ緒しよに頑張ろ」

　大切そうに、きゅっと胸にプレゼントを抱いた。

　その嬉うれしそうな顔を見て、今日きようは連れてきてよかったと改めて思う。

　──でも、考えてみれば、今度から毎回俺おれが官能小説買うことになんのか。家の近所じゃ買いにくいし、どっか遠くの本屋、探しとかないといけないな……。

　そう思いつつ、次はどこに行こうかと辺あたりを見ながら歩き出そうとすると、

「…………う!?」

　人込みの中に、一いつ瞬しゆん見み慣なれた顔が見えた。

　月の手を引っ張り、ひとまず本屋の中に隠れる。

「……藍あい川かわたち、まだこの辺りうろついてんのかよ」

　服屋で会った時から二時間以上経たってるし、もうどこかへ行ったと思ってたんだけど……。

「真一、どこかのお店にはいろ」

「ああ。そうだな。今は迂う闊かつに外歩かない方がよさそうだ」

　ふと、本屋の正面ビルに、漫画喫茶の看板があるのが見えた。

「よし、あそこに行こう」

　藍川達から見つからないように姿勢を低くし、俺と月は漫画喫茶の中へと入っていった。




　　　　＊




「ふー、やっと落ち着いた……」

　漫画喫茶にて、クッションに腰を下ろし、大きく息をつく。月も横でぐーっと伸びをしていた。

　俺達が選んだのは、いわゆるフラットシート──座ざ敷しき型がたの二人用個室だ。人二人がストレスなく過ごせるくらいには広く、机の上にはパソコンも置いてある。椅い子すの席より、こっちの方がリラックスして過ごせるだろうと思ったのだ。

「……広いし、思ったより綺き麗れい。もっとごみごみしてるって思ってた」

　月はきょろきょろとあたりに視し線せんを巡らせている。こいつは、漫画喫茶に入るのは初めてだよな。実家のある町には漫画喫茶とか一つもなかったし。

「店によって結構違うけど、ここはタバコの匂においとかもあんましないし、掃除とかしっかりしてるトコみたいだな」

　そんな風に話しつつ、壁かべにゆったりと背中を預けていると、月つきがバッグから小型のノートパソコンを取り出した。

「月、パソコン持ってきてたのか？」

「ん。小型だから軽いし。いつも持ち歩いてるから」

　へえ……、まあ、アイデアとかいつ浮かぶかわかんないし、持ってた方が便利だもんな。

　彼女はテーブルにパソコンを置き、起動してワープロソフトを開く。

「なにかアイデアでも思い浮かんだのか？」

「ん……、さっきの、服屋さんでのこと。書き留めておこうかなって」

　……う、あれを形にするのか。やっぱ、俺おれをモデルにしたキャラが、ヒロイン襲おそってる状況になるんだろうな。

　彼女はカタカタとキーボードを叩たたき出す。軽快なリズム。ついさっきの記き憶おくだから書きやすいのだろう。

　手て持もち無ぶ沙さ汰たに月の執筆姿を眺めていると、

『ん……ぁん……』

　なにやら、ヘンな声が壁かべの向こうから聞こえてきた。

　月にも聞こえたのか、タイプしていた手が止まる。

　二人ふたりで顔を見合わせ、息をひそめる。

『あぁ……こんなとこで、だめ……やん……』

　……これは、まさか。

　月も同じように思ったのか、俺と顔を見合わせ、その頰ほおをほんのりと赤くする。

　なんとも気まずい空気に包まれそうになり、俺は慌てて小声で言った。

（や、やめてほしいよな、こんなとこでヘンなことするの）

（……ん、私も、そう思う）

　月はそう答え、俺から顔を逸そらして、ぽつりと一言。

（……でも、私たちも学校でやってたし）

　う……と言葉に詰まる。たしかに、学校で体たい験けん取材とかモロにやってるけど。い、いやでも、あれは取材なんだから、別に悪いことじゃないはずだ。

　しばし沈ちん黙もく。

　やがて月は頰を染めたまま、パソコンに向き直り、タイプを再開した。隣となりからはまだねっとりといやらしい声が聞こえているが、これは気にしないのが一番かもしれない。

　ふう、とため息。やるなら家かホテルでも行ってやれよな。ったく、こっちが気まずくなるっての……。

　文句を言ってやりたい気分を抑えつつ、足を投げ出し、何気なく月を斜め後ろから眺める。

　さっきまでと違い、黒髪の隙すき間まから微かすかに覗のぞく、彼女の白い首筋が妙に気になってしまう。

　──やべえ、服屋でのこと思い出してきちゃったよ。月つき、さっきすげえ格好してたよな。

　体の芯しんがじわじわと熱あつくなってくる気がした。……だめだぞ俺おれ、ようやく月の機き嫌げんも直ったんだから、ここは我慢するところだ。

　そう思っていたのだが、横から聞こえてくる音に触発されて、心しん臓ぞうがドクドクと鼓動を打ち始める。

　漫画喫茶の個室は基本的に暗く、机の照明で部へ屋やを照らすようになっている。なぜだか、イケないことをするのにうってつけの場所に思えてきた。

　隣となりからは、押し殺すような喘あえぎ声ごえが断続的に聞こえている。

「……………………」

　ゆっくりと腰を上げた。

　月はこちらに背中を向けているし、パソコンにすっかり集中しているようで、俺が動いているのに気付いていないみたいだ。

　──ダメだぞ、エロいことしちゃダメだぞ……。

　頭の中で呪じゆ文もんのように唱えつつも、体は彼女に少しずつ近づいていく。

　──えーっと……いや、ちょっと触れるだけだから。……えと、肌寒い気がしないこともないような気がするから、温めてあげようかなって。

「つ、月、ちょっと提案があるんだけど、いいか？」

　返事を待たず、後ろから彼女の細い肩に手を乗せる。

　月はぴくっと体を震ふるわせ、首を捻ひねって、俺を見上げてきた。

　そして俺の顔から何かを読み取ったのか、叱しかるように柳りゆう眉びを寄せる。

「……真しん一いち、へんなこと考えてる？」

「い、いや、考えてない。考えてるのは、むしろ真面目まじめなことだから。……あのさ、リアルタイムで体たい験けん取材しながら小説書いてみるって、どうだ？」

　月は首を傾かしげ、

「……リアルタイム？」

「そう。せっかくこういう個室にいるんだから、この状況は活いかすべきだと思うんだ。……えっと、だからつまり、二人ふたりで体験取材しながら、お前は小説の執筆するんだよ。これならこれ以上ないくらいに臨りん場じよう感かん溢あふれるシーンが書けると思う。結構良いアイデアじゃないか？」

　月の目がすうっと細くなる。ぞわっと寒気がした。

「……真一、けだもの」

「けっ、けだものじゃないっ。俺はお前のためを思って言ってるんだ。これが噓うそを言ってる目に見えるか？」

　じっと彼女の目を見つめる。月は観かん察さつするようにこちらを見返して、やがてぽつりと言う。

「……小説のためが三割。えっちな気持ちが七割くらい？」

「…………」

　無言で目を逸そらした。俺おれの幼おさな馴な染じみはエスパーなのかもしれなかった。

「と、とにかく！　たまには珍しい書き方するのもいいって思うんだよ。もちろん、お前が嫌いやがるならやらないけど……」

　さすがに、強引すぎてこいつを傷つけるのは避けたい。そんなことしたらホントにケダモノ以下になっちまう。

　月つきは迷うように瞳ひとみを揺らしていたが、やがて肩に乗せていた俺の手に手を重ねた。

「……そういう書き方も、たしかに勉強になると思う。でも、えっちすぎるのは、だめだから」

「……えっと、体たい験けん取材、やるってことか？」

　彼女はこくりと頷うなずいた。その頰ほおはほんのりと桜さくら色いろに染まっている。

　俺はごくんと喉のどを鳴らした。さっきから響ひびいている隣りん室しつの情事の声。それに薄うす暗ぐらく、俺達二人ふたりのためにあるような狭い個室。

　──よ、よし、理性は飛ばさないように。暴ぼう走そうしないように気をつけないとな。

「じゃ、じゃあ。いくぞ……月、じゃなくて『雪ゆき』……」

「ん……。でも、やりすぎないでね、『誠せい一いち』……」

『誠一』、『雪』というのは、月の書く官能小説内のキャラクターである。俺と月をモデルにして書かれているということもあり、俺達は体験取材をする際には、この二キャラに成り切ることに決めていた。もちろん、リアリティを出すためだ。

　頭に血が上るのを感じながら、彼女の体の前に手を回す。

「………………っ」

　月が小さな声を漏らすが、構わずに後ろから彼女の小柄な体を抱きすくめた。女の子の華きや奢しやで柔らかな感触に、どくんと心しん臓ぞうが一ひと際きわ大きく跳ねる。

　……うーん、ちょっと体勢が悪いような。

「雪、ちょっと持ち上げるぞ」

「え……ひゃう」

　ひょいっと後ろから彼女の体を抱き上げ、その小柄な体を自分の膝ひざの上に乗せる。月は小さな声を上げたが、抵抗はしなかった。……よし、これで抱きやすくなったな。

　緊きん張ちようしているのか、月の体は力が入って硬くなっている。俺は抱く力を緩ゆるめ、少しの間そのままの姿勢でいた。……結構、こいつとはこういう体験取材もしてるんだけど、さすがに慣なれないか。俺もいつもドキドキしっぱなしだもんな。

　抱いたままで頭を優やさしく撫なでてやると、

「はぅ…………」

　ようやくリラックスしてきたのか、彼女の体から力が抜けてきた。

　……そろそろいいのかな。

　そう思い、ゆっくりと月つきの服の前側ボタンをはずし始める。

「ん…………」

　彼女もノートパソコンのキーボードに手を乗せ、一文字ずつゆっくりとタイプを始める。

　俺おれは幼おさな馴な染じみの溶けそうな吐息と体温を感じながら、その白はく磁じのような肌に手を這はわせていった。
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「はぁう、誠せい一いち…………」

　後ろから誠一に抱きすくめられ、雪ゆきは喉のどから押し出すように吐息を漏らした。

　誠一とショッピングに来て、途中で一休みするために漫画喫茶に寄ったのだが、これがいけなかったらしい。

　隣となりの部へ屋やでなにやら情事に及んでいるカップルがいるようで、聞こえてくる声が、誠一のすけべ心に火を点つけてしまったみたいなのだ。

「雪、いいだろ？　ここなら誰だれも来ないんだからさ……」

　彼は雪を自分の膝ひざの上に乗せ、上着のボタンを荒々しくはずし、お腹なかの辺あたりを大きな手でまさぐってくる。

「……外は、恥ずかしいって言ってるのに」

「他ほかからは見えないんだから恥ずかしくないって。な？　すぐ、すぐ済ませるからさ」

　いつもより誠せい一いちの息が荒い気がする。首筋に当たる吐息は熱あつく、火傷やけどしてしまいそうだった。

「や……、ホントに恥ずかしいの……」

　誠一の手を体から剝はがそうとする。普ふ段だんなら、押しに負けて体を許すところだけど……、今日きようはダメ。恥ずかしくて、涙が出そうなんだもの。

　彼は不安になったのか、顔を覗のぞき込んでくる。

「雪ゆき、ホントにイヤなのか？　恥ずかしいって言っても、何度も同じようなことやってるだろ？」

「そうだけど……、だめなの。これ以上やったら、恥ずかしくて死んじゃいそう」

　さっきから顔から火が出そうで、どうにかなってしまいそうだった。

　しかし誠一はなかなか私の肌から手を離はなそうとしない。お腹なかや首の辺あたりを、舐なめるような手つきで撫なでている。膝ひざに乗せられているせいか、全身が彼の体温に包み込まれているみたいに感じる。

「ん……ぁん、はぅぅ……」

　優やさしい掌てのひらの感触が私の体を煮え立たせ、思考にぼんやりと靄もやをかける。包み込んでくる彼の感触に身を任せてしまいたくなる。

　と、誠一が耳にくすぐるような息を吹きかけてきた。

「くぅんっ……っ」

　大きな声が漏れて、あまりの恥ずかしさに泣きそうになる。

　しかし誠一はそんな私には気付かず、今度ははだけた服の裾すそから手を滑り込ませ、背中に手を這はわせ始めた。

　ぴくぴくと体を痙けい攣れんさせるように震ふるわせていると、彼の指が、ブラのホックに掛かったのに気がつく。

「や……っ、誠一、だめ……っ」

　懇こん願がんするように言うが、彼は聞いてくれない。

　ぷつっとホックが外されてしまい、ブラが弛ゆるんで胸の辺りがすっと涼しくなる。

「やだ……誠一のばか……」

　私は彼を責めながらも、止めたいような、止めたくないような、不ふ思し議ぎな気持ちに頭がごちゃごちゃになってきていた。

　──もう、今日きようの誠一、えっちすぎ……。

　さらに彼の指がブラの紐ひもに掛かり、肩から外そうとしてきて、そんなことしたら胸が見えちゃうから、もう……

「や、それ以上は、だ、だ
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「だめ……っ」

　ブラ紐ひもを肩から外そうとしたところで、月つきに思いっきり手の甲を抓つねられた。

「いぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!!　ちょ、まってまって！　マジ痛いごめんなさい調ちよう子し乗りましたすいませんでした！」

　月が全然抵抗しないから、調子に乗ってブラまではぎ取ろうとしたのがまずかった。羞しゆう恥ちが爆ばく発はつしてしまったに違いない。

　彼女は息を荒くしながら、旬しゆんのツツジのように赤くなった顔で俺おれを見上げ、

「これ以上しない？」

「しないしない！　あの、ホント痛いんで！　勘弁してください！」

　泣きそうになりながら言うと、ようやく月は手の肉を解放してくれた。……おーいて、月にここまで強く抓られたのって初めてかも。

　彼女は胸を手で隠しながら、今にも涙が零こぼれそうな目で俺を睨にらむ。

「い、いやあの、ちょっと、止まらなくなっちゃって……あ、でも、あれ以上やる気は無かったんだぞ、ホントに」

　言い訳がましく聞こえたのか、月はふいっと顔を背けてしまった。う……、お、怒らせちまったか？

　後悔して小さくなっていると、彼女は身だしなみを整ととのえ、ある程度まで息を整えてから、正座してこちらに向き直る。俺も素直に正座して、彼女と向かい合った。

　月はじっと俺を直視し、珍しくはっきりとした口調で言った。

「真しん一いち、やりすぎ」

「はい、ごめんなさい」

　ぺこりと深く深く頭を下げる。……月相手だと、俺の煩ぼん悩のうは留とどまるところを知らないらしい。改めて、今度から気を付けなければ。

「……あの、月？」

　彼女の様よう子すを窺うかがうように言うが、月は無言で俺に背を向け、ノートパソコンを片付け始めた。

　……うぅ、まいった、また機き嫌げん損ねちゃったな。

「なあ、ちょっといいか？」

「……なに？」

　感情の見えない抑揚の無い声だが、少し突き放されているような感がある。……そりゃ怒るよな。やりすぎはダメって言われた傍そばから暴ぼう走そうしちゃったんだもんな。

　ちょっと謝あやまったくらいじゃ許してくれそうにもないけど……、このままで帰るわけにはいかない。今日きようは月つきが後から思い出して、『楽しかった一日』と思えるようにしてやりたいんだ。

「えっとさ。最後に寄ろうと思ってるところがあるんだ。ここ出たら、一いつ緒しよに行こうな」

　そう言うと、彼女はこちらにちらりと顔を向け、

「……ん、わかった」

　とだけ、素っ気ない調ちよう子しで答えた。
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　漫画喫茶を出て、月と二人ふたりで暗くなった道を歩く。昼間に比べると人は随分と減っており、そろそろ店じまいを始めるところも出てきているようだった。

「……真しん一いち、そろそろ帰らないと、遅くなっちゃう」

「大丈夫だよ。もうすぐ着くから」

　横に並ぶ月とそんな会話。普ふ段だんなら手を繫つなぐ所なのに、彼女は俺おれから少し距きよ離りを取って歩いている。……いや、距離を取るっつっても、少し手を動かせば触れるくらいのところにいるんだけど、普段はゼロ距離で歩くことが多いせいか、これだけでも離はなれているように感じるのだ。

　……エロいことしちゃったし、自業自得だからしかたないか。これから行く場所で機き嫌げんを直してくれればいいんだけど。

　そう思いつつ歩いていると、やがて目的地が見えてきた。

「月、あそこだ」

　俺が目指していたのは、ショッピングモールの小こ脇わきに作られた公園だった。園内に入ると、四方を木こ立だちに囲まれた広々とした空間があり、その中央に大だい噴ふん水すいが備えられている。

　月は綺き麗れいに整せい備びされた公園が珍しいようで、きょろきょろと辺あたりを見回していた。

　それを横目に見つつ、時と計けいを確かく認にん。

「……よし、そろそろだな」

　ぽつりと呟つぶやくと同時、暗かった周囲が次第に明るくなっていく。

「わ……」

　月が前を見つめて、小さな声を漏らした。

　公園中央部の噴水、そして園内に植えられたケヤキがライトアップされたのだ。この公園は夜の七時になると、こういったイルミネーションで彩られることで話題になっていた。

　二人で噴水の前まで歩いていく。中央に高く噴ふき上げている大きな水の柱、そしてその周囲に小さな水柱がいくつもあり、どれも薄うす黄こ金がね色いろの光で装飾されている。あまり派は手でさは感じず、夜を光で照らすというよりは、夜に光を添えるといった感じで、落ち着いた雰囲気が漂っていた。

「……綺き麗れい」

　月つきが噴ふん水すいを見ながらぽつりと呟つぶやいた。その顔はぼんやりと光で照らされており、目の前の噴水よりもさらに神秘的に見える。

　──この月の姿が見られただけでも満足……だけど、もっとこいつの喜ぶ顔が見たいな。

　そんなことを思いながら、俺おれは上着の懐ふところからプレゼント用に包装された袋を取り出した。これは今日きようここで渡そうと思って、先日から前もって用意していたものだ。

「月、これ、受け取ってくれないか？」

　彼女の前にそれを差し出すと、こちらを向いた月はきょとんとした様よう子すで首を傾かしげる。

「……これは？」

　俺はなんだか照れくさくなって、鼻を搔かきながら、

「……えっと、小説書き上げたこととは別で、この一ヶ月半、家事とかやってくれてありがとうって気持ちと、あと、テストとかも助けてくれたし……だからつまり、とにかく俺からの、おまえへの感かん謝しやの気持ちだよ」

　照れ隠しにぶっきらぼうに言いつつ、「ん」と包みを彼女の胸に突きつけると、月は戸惑った様子ながらも大人おとなしく受け取ってくれた。

「……開けていい？」

「ああ、どうぞ」

　彼女はかさかさと包みを開け、中から姿を見せた贈おくり物ものをじっと見る。

「……リボン？」

　月の手の上に乗っているのは、一本の黄き色いろいリボンだった。

「ああ。お前、地元に帰ったら男装しなきゃいけないだろ？　外じゃ女の子の格好できないから、せめてリボンくらいは可愛かわいいのをって思ってさ。ほら、黄色って空に浮かぶお月さんの色だし、同じ名前の月にも似合うんじゃないかなって」

　地元の洋服店回って、一番高かったやつ買ったからな。質も良いはずだ。

　月は無言でリボンを見つめていたが、やがて俺の顔を見上げてきた。

「……これ、いいの？」

「当然だろ。お前のために買ったんだから」

　そう言うと、彼女は段々とその頰ほおを和やわらげ、やがて俺でも滅めつ多たに見られない、ほころび始めた花のような微笑を浮かべた。

「……うれしい。すごくうれしい」

　月は宝物でも抱きしめるようにリボンを胸に抱く。昼間のプレゼントも嬉うれしそうだったが、今はそれ以上かもしれない。

　その表情を見てほっと息をつきつつ、さりげなく彼女の肩に手を乗せ、正面からその顔を見つめる。イルミネーション、プレゼントのコンボですでに機き嫌げんは直ってるみたいだけど、さらにここでなにかカッコいいことを言えば、月つきはもっと喜んでくれるはずだ。カッコいいこと、カッコいいこと……、

「月」

「……なに？」

　俺おれを見る彼女の目は、まだなにかあるのかと期待しているようにも見えた。

　プレッシャーを感じながらも、口を開く。

「俺、なにがあっても月の傍そばにいるから。お前と一いつ緒しよにいる時間が、俺にはなにより大切なんだ。……お前は、世界一大切な女の子なんだから」

　月はぱちぱちと瞬まばたきし、俺は彼女を見つめたままで黙だまり込む。

　しばしの沈ちん黙もく。

　顔が熱あつくなるのを感じていると、月はくすっと小さく笑った。

「それ、昼間観みた映画の主人公のセリフでしょ」

　ぐ、と息が詰まり、火でも噴ふきそうなくらいに顔が熱くなる。

　ば、バレてた。っつーか、一緒に観みてたんだからバレるの当たり前じゃん俺のバカ……。

　あまりの恥ずかしさに噴ふん水すいにダイブしようかと思っていると、月が俺の腕にきゅっと抱きついてきた。

「でも、うれしい。いまの言葉も、プレゼントも、この公園も、全部うれしい。真しん一いちは、私を喜ばせる天才」

　言いつつ、さらに体を密着させてくる。……う、喜んでくれるのはすげえ嬉うれしいんだけど、外だとちょっと恥ずかしいかな。

　照れを隠すように頭を搔かきながら、

「……あの、月、さっきはエロいことしてごめんな？」

　そう謝あやまってみると、彼女は俺を上うわ目め遣づかいに見上げて、

「ん、許してあげる。……ほんとはそんなに怒ってなかったし。でも、あんまりえっちな暴ぼう走そうしちゃだめだから」

　微笑したままでメッとするように頰ほおをつついてくる。……うん、そこは自重します。

　喜色満面といった様よう子すの月と腕を組んだまま家への道を歩き出そうとして、ふと、最後に聞いておきたいことがあるのを思い出した。

　──今日きようはそのために来たんだからな。月の口からはっきりと聞きたい。

　こほん、と一つ咳せき払ばらい。

「月、今日は楽しかったか？」

　そう聞いてみると、彼女は俺の体に寄り添うようにしながら、

「ん、楽しかった。すごく」

　月にしては珍しい弾むような声で、俺の望んでいた答えを返してくれた。
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　ショッピングの日から一ヶ月ほど経たち、衣ころも替がえを経て、季節も梅雨つゆに差し掛かる六月中ちゆう旬じゆん。そろそろじっとりと夏らしくなってきた月げつ曜よう日びの放ほう課か後ご。

　緊きん張ちように体を強こわ張ばらせながら、俺おれと月つきはとある部へ屋やのドアの前に立っていた。

　ここは学校、特別教室棟の二階だ。隣となりに立つ月は夏服姿。こちらも眠たげな中にどことなく不安な色を漂わせている。

　それも仕方のないことだ。

　俺達の目の前にあるドアの上に掛かっているプレートには、『生徒会室』と書かれているのだから。

「……大丈夫、バレたわけじゃないよ、絶対」

　月にそう言って、安心させるように頭にぽんっと手を置く。

　ついさっき、教室の掃除をしている最中に、スピーカーから俺達二人ふたりを呼び出す放送が流れたのだ。俺も月も特に呼び出しを喰くらうようなことはしていないのだが、こいつには男装という秘密がある。もしかしたら本当の性別がバレたのかもと背筋を寒くしていた。

　……いや、大丈夫なはずだ。ここのところ、月の秘密がバレるような事件は起きてないんだから。

　そう自分を納得させつつ、息を一つ吸って生徒会室のドアをノックする。

「どうぞ」

　中から返ってきたのは女の子の声。これは藍あい川かわの声だ。

　月と顔を見合わせ、頷うなずき合ってからドアをゆっくりと開ける。

「失礼しまーっす……」

　俺達は生徒会室の中へと足を踏み入れた。

　生徒会室に入るのは初めてだった。部屋の広さは普通の教室とまったく同じ。会かい議ぎをしやすくするためか、長机がコの字型に配置されている。片隅にはポットやティーカップなどが乗っている台があり、棚の上などには花の生けられた花瓶、観かん葉よう植物まで置かれている。思っていたよりアットホームな雰囲気だ。

　部屋の中にいるのは二人。どちらも見み慣なれた顔だった。

「いらっしゃいませ、お二人とも」

　二人のうちの片方、藍川がしとやかにお辞じ儀ぎをしてくる。彼女も夏服になっており、白い二の腕が眩まぶししかった。

　畏かしこまった動作だなと思っていたが、顔を上げた時には、彼女は普ふ段だん通りのどこか親しみの持てる微笑を浮かべていた。

「来ていただいてありがとうございます。そちらに掛けてください。いま、お茶をお淹いれしますわ」

　促されるままに席につく。藍あい川かわに話しかけられて少し緊きん張ちようがほぐれたが、やはり俺おれも月つきもまだ警けい戒かいは解いていなかった。……今のところ、藍川も自然な調ちよう子しで話しかけてきてるけど、油断はできない。

　気を張り詰めていると、前の席に座っていた眼鏡めがねが藍川に声を掛けた。

「藍川君、お茶は氷ひ坂さか君のだけでいい。小鳥遊たかなしには水で十分だ」

　相変わらずだなこの野郎は……。

「……浅あさ井いさん、せっかく来ていただいたのに、そんなことを言っては駄だ目めですわ」

　藍川からたしなめられるように言われ、同じクラスの生徒会副会長、浅井雅まさ史しはフンっと鼻を鳴らした。この男は今日きようも面おも白しろみの無い整ととのった顔をしている。

　藍川はポットの前に立ち、優ゆう雅がな仕し草ぐさで紅茶を淹れていた。

　彼女の夏服姿は、思わず見とれるくらいによく似合っている。

　毎日クリーニングに出しているんじゃないかというくらいに、白くて皺しわ一つないカッターシャツ。彼女の肌も同じように、透けるように白くてシミ一つ見当たらない。露ろ出しゆつが冬服と比べて格段に多くなっているが、おしとやかさはまったく失われておらず、ウェーブの掛かった髪がさらりと流れる度に爽さわやかな色気を感じる。

　……うーむ、やっぱ綺き麗れいだな。この学校のアイドル的存在なのも納得だ。

　でも、と、今度は隣となりに座る月を見る。

　月も夏服のカッターシャツに替わっており、男モノの制服であるにもかかわらず、こちらも藍川に負けず劣らずよく似合っている。光を当てれば水晶のようにぼんやりと輝かがやきそうな繊せん細さいな白さの肌。二の腕などは藍川よりもほっそりとしており、長い黒髪は少し色素が薄うすいせいもあってか、傍そばにいて守ってやりたくなるような儚はかなさを感じる。

　藍川も月もどちらもお嬢じよう様さまといった印象だが、タイプがまったく違う。陽光のような藍川と、月光のような月といった感じか。……クラスメイトの井い岡おか達は藍川に熱ねつ中ちゆうしてるけど、俺にとってはやっぱり月が一番だな。

　正直な所、この露出の多い夏服に替わることで、また周りから女の子だと疑われるのではと思っていたのだが、それは杞き憂ゆうだったらしい。宿泊訓練の一件もあったお陰か、すでにクラスメイト達の中では、『月＝線せんの細い男』というのは多少のことでは揺るがない事実になっているようだった。

　カッターシャツで服が透けることも考えて、上にはベストも着させているし、これなら薄着の夏もどうにか周囲に怪しまれることなく過ごしていけそうだ。

　そんなことを考えていると、浅井がこほんと咳せき払ばらいをした。

「さて、今日お前達を呼んだ理由について話したいのだが、いいか？」

　──来たか。

　表情を引ひき締しめるが、ふと、奴やつの前にプリントが山やま積づみになっているのが目に付く。

「……浅あさ井い、それ、生徒会の仕事？　すっげえ溜たまってるじゃんか」

　何気なくそう言うと、浅井はムッとしたように眉み間けんに皺しわを寄せた。

「これでも減らした方だ。他ほかの連中が馬ば鹿か者ものばかりだから、ぼくと藍あい川かわ君の二人ふたりで仕事をこなさなくてはならなくなったんだ。さばききれないのも当然だろうが」

「……二人で仕事を？　そういや、他の連中はどうしたんだよ？」

　聞いてみると、浅井はうんざりしたように大きくため息をつき、額ひたいを押さえた。

「会計の男子は、隠れてタバコをやっていたらしく、強制退会。会長はその会計の男子と恋人だったから、『私もやめるぅー』などと言ってさっさと辞めてしまった」

「は……、マジ？　そんな簡かん単たんに辞められんの？」

「もちろん、辞められるわけがない……が、活動にも出てこないのだから、続けさせていても仕方がないだろう。今日きよう、正式に会長の退会が決まったから、実質今回の生徒会は解散だな。今はぼくが臨りん時じの会長ということになっているが、来週からまた、緊きん急きゆう生徒会選挙の候補者募集が行われるだろう」

　……うっわあ。知らなかった。明日あしたからこの話題で学校中埋まりそうだな。次の会長は浅井で決まりだろうから、副会長やら会計やらをまた選ぶことになるのか。

　藍川がことっと音を立て、俺おれと月つきの前に紅茶の入ったカップを置いて、困ったようにため息をついた。

「会長も会計の方も三年生だったのですけれど、元々あまり仕事をしないお二人でした。……少し、責任感が足りなかったようですわね」

「……少しどころじゃ、ないと思う」

　月がぽつりと男声で呟つぶやいた。そりゃ、さすがにそんな理由で辞めるのは、ちょっと有り得ないよなあ……。

　呆あきれていると、浅井が偉そうに腕を組み、

「まあつまり、そういうことだ。話は理解したな。さあ、仕事を手て伝つだってもらおうか」

「……はい？　なに言ってんの、お前？」

　眉まゆを寄せると、浅井の隣となりに立った藍川が苦笑して、

「浅井さん、臨りん時じとはいえ会長なのですから、きちんとお二人にお願ねがいするべきだと思いますわ」

　浅井は「むぅ」と嫌いやそうに眉をひそめている。……なんだ、なにが言いたいんだこの男は。

　怪け訝げんに思っていると、奴は仕方ないと言いたげに肩を落とし、俺達に頭を下げてきた。

「今日お前達を呼んだ理由がこれだ。頼む、生徒会の仕事を手伝ってほしい。人手が足りなくて、どうやっても仕事が片付かないんだ。ちなみにこの頭を下げているのは氷ひ坂さか君に対してであって、小鳥遊たかなしに対してではない。藍あい川かわ君に言われなければ、お前など呼ばなかったんだからな」

　そりゃあ、お前が俺おれに頭を下げるなんて事態があった日には、空からゴキブリの雨でも降ってくるだろうよ。

「あの、浅あさ井いさんはこう言っておられますけれど、もちろん小鳥遊さんにもお願ねがいいたしますわ。期間は次の生徒会役員が正式に決まるまでですので、一学期の残り、あと一ヶ月ほどになると思います。その間、私達のこと、助けていただけないでしょうか……？」

　藍川が横からこちらの表情を窺うかがうように言ってきて、俺は答えに詰まる。

　……生徒会活動に参加すると、学校にいる時間が長くなっちまうからな。前回それで断ったわけだし、今回も同じように断るべきだと思うんだけど。でも、

「……駄だ目めでしょうか？」

　藍川のすがるような目を見ていると、簡かん単たんに断るのも気が引ける。それに考えてみれば、浅井が人に頭を下げて頼むのも極めて珍しいことだ。それだけ仕事が詰まっているということなのだろう。

　……それに、今回は俺も月つきと一いつ緒しよにいられるし、傍そばでフォローしてやれるんだよな。

「ちょ、ちょっと待っててくれ」

　月と目配せし、顔を寄せて小声で話し合う。

（……どうするよ、月。生徒会にはあんま関かかわりたくないけど、事情が事情だし、ちょっと断りにくいぞ）

（……ん、一ヶ月くらいだったらいいかも。藍川さんの助けにもなりたいし）

　月は受け入れる方向に傾いているらしい。お前、藍川と仲良いもんな。

　……生徒会に入会するわけじゃないんだよな。次の生徒会が決まるまで、一ヶ月くらい、か。

（そうだな、一ヶ月くらいなら、いいか……。藍川はお前のこと完かん璧ぺきに男だって思ってるし、浅井は……アホだからそこまで驚きよう異いじゃないだろ。今回は俺も一緒に誘われてるしな。ちょっと学校で過ごす時間が長くなると思うけど……、引き受けるか？）

（ん。ここは、クラスメイトの助けになるべきだと思う）

　月の言葉に迷いは無かった。たしかに、彼女の言うとおりだ。浅井だけなら喜んで見捨てるところだが、藍川が困っているのに見て見ぬふりをするわけにはいかない。

　頷き合い、浅井達に向き直る。

「わかった、手て伝つだうよ。浅井はどうでもいいけど、クラスメイトが困ってる時は、やっぱり助け合わないとな」

　藍川がほっとしたように頰ほおを弛ゆるめ、微笑を浮かべる。

「ありがとうございます。やはり、お二人ふたりに頼んで良かったですわ」

「そうだな。ぼくとしては小鳥遊はいらないんだが、これでいくらか楽になりそうだ」

　藍あい川かわが喜んでくれたようで嬉うれしく思う。俺おれと浅あさ井いの間には崩すことのできない超巨大な壁かべが存在したが、話はまとまった。

　──ま、月つきの傍そばに居られるなら、生徒会活動も大丈夫だろ。浅井と藍川だけなら、そこまで警けい戒かいすることもないと思うし……。

　浅井は幾つもの山になっているプリントのうち、一山を選んで「よし」と呟つぶやく。

「それでは、さっそく仕事を頼みたい。まずはこのプリントを纏まとめて──」

　その言葉を遮さえぎるように、バンッと大きな音がして、勢い良くドアが開け放たれた。

「おにーちゃん！　遅くなってごめんね！」

　そして室内に響ひびく舌っ足らずな女の子の声。

　驚おどろいて部へ屋やの入り口に目を向けると、そこにはウチのものではない制服を身につけた、小柄な女の子が立っていた。

　誰だれだ？　と首を傾かしげていると、浅井が突然立ち上がり、その女の子の方へと走っていく。

「おお、みーこ！　来るまでに迷わなかったか？　悪い人に声を掛けられなかったか？」

　奴やつらしからぬ思いやりに溢あふれる……溢れすぎているような優やさしげな声にぞわわっと鳥肌が立った。

　浅井は女の子の頭をよしよしと撫なでながら、顔中に慈いつくしみの笑え顔がおを浮かべている。

　……なんだあれは。あれが本当に俺の宿敵、浅井雅まさ史しか？

　呆ぼう然ぜんとしてそちらを見ていると、藍川がくすくすと微笑ほほえみながら、

「小鳥遊たかなしさん。あの子は、浅井さんの妹さんですわ」

　……浅井の妹？　あの子が？

　浅井に頭を撫でられて、はにかむようにしている女の子の姿をじっと見てみる。

　身長は、おそらく月と同じか、それより少し小さいくらい。髪は頭の両側で結んであり、やじろべえみたいに両サイドに垂れている。目鼻立ちは整ととのっているが、まだまだ幼げな雰囲気が残っているため、綺き麗れいというよりも可愛かわいいというイメージだ。中学の頃ころの月が、ああいう柔らかそうなほっぺたをしていたような気がする。ちょっと子犬っぽい印象だな。

　浅井の妹とは思えないほど愛らしい女の子……なんだけど、

「あれ……？」

　俺はいつの間にか小首を傾げていた。

　……あの子、どこかで会ったことがあるような気がするんだけど、気のせいか？

　浅井妹を見ながら記き憶おくを探っていると、彼女も俺の視し線せんに気付いたのか、こちらに顔を向けて兄の裾すそを引いていた。

「ね、お兄にいちゃん。恵めぐみせんぱいは前に来たとき紹介してもらったから覚えてるんだけど。あの人たちは？」

「ん？　ああ、あれはぼくのクラスメイトだ。髪の長い方が氷ひ坂さか月、チンパンジーの亜系のような奴やつがバカなし……おっと、小鳥遊たかなし真しん一いちだ。小鳥遊の名前は覚えなくていいぞ。体から緑の汁が出るようになるからな」

　いつも以上に馬ば鹿かにしてくる浅あさ井い。妹に俺おれを草むらのバッタ以下だと印象づけたいのだろう。

　浅井妹は兄の言葉を聞き流した様よう子すで、俺達に向かってぺこりと礼れい儀ぎ正ただしくお辞儀をする。

「あの、はじめまして、浅井ひみこですっ。すぐそこの、片かた蔵くら中学校に通ってる二年生です。高校生徒会活動の勉強もかねて、お兄にいちゃんのお手て伝つだいをしてます。よろしくおねがいしますっ」

『ます』のあたりを強きよう調ちようする子供っぽい喋しやべり方かた。しかし元気で好感の持てる自己紹介だった。

　片蔵中学校と言えば、この敷しき嶋しま高校のすぐ傍そばにある県立の中学校だ。近いだけあって、片蔵中での成せい績せき優ゆう秀しゆうな生徒は大抵この敷嶋高校に上がってくるらしい。たしか、ウチのクラスの井い岡おかや柴しば田たなんかもそこ出身だったはずだ。

　俺と月つきは彼女に応こたえるように頭を下げる。こっちも自己紹介しないとな。

「えっと、俺はキミのお兄さんのクラスメイトで、小鳥遊真一。今日きようから生徒会の手伝いすることになったんだ。で、こっちが──」

「氷ひ坂さか月。よろしくね」

　月の声は平坦ながらも、いつもよりやんわりとしているように聞こえた。年下相手ということを意い識しきしているのだろう。

　ひみこはにこっと笑え顔がおを浮かべる。裏表がない、無邪気そのものといった表情だった。

「あの、わたし、この学校にくるのも二回目ですから、いろいろおしえてくださいね」

「ああ、よろこんで。っつーか、俺達の方が仕事教えてもらわないといけないんだけどな」

　笑いながら言うと、ひみこもくすくすと楽しそうに笑えみを零こぼす。……うーん、たしかにこれは、浅井の気持ちも分かる気がするな。こんな妹がいたら、そりゃ猫ねこ可愛かわいがりもするだろう。

　さっそくうち解けた雰囲気を作っていた俺達だったが、こちらを見ていた浅井妹が、その表情を少しずつ変えていくのに気付いた。

「…………あれ？」

　彼女は顔から完全に笑顔を消し、こちらに歩み寄ってくる。

「ど、どうかしたのか？」

　様よう子すがいきなり変わったのに面食らっていると、彼女はなにやら眉まゆを寄せ、俺と月の顔を交互に凝ぎよう視ししてくる。……どうしたんだ、俺達の顔になにかついてるのか？

　居い心地ごこちの悪さを感じていると、彼女は元からぱっちりした目をさらに大きく見開き、ぱんっと手を叩たたいた。

「そっか！　先月、本屋にいた人たちだ！」

　大きな声に目をしばたたかせる。……先月、本屋？　この子、なに言って──

「あ……」

　本屋。そうだ、先月ショッピングに行った時、本屋で俺おれとぶつかった子がこういう顔してたような……。

　浅あさ井い妹は確かく認にんするように聞いてくる。

「そうですよね？　あのとき官能小説の棚の前で、ねっとり楽しそうに本選んでた──」

「ちょおおおおおおおおおっとキミ、屋上まで付き合ってくれないかなあ!!」

　彼女の声をかき消すように大声で言いつつ、その小さな手を摑つかんで外に連れだそうとする。

　──やっぱりそうか。この子、あの時の女の子なんだ。でもまさか、小説選んでたところも見られてたとは思わなかったぞ……。

　月つきもあの時俺とぶつかったのが浅井妹だと気付いたのか、動揺するように瞳ひとみを揺らしていた。

　……こいつは小説のこと他人に知られるのは嫌いやがってるからな。浅井に知られないために、ちゃんと話をしておかないと。

　と、背後から浅井が肩に手を掛けてきた。

「待て小鳥遊たかなし!!　お前みたいなカスがみーこに手を触れるなんて百世紀早いぞ!!」

　感動するくらいストレートな罵ば倒とうだなお前。

　浅井が妹のことを想おもうのはわかるが、今はこいつに構っている暇は無い。……面めん倒どうだし、ここは眼鏡めがねを人質に取るしかないか。

　奴やつの顔に手を伸ばそうとした瞬しゆん間かん、藍あい川かわが間に入ってきた。

「浅井さん、小鳥遊さんがひみこちゃんに酷ひどいことをするはずがありませんわ。それよりも、私たちは仕事を進めておきましょう」

　彼女はそう言いつつ、俺に耳打ちしてくる。

（官能小説のこと、ひみこちゃんにバレてしまったのですわね？　浅井さんのことは私がなんとかしますので、話し合いに行っても大丈夫ですわ）

　……あ、そうか。藍川は月が官能小説書いてること知ってるんだ。さっき浅井妹が官能小説って単語を口にしたから、俺がそれを隠そうとしてるって察してくれたのか。

（ありがとな、藍川）

　小声でそう返すと、彼女はにこりと微笑で返してくれる。……やっぱいい奴だな、藍川。

　俺は浅井妹と月を連れ、屋上へと向かうことにした。







「あの、お二人ふたりも官能小説に興きよう味みがあったりするんですかっ？」

　浅井妹に快活に聞かれ、俺達、特に月はぎくりと肩を震ふるわせた。

　屋上には誰だれもおらず、のし掛かるような黒い雲が空を覆おおっているためあたりはどんよりと暗い。帰るころには夕ゆう立だちが来そうな空模様だった。

「本を買ってたっていうことは、興味があるっていうことなんですよね、ねっ」

　浅あさ井い妹はなぜか目を輝かがやかせて聞いてくる。……できれば誤ご魔ま化かしたいけど、本選んでるところ見られてるからな。正直に話して口止めしとくか。

「あのさ、浅井妹──」

　話を切り出そうとすると、浅井妹はむっとしたように唇を尖とがらせる。月つきの場合は尖らせているように見えるという程度だが、この子はスズメみたいにはっきりと唇を突き出していた。

「わたしにはひみこっていう名前がありますから、ちゃんと名前で呼んでくださいっ」

　……う、会っていきなり名前で呼ぶっつーのもやりにくい気がするけど。

「……わかったよ、えっと、ひ、ひみこ？」

「はいっ。それでお願ねがいします。月せんぱいも」

「……ん、ひみこちゃん、ね」

　俺おれ達がそう呼ぶと、彼女はほわんっと花が咲くような笑え顔がおになる。……浅井の妹とは思えないくらい表情豊かだな。まあ、あのアホも感情にストレートって言えばストレートなんだけど。

　さて、と今度こそ話を始める。

「えっと、な。俺も月も、たしかに官能小説に興きよう味みを持ってる。でもさ、あんまり他ほかの人に知られたくないから、浅井とかには黙だまっててもらえないかな？」

　ひみこは目をぱちぱちとまばたかせ、得とく心しんしたように頷うなずいた。

「あ、恥ずかしいんですねっ。わかりました、他の人には言いません」

　そう言いつつ、彼女は笑顔を浮かべて、

「でも、恥ずかしがることなんてないと思いますっ。今時そんなの普通のことだと思いますし。わたしなんか、そういうえっちなの、読んでるどころか描かいてるんですからっ」

「……え？」

　眉まゆを寄せる。……えっちなの、描いてるっつったか、この子？

「えっちなのって、どういうの？」

　月が速攻で食いついた。相変わらず眠たげな表情だったが、声にどこか張りがある。

「えっと、ですね。けっこうガチガチのえっちな男性向け同人誌漫画ですっ。こう、触手とか出てきて女の子を襲おそうんですっ」

　子犬の鳴き声のような愛らしい声こわ音ねで『触手とか出てきて女の子を襲うんですっ』とか言われると、常じよう識しきの違う別次元にワープしたような気分になるな。

「……ホントにそういうの描いてるのか、ひみこ？　キミ、中学生だろ？」

「中学生でも、べつにおかしくないと思いますっ。さっきも言った通り、今時珍しいことでもないですよっ。わたしは、描きたいから描いてるんですっ」

　ひみこは胸を張ってそう答えた。その堂々とした口ぶりからは、噓うその気け配はいは感じられない。

　……まあ、こんなことで噓ついても意味ないもんな。でも、今時の中学生ってそういうもんなのか。世界って広いんだな。

　月つきはといえば、こちらは頰ほおがほんの僅わずかに弛ゆるんでおり、なにやら少し嬉うれしそうに見えた。

　なんで嬉しそうにしてんだ、と怪け訝げんに思っていると、彼女は胸に手を当ててなにかを決心したように顔を強こわ張ばらせ、ひみこに向かって言った。

「……官能小説、書いてるから。だからあの時、参考にするための小説を選んでたの」

「え？」

「え!?」

　前の可愛かわいらしい『え？』はひみこ。後の吐き出すような『え!?』が俺おれだ。

　慌てて月に顔を寄せる。

（お、お前、書いてることまでバラしていいのかよ？）

（……だって、ひみこちゃんも描かいてるって言うし。それなら……仲間みたいなものかなって）

　月はひみこの顔をちらちらと窺うかがいながらそう答えた。……あー、そっか。今までに周りにそういうの描いてる人なんていなかったからな。仲間意い識しきが湧わいたってわけか。

「あの、ほんとですか、月せんぱいっ」

　目をぱっちり見開いて聞いてくるひみこに、月はこくりと頷うなずきで答える。

　途と端たんにひみこが大たい輪りんの花が咲くような笑え顔がおを浮かべた。

「それならわたしたち、同志ですねっ！」

　彼女は月の小さな手を、月以上に小さな手でぎゅっと握ってくる。柔らかそうな二つの手がしっかりと結ばれていた。

　月も頰が弛んでおり、気を抜けば笑う寸前といった表情だ。

「……そんなに嬉しかったのか、二人ふたりとも」

　置いてけぼりにされている気分になりながら聞くと、二人は同時にこちらに顔を向ける。

「もちろんですっ。作り手側の知り合いができるって、なんだかすごくうれしいものなんですっ」

「ん。今までそういう人にあったことなかったから、余計にうれしいの」

　二人から熱ねつの籠こもった口く調ちようで言われ、思わず仰のけ反ぞる。……そ、そっか、そういうもんだよな。自分と同じことをやってる人がいるって、やっぱ嬉しいものなんだ。

　ひみこは帰宅後の飼い主にすがりつく子犬のように月にくっつく。

「あのあのっ、月せんぱいってどういう作品書いてるんですかっ」

　答えにくい質問に思えたが、月は躊躇ためらいながらも、ポケットから小型のメモ帳を取り出した。

「……これに、ちょっとだけ書いてある」

　彼女はおずおずといった様よう子すでひみこにメモ帳を渡す。……月が俺以外に自作の官能小説見せるの初めてだよな。藍あい川かわは見てるはずだけど、あれはハプニングで見られてしまった、って感じだったし。

　ひみこはふんふんと小さな鼻歌を鳴らしながら、軽快な手つきでメモ帳を開く。俺おれもそれをちらりと横から覗のぞき込んだ。
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「誠せい一いち、だめ、お料理してるんだから……」

　雪ゆきが柳りゆう眉びを寄せ、咎とがめるように言う。

　今は料理の真っ最中、おたまでシチューをかき混ぜていると、いきなり誠一が後ろから抱きついてきたのだ。

「いいだろ？　あとは混ぜるだけじゃんか」

　誠一は首筋に顔を埋めてくる。耳元に息が当たってくすぐったい。

「……もう、仕方ないなあ」

　くすっと微笑ほほえみながら、そう呟つぶやく。誠一の性欲旺おう盛せいなところにも困ったものだと思う。……もちろん、嫌いやってわけじゃ、全然無い。むしろ彼に求められると、胸が温かくなって幸せな気分になるくらいなんだから。

「今日きようはちょっと、大胆にいくぞ？」

　誠一がそう言って、背後から胸を揉もんでくる。手を一杯に開いて、雪のバストを押しつぶそうとしているような強引な揉み方だった。

「んっ……服が皺しわになっちゃう」

「どうせ汗で濡ぬれて洗うことになるんだから、気にするなって」

　誠一は耳元でそうささやいて、片手は胸に残したまま、もう片方の手で太ふと股ももを撫なで回してきた。プリーツスカートの裾すそから手が滑り込んできて、肌に直接掌てのひらの温かさを感じる。

「あぅ……、そこはまだ……」

　その手が内うち股またに向かおうとしたので、足を閉じてささやかな抵抗を示すと、誠一はスカートを腰の辺あたりまで捲めくり上げてきた。

「やっ……」

　彼は雪の張りのあるお尻しりを掌で味わうように何度も執しつ拗ように撫で回し、尻肉を摑つかみ出すようにぐにぐにと揉んでくる。胸もこちらが痛がらない程度の、彼にしかわからない絶妙な力加減で揉みしだかれていた。

「はぅ、ん……くぅ……っ。そんなに、揉まないで……」

　そうは言っても、甘い声になっているのが自分でもわかる。

　──もっと強くしてもいい。誠一に、私の体で興こう奮ふんしてほしい……。

　誠一にもそんな気持ちが伝わったのか、うなじのあたりに小鳥のような口付けを降らせてくる。

「ちゅ……好きだぞ、雪」

「ん、私も、大好き」

　その言葉を合図にして、誠せい一いちがぷつぷつとシャツの前ボタンを外し始めた。

　露あらわになった慎つつましやかな双丘を撫なでられながら、雪ゆきは湧わき上がってくる幸福感に、熱ねつの灯ともる吐息を漏らしていた──
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「ふわあ……、すっごいラブラブ描写……」

　読み終わったのか、ひみこが感心したように言う。

　月つきは俯うつむきがちになり、自分より小さな後こう輩はいの表情を窺うかがうようにおそるおそるといった様よう子すで、

「あの……、どう、だった？」

「え？　あ、すごく良かったですっ。ほんとに」

　ひみこはそう言いながら、メモ帳のページを戻して読み返している。

　月はそれを見てぴくっと一いつ瞬しゆん唇を動かした。……こいつ、笑いそうになったな。内容褒ほめられたのが相当嬉うれしかったんだろう。

「んー、なんだか生々しい……。これ、月せんぱいの実際の体たい験けんとか、ですか？」

　ひみこに聞かれ、月は言葉を詰まらせて、こちらにちらりと視し線せんを向けてくる。

　俺おれは目を宙に逸そらした。……これは、ちょっと前に家でやった体験取材を元にして書いてあるな。そりゃ生々しいさ。ひみこの言うとおり、実際の体験を元にしてるんだから。

　ひみこはそんな俺と月を交互に見て、「ああ」と頷うなずき、冷やかすような笑えみを浮かべた。

「そういうことですか。やっぱり、体験を元にして書いてるんですね…………っていうか、さっきからずっと気になってたんですけど……」

　彼女は月の姿を見て首を傾かしげ、あっさりとした口く調ちようで聞いてくる。

「どうして月せんぱい、男子の格好してるんですかっ？」

　俺と月は同時に「え？」と声を漏らした。
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　首をかくんっと傾けているひみこを、俺達はきょとんとして眺めていた。

　なんで月が男子の格好してるかって……、それはもちろん、月が学校では男子で通してるから──

　って、待てよ？　ひみことぶつかったのはショッピングの日だ。あの本屋で官能小説を選んでいた時、月はどんな姿だったかといえば……、

「あ、ああああああああ!!」

　思わず声を上げてしまい、ひみこは脅おどかされた小動物のようにぴんっと背筋を伸ばして目を丸くし、こちらを見て、

「な、なんですか真しん一いちせんぱいっ、いきなり脅かさないでくださいっ」

「い、いい、いや、脅かしたわけじゃなくて……！」

　ある事実に思い当たり、動揺と焦りで頭が焼きつきそうになっていたのだ。

　──そうだ。あの日は、月つきは女の子の格好をして街を回ってたんだ。そして本屋に入った時に、ひみこと俺おれがぶつかった。そしてこの子はその後、俺と月が小説を選んでいる所もしっかりと見てたって言ってる。

　つまりこの子は、月が女の子だってことに気付いてるってことか……!?

「あ、あのな？　月はホントは男なんだよ。あの時の月は、ちょっと女装してただけなんだ」

　慌てて誤ご魔ま化かそうとすると、ひみこは眉まゆをひそめ、

「なんでそんな噓うそつくんです？　月せんぱいは女の子に決まってるじゃないですか。あんなにラブラブカップルだったんだから」

　その断定口く調ちように「ぐ」と言葉に詰まる。……だ、だめか。完全にバレちまってる。

　諦あきらめて肩を落とす。と、月も今のやり取りを見て、ひみこにバレていることに気付いたのか、その顔がみるみる青くなっていく。

「あ、あの、お二人ふたりとも、いったいどうしたんですか……？」

　ひみこは何が何やらわからないと言いたげに、首を傾かしげっぱなしにしている。

　落ち着くために、自分の頭にごつっと拳こぶしを当てた。

　──この子には、月が女の子だってバレちまってる。このままじゃ月は実家に強制送そう還かんだ。どうする、無む理り矢や理りにでも誤魔化すか？　……いや、さっきのひみこの反応を見る限り、もうそれも無理だろう。でも、なんとかしないと、男装の賭かけが──

「──ん？」

　ふと、師匠（月の父親だ。剣道での師弟関係から、俺はあの人を師匠と呼んでいる）との賭けの内容が頭に浮かんだ。

　──そうだ、賭けの内容は……、

「月。お前、『学校の生徒にバレたら実家に連れ戻される』って言ってたよな？」

　確かく認にんのために聞いてみると、月は焦りに血の気を失った顔で、

「言ったけど……。だからなんとかしないと、連れ戻されちゃう──」

「ちょっと待った。たぶん、焦ることないと思う」

　目をぱちくりさせる月。……うん、俺の考えは間違ってないはず。

「えっとさ。それなら、ひみこは学校の生徒じゃないから、バレていいはずじゃないか？　バレたらいけないのは、『この敷しき島しま高校の生徒』なんだろ？」

　月はきょとんとして俺の話を聞いていた……が、やがてその顔から焦りの色が消え、血の気が戻ってくる。

「……そっか。バレちゃいけないのは、この学校の生徒たち」

　俺おれ達は揃そろって安あん堵どに胸を撫なで下ろした。

　……あー、焦った。これでおしまいかと思ったぞ。

「あのー、わたし、置いてけぼりなんですけど……」

　寂しそうな顔をしているひみこを見ながら、腕を組んでしばし考える。

　……この子には、男装のこともちゃんと説明しておいた方がいいか。このままだと、浅あさ井いか誰だれかに月つきの性別のことを何気なく話しちまうかもしれないからな。

「月、ひみこには事情話そうと思うんだけど、いいか？」

　彼女は小柄な後こう輩はいをちらりと見て、やや悩んだようだったが、あまり時間を置かずに頷うなずいた。この子なら大丈夫だと思ったのだろう。

　よし……、俺達以外の人間に事情を話すのは初めてだから、ちょっと緊きん張ちようするけど。見た感じこの子は浅井の妹とは思えないくらいに良い子っぽいし、他言するようなことはしないと信じよう。

「よし、じゃ、ひみこ。ちょっと話を聞いてくれ」

　俺は話についてこれなくて唇を尖とがらせていたひみこに説明を始めた。

　彼女は黙だまったままで俺の話を聞いていた。月が男装している理由、バレたら転校しなければならないことなど、大事なことはほぼ話した。この子には、俺達の事情をしっかりと理解してもらった方がいいからな。

「──っと、まあ、月が男の格好してることには、こういう背景があるんだよ」

　話し終わると、ひみこは目をまん丸にしながら、

「……ふーん、なんだかドラマみたいですね。秘密がバレたら二人ふたりが引き裂かれる……！　みたいな感じですか？」

　軽い調ちよう子しで返されて、ちょっと呆あつ気けに取られた。俺達からすれば重大な話なんだけどな……。

「とにかく、この学校の連中に月が女だってことがバレたら困るんだ。そこはわかってくれたか？」

　聞いてみると、彼女はこくっと元気よく頷く。

「はいっ、わかりましたっ。月せんぱいのこと、お兄にいちゃんたちに隠しておけばいいんですね？」

「そうそう。そういうこと」

「大丈夫ですっ、わたし、口が堅いですからっ」

　ほっと息をつく。……よかった。口も堅いなら一安心だ。事情もすべて話したし、この子なら大丈夫だろう。

「月つきせんぱい、真しん一いちせんぱいと離はなれないために男装をしてるんですね……。どらまちっくでステキですっ。わたし、応援してますからっ」

　……まあ、それも間違いじゃないって言えば間違いじゃないんだが。微妙に勘違いしてるような気がするけど、まあいいか。

　これでこの子のことは心配いらないか、と思っていると、ひみこは月に向かって無邪気に聞いてくる。

「あの、それで、さっきの小説についての話に戻るんですけどっ。月せんぱい、真一せんぱいとえっちなこと経けい験けんして、それを元に本文書いてるんですかっ？」

　俺おれ達は体をブリキ人形のように固くし、ぎぎっと目を合わせる。……また答えにくいことをあっさり聞いてくるな、この子は。

　適当に誤ご魔ま化かすべきじゃないか、と思ったのだが、ひみこはきらきらと真夏の海のように輝かがやく目で月を見上げていた。……う、こんな目されると、噓うそつきにくいな。

　どうするんだ、と月を見ると、彼女は困ったように眉まゆをハの字にしながらひみこに答えた。

「えっと、ね。ひみこちゃんの言うとおり。私は真一と、体たい験けん取材をしてるの」

　やっぱ正直に言ったか……。まあ、この子になら知られてもいいかな。

「体験取材……。やっぱりそうなんだぁ……」

　ひみこはふんふんと頷うなずいていたが、やがてその目をまたも輝かがやかせ始め、

「あ、月せんぱいは、ちょっと先に戻っていていただけますかっ？　えっと……、真一せんぱいに、学校でのお兄にいちゃんについて聞かせていただきたいな～って思うのでっ」

　……浅あさ井いの話か？　うーむ、あんまり話すようなことはないんだけど……、まあいいか。

「月、すぐ行くから先行っててくれ。まっすぐ生徒会室行くんだぞ？　誰だれかに絡まれたりしたらすぐこっち戻ってこい、いいな？」

　月は「ん」といつものように頷いて、屋上のドアをくぐって行った。……さすがに生徒会室に行くまでになにかあったりってことはないよな。転こけたりしなきゃいいけど。

　そんなことを考えつつドアの方を見ていると、ひみこがぽかんと口を開けて俺の方を見ているのに気付く。

「すごい心配性なんですね……。さすがバカップルさんですっ」

　感心したような口ぶり。……この勘違い部分は正しといた方がいいのかな。

「いや、俺と月はバカップルどころか、そもそも恋人じゃないぞ。ただ一いつ緒しよに住んでて、家族みたいな存在だってだけだ。兄妹きようだいみたいなもんなんだよ」

「でも、前に本屋で見た時は、どこからどう見ても恋人同士でしたよ？　すごい密着してましたし。普ふ段だんから手とか繫つないだりしてるんじゃないんですか？」

「……そりゃ、手を繫いだりとか腕組んだりとかはするけど。そんなの、恋人じゃなくて兄妹でも普通にするだろ？」

　ひみこは眉まゆを寄せ、首を振る。

「……わたし、お兄にいちゃんとはすごく仲良いですけど、さすがに手を繫つないだり腕を組んだりはしませんよ。やっぱりそういうのは、恋人同士でするものだとおもいますっ」

「……え、そういうもんなのか？」

　頷うなずきが返ってくる。……兄妹きようだいって普通に腕組んだりして街中歩くもんじゃないのか。ちっこい兄妹なんかはよく手を繫いだりしてるし、大きくなってもあんなもんなんだろうって思ってたんだけど。

　ひみこは俺おれの表情をじっと見ていたが、やがてなにかに思い当たったようにくすっと笑う。

「あ、そっか、照れてるんですね。ふふ、正直に恋人だって言っちゃえばいいのにっ」

　だから恋人じゃないっつーのに……。

　もう一度言い聞かせようとすると、彼女は俺にずいっと歩み寄ってきた。

「あの、せんぱいにおねがいがあるんですっ」

「……おねがい？　なんだ？」

　聞いてみると、彼女は裏の無い笑え顔がおを浮かべ、

「あのですね、わたしにも、お二人ふたりが体たい験けん取材をしているところを見せてほしいんですっ」

　俺はあんぐりと口を開けた。

　……体験取材してるところ見せてほしいって、それはつまり、

「俺と月つきに、キミの前でエロいことをやれと？」

「はいっ、そうですっ。月せんぱいはえっちな小説書いてても、えっちなことに抵抗のあるタイプに見えたので、先に行ってもらいましたっ。真しん一いちせんぱいはえっちそうですから、おねがいを聞いてもらえるのではと思いましてっ」

　ひみこはすらすらとそんなことを言う。……いや、俺だって人前で幼おさな馴な染じみとエロいことするような節せつ操そう無しじゃない。ホントだぞ？

　彼女は唇に指を当て、困ったように唸うなりながら、

「わたし、リアルでそういうことした経けい験けん無いんです。もちろん見たこともありません。ですから、お二人が実際に絡み合ってる場面とか見せてもらえれば、わたしの作品の質もすっごく上がると思うんですっ」

「そ、そんなこと言われてもなあ……」

　ひみこの言うことは分かる。しかし、そんなことを簡かん単たんに了承するわけにもいかない。俺も恥ずかしいし、なにより月は羞しゆう恥ちの嵐あらしで倒れてしまうんじゃないだろうか。

　どう断ったもんかと悩んでいると、空からぽつりっと大粒の滴しずくが落ちてきた。

「あー……、夕ゆう立だちになりそうだな」

　空は重苦しい雲で覆おおい尽くされ、息が詰まるくらいにじっとりと湿度が高まっている。大雨になりそうな気け配はいだった。……話を切る良い機き会かいかもしれないな。

「えっと、雨降り始めたし、ひとまず中に入ろうぜ？　ひみこのお願ねがいについては、また今度考えるってことで」

　逃げるようにそう言って、屋上の入り口へと向かおうとする。

　と、後ろからきゅっと服の裾すそが握られた。

「ん……？」

　振り返ってみると、なぜかひみこがいたずらっぽい笑えみを浮かべている。

　どうしたのかと聞いてみようとすると、彼女はくすっと笑って言った。

「おねがい聞いてくれないと、月つきせんぱいの秘密、お兄にいちゃんにバラしちゃいますよっ？」

　──ぞくっと、肌が粟あわ立だった。

　ぴかっと空が一いつ瞬しゆん光り、遠くで雷がゴロゴロ鳴っている。

「……ちょっと待った、それは──」

「なーんて、冗じよう談だんですよっ。ほら、中にはいりましょう。さっきのお話は、また今度でいいですからっ」

　ひみこは笑え顔がおでそう言って、俺おれを追い越して屋上の入り口へと走っていく。

　俺もその後を追いながら、もやもやと今の発言を考えていた。

　──どういうつもりだ？　冗じよう談だんだって本人は言ってたけど……。でも、もし本気だったら、俺達は、脅迫されてる状態に陥るんじゃないのか？

　階段の降り口で待っていたひみこの無邪気な顔を見ながら、俺は不安が胸に渦を巻き始めるのを感じていた。







　今日きようも天気はよろしくない。空はのっぺりとした灰はい色いろの雲に覆おおわれている。

　蛍光灯の白い光で満たされた校舎の中、生徒会室のドアを叩たたくと、中には昨日きのうと同じメンバーが待っていた。ひみこもすでに席についている。

「いらっしゃいませ、小鳥遊たかなしさん、氷ひ坂さかさん」

　藍あい川かわがほがらかな微笑で迎えてくれる。……うん、まあ、この笑顔に出会えただけでも、ここに来てよかったと思おうか。

　ひみこも藍川に負けず劣らず魅み力りよく的てきな笑顔を浮かべ、

「こんにちは、真しん一いちせんぱい、月せんぱいっ」

　聞いているだけで気分が高揚するような、元気な挨あい拶さつだった。……邪念の欠片かけらもないって感じだな。やっぱ昨日のこの子のセリフは、単なる冗談だったのか？

　挨拶を返しながら席につくと、浅あさ井いが俺達になにかのプリントを渡してきた。

「……なんだこれ？　部活……アンケート？」

「ああ。文化系、運動系部活動のキャプテン達から集めたアンケート用紙だ。お前達はそれの結果を纏まとめてくれ」

　見たところ、施設の満足度などの選択欄らんと、学校側への要望が書かれているようだった。数は二十枚程度なので、それほど面めん倒どうでも無さそうだ。

「ぼくと藍あい川かわ君は生徒会顧こ問もんとの話し合いがある。仕事は、出来れば今日きよう中じゆうに済ませておいてくれ。みーこは二人ふたりの手て伝つだいを頼む」

　兄に言われ、ひみこは「はーい」と快活に手を挙げて答えた。

　藍川と浅あさ井いが出て行き、室内には俺おれと月つき、それにひみこの三人だけになる。

「……さて、仕事始めるか」

　できるだけひみこを気にしないようにして、プリントに手を伸ばす。

　と、がちゃりと音が聞こえた。見ると、ドアの所にひみこが立っている。彼女が鍵かぎを閉めたらしい。

「せ～んぱいっ、昨日きのうおねがいしたこと、覚えてますよねっ？」

　相変わらず無邪気な声。しかし俺は石けつ膏こう像ぞうのように固まってしまった。

　ひみこは俺の横へとスキップするような足取りで近づいてきて、耳に顔を近づけてくる。

（せんぱいっ、お二人ふたりがえっちなことしてるとこ、見せてくださいっ）

（……お前、やっぱ昨日のアレ、本気だったのか？）

（もちろんです。さあ、おねがいしますっ）

　……お願ねがいされてもな。体たい験けん取材だって俺達二人だけになれる時にしかやらないのに、月が人前でエロいことするのを了承するとは思えないし。

（あのさ、ひみこ、やっぱ無理だって。人前でそういうことするとか──）

　ひみこはくすっと笑う。

（そうですか？　お兄にいちゃんに言っちゃいますよ？）

　その何気ない言葉に、ぎくりとして動きを止める。

　──やっぱりそれも本気だったのか。

（ぐ……、つ、月は了解しないと思うぞ……？）

（それなら、説得をおねがいします。照れないように言ってあげてください。無理そうなら、わたしも一いつ緒しよに頼み込みますからっ）

　苦し紛れに言ったのだが、あっさりと返されてしまった。

　──くそ、やるしかないか。やらなきゃバラすって言われてる以上、俺には選択権は無いんだ……。

　無力感を覚えながら、俺は月に目を向ける。彼女はひそひそ話をする俺達を、いつも通りのぼんやりした目で見ていた。……こいつには、脅迫されてること言わない方がいいよな。余計な心労かけたくないし。

　すう、と一つ息を吸い、取材に誘う覚悟を決める。怒られそうな気がするけど、やるしかないんだ。

「あのさ、月つき。ちょっと提案があるんだけど──」

「……なに？」

　月は緩ゆるい動作で首を傾かしげる。顔を間近で見るとさらに言いにくさを感じたが、勇気を出して口を開いた。

「えっとさ、今から体たい験けん取材しないか？」

「……………………え？」

　月は小さな驚おどろきの声を零こぼし、俺おれの目を至近距きよ離りから見つめてくる。

「……えっちな目じゃない。真しん一いち、なに考えてるの」

「お前の小説のことだよ。人前でエロいことするってのがどういう感覚か、知っておくのも悪くないだろ？」

　彼女はす、と呼吸を止める。

「……もしかして、ひみこちゃんの前でするの？」

「ああ。ひみこも男性向けのエロい本作ってるって言ってたじゃん。その参考として、リアルにエロいことしてる男女の姿が見たいらしいんだよ。こっちの勉強にもなるし、一石二鳥かなって思ってな」

　そう説明すると、彼女は珍しくあたふたした様よう子すで、ぶんぶんっと首を振る。

「むり。できるわけない。私、恥ずかしくて死んじゃうかも」

　そうだろうなと思っていると、ひみこが月に顔を近付けて、

「あの、体験取材って、素す晴ばらしいことだと思うんですっ。作品の質も上がるし、そういう体当たり的な姿勢ってすごいと思いますっ。わたし、月せんぱいのラブラブな作風、すごく好きですしっ」

　月はぽわっと頰ほおを染めた。……うわあ、作風が好きって言われてめちゃめちゃ喜んでるよ。

「ですからわたしにも、ちょっとだけでいいから、見せていただければうれしいんですけどっ」

　褒ほめられた上にきらきらと宝石のように輝かがやく目で言われ、月は断ろうにも断れなくなっているようだった。

「……月、見られて恥ずかしいって気持ちが、小説書く参考になるかもしれないだろ？　な、俺と一いつ緒しよにやってみようぜ？」

　一緒に、という部分を強きよう調ちようしてみる。月はこの単語に弱いはず。……本当なら月の嫌いやがることはやりたくないんだけど、今は仕方ないんだ。

「おねがいしますっ、月せんぱいっ。普ふ段だんやっていることをわたしの前でもやるだけですっ。さあ、怖がらないでっ」

　さらにひみこも畳み掛けるように、真しん摯しな表情で頼み込む。

　月は眉まゆを落として、窺うかがうように俺とひみこの顔を見ていたが、やがて顔を伏せてため息をついた。

「……わかった。やる。ひみこちゃんのためにもなるみたいだから」

　その小さな声に、俺おれは目を丸くした。……誘っておいてなんだけど、月つきが本当に了承するとは思っていなかった。やっぱり、ひみこのためってのがでかいのか。

「月せんぱい、ありがとうございます……」

　後こう輩はい想おもいな月の言葉に、ひみこは感動したようにうるうると目を潤うるませている。……脅迫なんてしてるわりには、えらくピュアな反応だな。

　彼女はいそいそとなにやら鞄かばんからスケッチブックを取りだし、やる気満々といった様よう子すで表情を引ひき締しめる。……描かく気か。俺達の行為を描き写すつもりなのか。

「せんぱいたちのご好意、無む駄だにはしませんっ。とことん勉強させてもらいますっ」

　ひみこはむんっと気合いを入れるように、勢いよくスケッチブックを開いてペンを強く握る。……気合い入れるのはいいんだけど、真剣になられるとこっちは余計に恥ずかしいんだぞ？

　俺はそんなひみこを横目に見つつ、ため息をついて月に向き直った。

「……月、始めようか」

　うだうだしてるより、さっさと終わらせた方がいい。気乗りしなかったが、月の肩を摑つかみ、準備を始めることにした。

　彼女を机の上に乗せ、前に図書室で体たい験けん取材をした時のような体勢を取らせる。月もいざやるとなると躊躇ためらいがちな様子だったが、俺の為なすがままになっていた。

「あ、胸を揉もむところとか見せていただけると、うれしいですっ」

　ひみこが注文を出してくる。……くそう、反抗したいけどできない。言うことを聞くしかないのか。

「……ん、わかった。胸、ね」

　月は恥じらいに頰ほおを淡く染めつつも、予想外にあっさりと了解してしまう。……後輩のために、恥ずかしいのは我慢しようと思ってるのか。

　しかし月の俺に向けてくる視し線せんは、体験取材を初めて間もない頃ころのように気弱なものに見えた。人前でやるのは初めてだから、不安になるのも分かる。

「……いつもよりもっと優やさしくするから。怖がらないでいいぞ」

　月はきゅっと唇を結び、覚悟を決めたのか、頰を紅葉もみじ色いろに染めて頷うなずいた。

「いくぞ、月」

　ドクンドクンと心拍数を上げつつ、彼女の服に手を伸ばす。……見られてると思うと、やっぱり俺もいつもより恥ずかしい。ひみこの方は見ないようにしよう。

　月のベストのボタンを外し、カッターシャツの前をはだけさせると、白い肌が眼前にさらけ出される。胸に巻かれたさらしを見るのは久しぶりだ。彼女の肌は、心なしかいつもよりもしっとりと艶なまめかしく見えた。夏場で、汗が滲にじんでいるせいかもしれない。

　月つきは寝る時にはパジャマ代わりのカッターシャツを着ているが、こういう風にあられもない姿を見る機き会かいはそんなに多くはない。しかも学校で、年下の女の子に見られているのだ。なんだか今までと違うドキドキ感があった。

　一いつ旦たん手を止め、月とほぼ同時に深く息を吸い、気を落ち着ける。が、

「……月せんぱい、顔まっか」

　ひみこのそんな声が聞こえてきて、月の顔がぼわっと火がついたようにさらに赤くなった。
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「ひ、ひみこっ。話しかけてこないでくれ、恥ずかしいんだから！」

　呼吸もままならない様よう子すの月に代わってそう言うと、ひみこは「ご、ごめんなさいっ」と素直に謝あやまって小さくなった。しかしその視し線せんは俺おれ達から一時たりとも離はなれない。

　俺も恥ずかしいが、月はそれ以上のようだった。彼女は肌を紅こう潮ちようさせ、「はう……」と南国の風のように熱あつい息を吐いている。

　……これ以上なにかしたら失神しちまうんじゃないのか。

　心配になるが、月は目を羞しゆう恥ちに潤うるませながらも、体を手で隠したりはしない。俺を受け入れる姿勢は崩していなかった。

「……真しん一いち、どうぞ」

「月、大丈夫なのか？　耐えられないなら言ってくれていいんだぞ？」

　優やさしく言ってその顔を覗のぞき込むが、彼女は首を振る。

「大丈夫、続けて。小説のためだし、ひみこちゃんの助けにもなるから」

　小説のため、か。そうか、こんな状況だけど、やっぱり月つきもこれが小説のために役に立つ体たい験けんだと感じているんだ。ひみこに関しては、『俺おれ達脅迫されてんだぞ！』と教えてやりたい気分だったが。

　──恥ずかしすぎて倒れないか心配だけど、続けるしかないか。

　彼女の頰ほおに手を触れると、ぴくっとその小柄な体が反応した。全身が敏感になっているのだろう。

　あまりゆっくりすると余計に恥ずかしいかと思い、俺は頰から一気に下に手を移動させ、さらしに包まれた小ぶりな胸に触れた。

「ぁ…………」

　月の口から微かすかな高い声が漏れた。こんな状況でも、ずっと一いつ緒しよに過ごしてきた幼おさな馴な染じみの胸に触れているのを意い識しきして、ドクドクと体中の血液が煮え立ってくるのを感じる。

　ちらりと横目でひみこを見ると、彼女はこちらをちらちらと見ながらスケッチブックに高速でペンを走らせていた。……うぅ、描かかれてると思うと余計に恥ずかしい。やっぱりさっさと終わらせよう。

「……月、ちょっと我慢してな」

　ぐっと力を込め、彼女の胸を揉もんでみる。元から小さい上にさらしを巻いているので、膨ふくらみはほとんど見えないのだが、やはりそれでも柔らかい感触があった。

「くぅ……んっ……」

　月は唇を嚙かみしめ、じっと耐えているようだった。目端には涙が滲にじみ、体はぶるぶると震ふるえている。

　痛くするわけにもいかないと思い、躊躇ためらいがちに二度、三度と撫なでるような手つきを胸の上に這はわせる。喉のどの奥から漏れる小刻みな吐息が、俺の鼓膜を艶なまめかしく刺し激げきする。

　気を抜けば息を荒げて飛びかかってしまいそうだった。唇を強く嚙んで、体が反応するのを必死に堪こらえる。

「……わ。月センパイ、いろっぽい。すっごいえっちな感じ」

　ひみこが頰を紅こう潮ちようさせて、口を半開きにしたままでぽつりと呟つぶやいた。俺達に見とれているのか、手が止まっている。

　月がさらなる羞しゆう恥ちの炎に焼かれるように、はふっと苦しげな吐息を漏らし、

「ひみこちゃん、へんなこと、言わないで……っ」

　喘あえぐように言う彼女の細められた目からは、今にも涙が零こぼれそうになっている。

　──これはもう、限界だろ。

　俺は手を止めた。やっぱりこんな風に見られながらじゃ、月が耐えられない。

「……あのさ、ひみこ。もうここで止やめるぞ。いいか？」

「え？　も、もう少しダメですか？」

「ああ、……えっと、浅あさ井い達が戻ってくるかもしれないだろ？」

　そう言うと、ひみこもはっとした様よう子すで入り口の方に目を向け、

「……そうですね。いつ戻ってきてもおかしくないですもんね」

　ほっと肩の力を抜く。よかった、納得してくれたか。

　月つきも終わったと分かったのか、ふっと虚脱したようにその体をよろめかせた。俺おれは慌ててその体を抱き止める。

「っと……。やっぱ限界だったんじゃないか、お前」

「はぁ……ん、そうかも……」

　目に溜たまった涙を指で拭ぬぐってやると、月はすう、はあ、と深くて熱ねつっぽい呼吸を繰くり返しながら、身だしなみを整ととのえ始めた。……こういう風にしっかりと胸触るのって初めてだったし、それに加えてひみこの視し線せんだ。ふらふらになるのも納得だな。

　まあ、とにかくこれで終わりだ。要求も聞いてやったし、ひみこもこれ以上は俺達になにかを『おねがい』しては来ないだろう。

　胸のつかえがとれて、すっきりした気分になっていると、小柄な後こう輩はいはとてとてと俺達のところに近づいてきて、

「あの、ありがとうございましたっ。すごく参考になりましたっ」

　ぺこりと頭を下げ、さらにもう一言。

「今日きようは中途半端に終わっちゃいましたし、あしたはちゃんと人に見つからない場所、用意しておきますねっ」

　俺達を凍りつかせるようなセリフを口にした。




　　　　３




　翌日、生徒会の仕事が終わったあと、俺と月はひみこに校舎の外へと連れ出された。

　どこに行くのかと思っていると、なぜか体たい育いく館かん近くへと連れてこられてしまった。

「……なんで体育館？　どこ行くつもりなんだよ、ひみこ」

「とっても良いところですっ」

　中学生らしい幼げな笑え顔がお。……こんな裏のなさそうな表情ができるのに、俺達を脅迫してるんだよな、この子。悪いことなんか考えられない子に見えるのになあ。

　ひみこに先せん導どうされ、やがてついた所は体育館横に備えられた木造の体育倉庫だった。

「さ、中に入ってください」

「中にって……なんでだよ？」

　ひみこはがちゃりと南なん京きん錠じようを外し、「んふふ」と冷やかすような笑えみを浮かべる。

「……恋人同士が人ひと気けのない体育倉庫に……となると、やることは決まってるでしょ？　ここがお二人ふたりのために用意した、臨りん時じの愛の巣ですっ」

　ぞわっと鳥肌が立った。この子、まさか……、

「……俺おれ達にこの中で、エロいことをしろと？」

「はい、そうですっ。ここなら邪じや魔まが入る心配はありませんからっ」

　褒ほめてくださいと言いたげな、得意満面の顔である。俺と月つきはといえば、体育倉庫を眺めて出来の悪い彫像と化していた。

　彼女はなにやら鞄かばんから服を取りだし、固まっている俺に渡してくる。

「はい、月せんぱいのための体たい操そう服ふくです。もちろん下は……ブルマですよ？」

　悪代官に儲もうけ話ばなしを持ちかける商人のようにいやらしげに言うひみこ。ブルマだからなんだと言いたい。

「さあ、お二人は存分に甘い時間を楽しんでください。今日きようはわたしのことはお気になさらず。わたしは窓の外から、こう、ちらっと覗のぞかせていただきますのでっ。さあさあ、どうぞどうぞ！」

　彼女はアヤシイお店の人引きのように俺達を中に入れようとする。……いやいや、そんな強引にされても言うことなんか聞けないぞ。

「ひみこ、俺達はやるなんて言ってない──」

（もう、照れないでくださいってばっ。月せんぱいのこと、バラしちゃってもいいんですか？）

　ひみこは俺の耳元で囁ささやいてくる。……伝家の宝刀ってやつかよ。これを言われると、俺にはどうすることもできないじゃないか。

（どうしてそんなイヤそうな顔するんですかっ？　ほら、月せんぱいがブルマ姿になるんですよ。真しん一いちせんぱいなら、想像しただけで興こう奮ふんしますよねっ？）

　……この子、俺がただの色情狂だと思ってんじゃないだろうな。

　ちらりと月の姿を見る。今は男子用のカッターシャツ姿だが、これが体操服姿になる……。ふん、別に普通じゃないか。気にすることなんかない。ちょっと露ろ出しゆつが高くなって、太ふと股ももや尻しりのラインがはっきり見えるだけさ。すこし色っぽくなるだけ──

「……真一、なに？」

「なっ、なんでもない……」

　月がいぶかしげな目で俺を見ていた。そしてひみこは狙ねらい通りというようににやにやと笑みを浮かべている。……く、しまった、つい煩ぼん悩のうが表に出た。

　そんなことをやっている間に、俺と月は体育倉庫の中へと押し込まれてしまった。

　途と端たんに饐すえた匂においが漂ってくる。今は六月下げ旬じゆんに入った所で、そろそろ梅雨つゆに差し掛かろうという時期なせいか、じめじめとしてカビっぽい空気が満ちている。

　息を詰まらせていると、ガラガラっと音がして、入り口のドアが閉められた。

「お、おい！　なんで閉めんだよ！」

「お二人ふたりのためですっ。せんぱい方の営みはだれにも邪じや魔まさせませんっ、ひみこにおまかせですっ」

　ドアの隙すき間まからそんな無邪気な声が聞こえ、がちゃがちゃと鍵かぎまで掛けられる音がする。

　もう一度声を上げようとするが、それよりも先に、ひみこの小さな足音は入り口から離はなれて行ってしまった。

　取り残された俺おれ達はお互いに顔を見合わせる。

「……どうする、月つき？」

「……どうしよう」

　薄うす暗ぐらい体育倉庫内を見回す。ケースに詰まったバスケットボール、跳び箱、マットなど、室内は体育用具でごった返していた。

　ぐるりと視し線せんを部へ屋やの中に巡らせて、

「う…………」

　壁かべに備えられた小窓の向こうに、大きな目をぱっちりと開いてこちらを観かん察さつしているひみこの顔が見えた。

　じっと彼女と見合っていると、小窓が開けられて、（わたしのことはお気になさらず！）と小さな声で言ってくる。……お前、気にすんなっつーならそんなモロに見んなよ。

　頭痛がしそうになり、額ひたいを押さえる。

「……勘弁してくれよ、マジで」

　ほんっとに、あの子は本気で俺達のいやらしいシーンを見るために脅迫を続けるつもりなのだ。でも、まさか閉じこめられるとは思わなかったぞ……。

　俺を見上げる月の表情は憂うれいに囚とらわれており、いつも以上に弱々しく見えた。

「……真しん一いち、どうするべき？　ひみこちゃんのためを思うと、体たい験けん取材、ちゃんとやるべきだと思うけど」

「そうだな……」

　そもそも弱味を握られている以上、俺達に選択権はないんだよな……。

「……ひみこに閉じこめられるとは思ってなかったけど、良い機き会かいだと考えるか。体育倉庫で体験取材っていうのも、今までやったことなかったしな」

「……そう。ん、わかった」

　月は微かすかに眉まゆを寄せていたが、しっかりと頷うなずいた。体験取材、小説のため、それにひみこのためと思っているのだろう。……ひみこのためってのが、問題なんだけど。

「真一と二人っきりなら、こんなに悩まないのに、ね」

「……そうだな。次からはまた二人だけになれるようにしような」

　彼女は眠たげな顔のまま頷うなずいて、俺おれから体たい操そう服ふくを受け取り、こちらに背を向ける。

「じゃ、着換える」

「ああ。俺、後ろ向いてるから」

　月つきに背中を向けると、やがて背後で衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。この『後ろで月が着換えをしてる』って感覚にはなかなか慣なれない。こんな状況だというのに、心しん臓ぞうがどくどくと高鳴ってくる。

　──く、くそ、これじゃひみこの思うつぼだって分かってるのに。俺ってやつは、やはりエロの化身なのか……？

　男のサガに苦悩していると、とんとんっと肩が叩たたかれた。

「着換えたの……か」

　振り返り、言葉が出てこなくなってしまった。

　月は体操服を着て、裾すそをぎゅっと下に引いていた。羞しゆう恥ちに耐えるように下唇を嚙かんでおり、頰ほおをほんのりと桜さくら色いろに染めている。

　何か言おうとするが、頭に血が上ってしまってなにも言えない。

　──こ、こいつの体操服姿なんて中学時代までに何度も見てたはずなのに。なんでこんなにドキドキするんだよ。

　視し線せんが月の体から離はなれない。ブルマから伸びる健康的な白い脚。足首は細く、太ふと股ももは滑なめらかでその肌はきめ細かい。この太股がなんとも言えず柔らかいことは俺自身過去の経けい験けんから知っている。そして紺こん色いろのブルマはぴっちりと肌に張り付き、腰のラインを浮き出させている。さらに、白い体操服の襟えりから覗のぞいている鎖さ骨こつの陰いん影えいまでが目を惹ひいた。

　特になんということもない格好のはずなのに、妙に色っぽく見えてしまう。しかもここは薄うす暗ぐらく、密閉された体育倉庫。いかがわしいことをするには絶好の場所だ。

　ブルマ姿の月に、いかがわしいことを──

「はっ……！」

　我に返り、壁かべに備えられた小窓に目を向ける。

　ひみこが、にんまりといやらしい笑えみを浮かべて俺を見ていた。く、その勝ち誇った表情やめろっつーの……。

「……真しん一いち、はやくしよ？　私、はずかしい」

　月もひみこの視線には気付いているようで、小窓からは意い識しき的てきに目を逸そらしているみたいだった。

　羞恥に耐える彼女の表情にまた煩ぼん悩のうを刺し激げきされ、俺はごくりと喉のどを鳴らす。

「わ、わかった。それじゃ、こっち来てくれ」

　月と一いつ緒しよに跳び箱の傍そばへと移動する。……ここならひみこからも見えるだろ。見られたくないけどな。

「どうするの、真しん一いち？」

「ん、ああ、跳び箱に手ぇついて、こっちに尻しり向ける感じで……」

　彼女は言われた通りに跳び箱に手をつく。肌にしっかりとフィットしたブルマ、それに包まれた艶なまめかしい尻がこちらに突き出され、俺おれは古典的に鼻血を噴ふきそうになった。

　──や、やばい。今日きようは耐えきれない気が……。

　天てん井じようを仰あおいで落ち着こうとしていると、ふと、小窓がとんとんっと叩たたかれた。

　ちらりとそちらを見ると、スケッチブックになにかを書いてこちらに向けているひみこの姿がある。

『お尻をもっと突き上げる感じでっ』

　スケッチブックをカンペ代わりにして熱ねつっぽく指示してくるその様よう子すは、まるでなにかの映画監かん督とくだ。……っつーかお前、今日はちらっと見てるだけじゃなかったのかよ。

　月つきも彼女の指示に気付いたのか、顔を跳び箱につけて首まで赤くなっている。

　──でも、これ以上過か激げきなポーズ取らせたら、マジで我慢できなくなるぞ、俺……。

　躊躇ためらうが、しかし弱味を握られている以上、俺達はひみこの言うことには服従せざるを得ないのだ。

　頭の中にボディビルを思い浮かべつつ、理性の手た綱づなをしっかり握って月に声をかけた。

「え、えっと、月。もう少し、尻を突き上げる感じで……」

「…………こう？」

　月は茹ゆで上がったような真まっ赤かな顔で、尻をさらにふりふりと動かし、突き出してくる。股または自然と開かれ、開脚状態になっていた。背中はくびれを強きよう調ちようするように反そらされており、まるでグラビアアイドルのような格好だ。

「うぅ、恥ずかし……」

　彼女は背中越しにこちらに恥じらいに染まる顔を向けていた。

　その困ったような表情がさらに俺の嗜し虐ぎやく心しんを刺激し、突き出された尻が小刻みに震ふるえているのが分かって、理性の手綱は手からするりとすり抜けそうになる。

「つ、月……っ！」

　思わず後ろから抱きついてしまい──そうだったが、唇を嚙かんでどうにか踏みとどまった。自分を戒いましめるように、頰ほおをパンパンパンっと三度叩く。

　──ほ、ホントに襲おそっちゃダメだろーが。月は大切な女の子なんだから、どんなことする時でも優やさしく、だ。いいか、絶対に傷つけるな。そこだけは忘れるなよ……！

　こういう場面ではいつも自分との戦いである。……俺、そのうち鉄の理性を持つ男とかになれるかもしれないな。

　すーっと大きく深呼吸して、月に声をかけた。

「体たい験けん取材だし、役に入ろう。『雪ゆき』、それでいいな？」

「……ん、『誠せい一いち』。わかった」

　お互いに役柄の名前を呼び合い、気持ちを切り替える。

「えーっと、シチュエーションは……後こう輩はいに見られながら体育倉庫でエロいことをすることになった誠一と雪ゆき、か？」

「……そうだけど、見られながらとか、言わないで。ひみこちゃんのこと、意い識しきしちゃうから」

「あ、そ、そっか、そうだよな、ごめん」

　ひみこは関係ない、これは取材なんだ……と自分に言い聞かせるが、なかなかそうも割り切れない。小窓にちらりと目を向けると、あの子の熱ねつ心しんに観かん察さつしている顔が見えてしまうのだ。

　──ひみこも本気で俺おれ達を参考にしようとしてるんだろうけど、こっちもキツいってこと、理解してほしいもんだよな……。

　さて、やるか、と気持ちを切り替える。取材は取材。ちゃんとやらないと。

「じゃ、いくぞ、雪」

　俺は真剣な顔になり、月つきの尻しりにゆっくりと手を伸ばした。

　指先が少しだけブルマに触れると、彼女はぴくんっと腰を跳ねさせる。

「やっ……、誠一、お尻、触らないで……」

「え？　あ、いや、触らないでって言われても。恋人同士だったら、こういう状況だと、こうするかなって……」

　──いやでも、よく考えてみれば、尻に触るのはやりすぎか？　こんな風に目の前で柔らかそうなお尻に主張されては、男としては触らざるを得なくなるというものだけど、できるだけライトにするべきなんじゃ……。

　トントンっと窓が叩たたかれた。

　そちらに目を向けると、ひみこが『お尻揉もんでくださいっ』と書かれたスケッチブックを持って、『これ、これ！』というようにその文字を指さしていた。

　──も、揉むのはさすがに……でも、ひみこが言うんだから、従うしかないのか……。

「あの、雪、やっぱ尻触るの、続けていいか？」

　月は林檎りんごのように頰ほおを赤くしながらも、

「うー……、強くしないで、ね」

　俺が尻に触るのを、不ふ承しよう不ぶ承しようといった様よう子すで受け入れてくれた。

　煩ぼん悩のうが暴ぼう走そうしないように唇をぐっと嚙かみ、もう一度、彼女の尻に指で触れる。

　ぷにっとマシュマロのような弾力を感じる。ブルマのざらりとした感触越しに、月の肌の瑞みず々みずしさが伝わってきた。

「や、んっ……はうっ、ぅんっ……」

　彼女の尻の前にしゃがみ込み、ぷにぷにと指でブルマに包まれた柔やわ肌はだを突いていると、くぐもった声が小刻みに聞こえてくる。こちらが指を突き出す度に月つきの口から声が漏れるので、音楽を奏でているような気分になってきた。

　我知らず息が荒くなってきて、指に籠こもる力が強くなる。さらに大胆に尻しりを鷲わしづかみにしようかと、手を大きく開いたところで、

「……誠せい一いち、もう、お尻は許して……」

　掠かすれるような声で言われ、いつの間にか飛びかけていた理性がようやく帰ってきた。

　──あ、危なかった。思いっきりやっちまうところだった……。

　もう一度深呼吸して気持ちを落ち着かせ、眼がん前ぜんにあった尻から顔を離はなす。……月の尻はやばいな。俺おれの理性をあっという間に吹き飛ばしてしまう魔ま力りよくを持ってるらしい。

　しかしそれじゃあどうするか。この体勢だと、やれることといえば下半身を触ることと──あとは、後ろから大胆に抱きつくことくらい、か？

　抱きつく方がいいかなと思っていると、トントンっと小窓が叩たたかれる音。

　うんざりしながらそちらに顔を向けると、ひみこが口を三文字の形に開いているのが見える。

『お、し、りっ！　お、し、りっ！』

　声は出していないのだが、その三文字をひたすら繰くり返しているのがすぐにわかった。……浅あさ井いもまさか、最愛の妹がこんなところで先せん輩ぱいの男女に向かって無言のお尻コールを繰り返しているとは夢にも思わないだろうな。

「……誠一、触るの？」

　月もひみこに気付いたのか、こちらに潤うるむ目を向けて聞いてくる。

　俺は仕方ない、と頷うなずいた。

「強くはしないから、我慢してくれ」

　小柄な幼おさな馴な染じみはひみこにちらりと視し線せんを向け、大人おとなしく尻をこちらに突き出したままで顔を伏せ、

「……ん、わかった。我慢する」

　羞しゆう恥ちに震ふるえる声。……普ふ段だんのこいつなら、このあたりで取材を終わらせようとするところなのに。やっぱり、ひみこのためって思ってるのか。たしかに、月にとっては可愛かわいい後輩だもんな。

　そんなことを考えながら、月の尻に再び顔を近付けていく。

「……よし、さ、触るからな？」

「……ん、ど、どうぞ」

　彼女の声は掠れそうなくらいに小さかった。体たい験けん取材には慣なれてきたはずなのだが、こうして了承を得た上で尻に触るなんてことは今までになかった。

　──き、緊きん張ちようする……。暴ぼう走そうしないことだけ頭に置いておかないと……。

　自制心を高めながら、月の下半身に手を伸ばしていく。

　いきなり尻しりに触れるのもどうかと思ったので、まずはブルマから伸びるすらりとした白い脚に手を触れた。

「くぅ…………」

　月つきが小動物の鳴き声のような声を漏らす。

　左右の太ふと股ももを両手で上から下へと何度も撫なで、すべすべの感触を胸に刻み込む。極上のシルクのような触り心地ごこち。ドクドクと心しん臓ぞうが鼓動を鳴らし、全身が溶岩に飲まれたように燃もえ上がっていた。

　──あー、ずっとこうしてたい……って、だめだだめだ。理性は保たないと、理性は……。

「く、ん……ふぅ……」

　月のくぐもった悩ましげな声が鼓膜に触れ、自制しなくてはと思いつつも、さらに息が荒くなる。頭の奥底では『これ以上はやばいっ』と警けい鐘しようが鳴っていたが、俺おれの手は止まろうとしなかった。

　そして太股を撫でる掌てのひらは、次第に上の方へと向かっていき──

「あっ、……んっ」

　ブルマの上から、月の魅み力りよく的てきな尻を豪快に鷲わしづかみにした。

　掌から伝わるその至福の感触に、宿泊訓練の際、風ふ呂ろで尻を揉もんでしまったことを思い出す。

　──そうだ、あの時もこんな、魂が昇天しそうな気分だったんだ……。
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　さらに手に力を込めると、ブルマの上からでも指が尻しり肉にくにむにっと埋まる。俺おれの手に合わせて歪ゆがむ彼女の尻は、頭がどうにかなりそうなくらいエロティックだった。

　ふわあっと、理性ごと思考が遠ざかりそうになった所で、

「うぅ……誠せい一いち、やさしくして……っ」

　その泣きそうな幼おさな馴な染じみの声に、はっと我に返った。

「ご、ごご、ごめんっ。つい力が入っちまった……！」

　慌てて月つきの尻から手を離はなす。

　──あ、あぶねえ。越えてはいけないラインを突破するところだった……。これ以上はもう、本当にダメだ。月より俺の理性が保もちそうにない。

　そう思いつつちらりと小窓に目を向けると、ひみこが目にも留まらぬ速さでスケッチを取っているのが見えた。俺達の動きを余すところなく記き録ろくしようとしているみたいだ。

　さらに小さな呟つぶやき声ごえが聞こえてきた。

（すごい……やっぱり恋人さんはすごいですっ。愛、そう、これが愛なんですね。月せんぱいと、真しん一いちせんぱいの愛……！　わたしの作品に足りなかったのは愛の一文字……!!）

　俺達は日焼けしたあとのように、顔を真まっ赤かに染めていた。

　──あ、愛って連呼すんなっての。恥ずかしいだろーが……!!

　月と顔を合わせづらくて、お互いに顔を逸そらしていると、こちらを見たひみこが目をしばたたかせる。

「あ、あれ？　もう終わりですかっ？」

　明るい声だが、物足りなく感じているのか、やや眉まゆを寄せていた。

「……ああ、終わりだよ。これ以上は無理だ。ほら月、もう普通に立っていいぞ」

　月はひみこの様よう子すを窺うかがっていたが、自分でももう耐えられないと思ったのだろう。言われた通りに跳び箱から離れ、俺の傍そばに立った。

　すでにやる気のない俺達を見て、ひみこは焦ったように、

「あ、あの、もうちょっと、ダメですか？　もうちょっとだけ……」

「ダメだって。俺達、これ以上は耐えられない。それにな、学校であんまり長時間こういうことするのはマズいんだ。大体ひみこさ、今日きようは見てるだけってさっき言ってたじゃんか」

　彼女は痛い所を突かれたというように言葉を飲み、しどろもどろになりながら、

「……で、でも、恋人さんなんだし、もうちょっとくらい見せてくれても」

　なかなか分かってもらえず、大きくため息をついた。……恋人ってのも誤解だし、やっぱりもう一度、俺達の事情をしっかり話しておいた方がいいのかもしれないな。

　そう思い、口を開きかけると、

「おい、ボール片付けたらさっさと集合しろよー！」

　外からそんな声が響ひびいてきて、俺と月は液体窒素でも掛けられたかのように凍りついた。

　続いて、ドアをガタガタと激はげしく鳴らす音が室内に響ひびき渡る。

「あれ？　鍵かぎ掛かってる？　おーい、誰だれか鍵持ってきてくれー！」

　野太い男子の声。どこかの部活が練習を終えたのかもしれない。

（や、やばい……！）

　月つきは今ブルマ姿だ。こんな艶つやっぽい姿を見られたら、たとえ男子だと言い張っても絶対に信じてもらえないだろう。

　月は俺おれ以上に危き機きを感じているようで、さっきまでと打って変わって血の気の引いた顔になり、涙目で俺にくっついてきていた。

（くそ、毎度毎度なんでこうなるんだ……!!）

　運命の神様を恨うらみつつ、辺あたりに視し線せんを巡らせる。幸い、ここなら物も多い。どこか隠れる場所は……！

　と、困惑した様よう子すで俺達を見ていたひみこが、小さく声をかけてきた。

（ど、どうしてそこまで慌てるんです？　特に月せんぱい、顔が真まっ青さおだし……）

（どうしてってなあ……！　あの時説明しただろーが！　月の性別がバレたらやばいんだよ！）

　小声ながらも顔を焦りで歪ゆがめながら言うと、ひみこは目を大きく見開く。

（あ、あれってホントのことだったんですか!?）

（当たり前だろ!!　今さらなに言ってんだ!!）

（だ、だって、そんなことが本当にあるなんて……）

（そう思えるかもしれないけど、ホントの話なんだよ！）

　ひみこはその顔を徐々に青くして、あたふたし始める。

　──く、いろいろ言いたいことはあるけど、今はあの子に気を取られてる場合じゃない……！

（あ、あのっ、わたし、なんとかしてみますっ!!）

　ひみこが窓から顔を引っ込め、見えなくなった。どこ行ったんだろ……って、今はそれより隠れる場所だ隠れる場所！

（ん……よし、あれだ……！）

　俺は顔を青ざめさせている月の手を引っ張り、跳び箱へと向かう。あの中なら余程のことが無い限り見つからないはずだ。

　跳び箱の最上段を外し、中に入るように月を促す。

（ん……、高い……っ）

　しかし彼女は跳び箱の傍そばでぴょいぴょい跳ねるだけで、なかなか中に入れない。

　その体をぐっと抱き上げ、中に押し込んでやる。ついでに近くに畳んであった、月の制服も放り込んでおいた。

　──よし、これで月は大丈夫。今度は俺が隠れないと……！

　焦っていると、外から話し声が聞こえてくる。

「あ、あの！　今は体育倉庫、えっと、整せい備び中ちゆうらしいので入れません！」

　ひみこの声だ。いつの間にか表へ回っていたらしい。切せつ羽ぱ詰つまった声に聞こえるが、もしかして、外のやつ引き留めてくれてるのか？

「整備中？　体育倉庫でなにを整備するって──って、あれ？　キミが持ってるそれ、倉庫の鍵かぎじゃない？」

「え……、あ!?　こ、これは違います！　わたしの家の鍵です！」

「いや、体育倉庫ってタグついてるじゃん。ほら、それ貸して。キミ、制服からして片かた蔵くら中ちゆうのコだろ？　学校見学に来たんだろうけどさ、あんま悪戯いたずらしちゃダメだぞ」

　そんな会話の後、がちゃがちゃと鍵が開く音が響ひびいてくる。くそ、俺おれはどこに隠れるか……!?

　迷っているうちに、鍵が外れる音がした。

　ドアが開く寸前、咄とつ嗟さに平均台の下辺あたりに隠れようと走り出す。

　──が、

「ぐおっ……!!」

　転がっていた野球ボールに足を取られ、思いっきり後頭部から床に倒れ込んでしまった。

　ごつっと後頭部を地面に打ち付ける。コンクリの床はめちゃめちゃ固い。肘ひじも打ってしまい、激げき痛つうが頭に突き抜けてくる。

「いっつ……」

　倒れたまま呻うめいていると、軋きしむような音を立ててドアが開いた。

「……あれ？　キミ、なんで倉庫の中にいるんだ？」

　床に座り込んだままの俺に、後ろから低音の声が掛かる。振り返ると、面めん識しきのない男子が俺を見てきょとんと目を丸くしていた。その後ろには、あうあうと混乱した様よう子すのひみこの姿も見える。

　俺は肘をさすりながら立ち上がり、平静を装ってひみこに向かって声を掛けた。

「ひみこ、おまえなあ。そりゃ、からかった俺が悪かったのかもしれないけど、いきなり倉庫に閉じこめるなんて酷ひどいだろ！」

　言いつつ、彼女に目で『演技しろ演技！』と必死に訴えかけてみる。月つきならこれで気付いてくれるけど……。ひみこ、頼む。察してくれ……!!

　ひみこは一いつ瞬しゆんぱちぱちと目をしばたたかせたが、こちらの意図に気付いてくれたのか、『てへっ』といった感じで舌をぺろりと出した。

「だ、だって、せんぱい、意地悪なんだもーん。だから、ちょっと困らせてみようって思っただけ。あはは、ごめんなさーい」

「ははは、困ったやつだなあ、こいつ」

　二人ふたりして乾いた笑いを浮かべていると、サッカー部らしき男子は呆あきれたように笑う。

「……あんま体育倉庫で遊んでると、先生に叱しかられちまうぞ？　ほら、早く出た出た」

「あーっと……、俺おれ達ちょっと、この中片付けていこうって思ってんだけど。ほら、散らかしたまんまじゃ悪いし」

「そうか？　もともと散らかってたと思うけど……。ま、いいや。じゃ、俺行くから。他ほかの部活の奴やつも来るだろうし、鍵かぎは開けといていいからなー」

　男子はそう言って持っていたボールをカゴに放り込むとグラウンドの方へと戻っていった。

　ほーっと息をつき、ドアを閉め、月つきの隠れる跳び箱へと近づいていく。ひみこも後ろからついてきた。

　跳び箱の一番上を外すと、狭い空間の中でぷるぷると雨に打たれた子猫のように震ふるえている幼おさな馴な染じみの姿があった。こちらを見上げる瞳ひとみは涙で潤うるんでおり、まだ今のハプニングのショックが残っているみたいだ。

「もう大丈夫だぞ、月」

　優やさしくそう言って、彼女の体の脇わきに手を通してひょいっと抱え上げ、跳び箱の中から出してやる。

　と、彼女は床に降りると同時、かくんっと膝ひざを折った。うまく力が入らないらしい。……今の、見つかったら完かん璧ぺきアウトだったからな。きっと怖かったんだろう。

　しかし、それでも彼女は必死に立ち上がり、俺に気き遣づかうような目を向けてくる。

「さっき、転こけたでしょ？　真しん一いち、どこか怪け我がしてない……？」

　彼女はまだ震えながらも、心配げに眉まゆを微かすかに寄せて、体を点検するように手で撫なで回してくる。労いたわるような手つきがくすぐったい。

「大丈夫だって。どこも怪我してないから」

　一いつ瞬しゆんほっとした様よう子すの月だったが、俺の右みぎ肘ひじを見て傍はた目めからはっきりわかるくらいにへにょっと眉まゆを下げる。

「……肘、血がでてる」

　言われて見てみると、たしかに右肘から出血していた。……道理でさっきからズキズキすると思った。

「ちょっと痛いけど、絆ばん創そう膏こうでも貼はってりゃ治るだろ」

　首をこきこきと鳴らす。後頭部の方は……、別に痛みは残ってないな。転けただけでどうにかなるほど柔らかい頭じゃないし、大丈夫そうだ。

「まずは消毒。それから絆創膏、病院も行ったほうが……ああぅ、ほんとに痛くない？」

　心配性モードに入ってしまったらしい。月はらしくもなくあたふたとした様子で、泣きそうな目をして見上げてくる。見つかりそうになったショックは抜けたようだが、今度は俺の怪我にショックを受けてしまったらしかった。

「大丈夫だってば」

　言いつつ、ぽんぽんっと頭に手を置くが、彼女の気き遣づかうような表情は変わらない。……ま、さっさと帰って治ち療りようするか。ひとまず出血止めれば、こいつも落ち着くだろ。

「ひみこ、もういいよな？　月つき、着換えさせるぞ？」

「え？　あ、はい。どうぞ……」

　さっきから後ろで俺おれ達のやり取りを見ていたひみこは、なにやらもぞもぞと何度も足を組み直したりして、居い心地ごこち悪そうにしていた。

　どうしたんだろ、と思っていると、彼女はもぞもぞとポケットから何かを取り出し、俺の前に差し出してくる。

「……絆ばん創そう膏こう？」

　それを受け取ると、ひみこは直角九十度まで頭を下げて、

「あの、ごめんなさい!!」

　倉庫内の湿気を吹き飛ばすような大きな声だった。

　俺も月も目を丸くして、彼女の頭を見る。

「……え、えっと、なにが、ごめんなさいなんだ？」

　ひみこは下げた時と同じ勢いで顔を上げた。彼女らしくなく目め尻じりが下がっており、叱しかられた子犬のような表情になっている。

「わたし、お二人ふたりの話、真剣に受け取ってなかったんです。男装が人にバレたらダメとか、ドラマみたいって、ちょっと面おも白しろがってたくらいで……。でも、さっきのお二人の反応、特に月せんぱいの怯おびえ方かたを見てわかりました。あの話って、本当だったんですね」

　目をぱちぱちとしばたたかせていたが、ああ、なるほど、と納得した。……事情を話した時のこの子の反応がやけに軽いと思ってたけど、話半分にしか聞いてなかったのか。さっきも焦る俺達のこと見て驚おどろいてたもんな。……でもまあたしかに、普通に考えると信じられない話だろうし、仕方ないって言えば仕方ないのか。

「なのにわたしってば、勝手なこと言って、お二人を困らせて……。ああっ、本当にごめんなさいっ」

　再び頭を下げてくるひみこ。……ここまで謝あやまられると、こちらが逆に申し訳なく思えてくる。

「い、いや、そんな謝らなくてもいいから」

「……私たち、怒ってないよ？」

　二人でそう言うが、ひみこは謝るのをやめない。

　……でも、そっか。この子、脅迫してるわけじゃなかったんだ。単純にあの時の話をまともに受け止めてなかったから、冗じよう談だん半分で『バラしますよ』って言ってただけなのか。

　誤解が解けてほっとしながら、何度も「気にしてない」と繰くり返していると、外のスピーカーから下校の校内放送が流れ始めた。

「ほら、そろそろ下校時間だし。ひみこ、顔あげてくれよ」

　そう言うと、ようやくひみこが顔を上げてくれた。さっきと違ってぴんっと眉まゆが張ったその表情には、なにやら決意の色が浮かんでいる。

「あの、わたし、お二人ふたりにちゃんとお詫わびしますからっ」

「え？　い、いいよ別に。ホントに俺おれ達、気にしてないんだから」

「いえっ、悪いことをしちゃった時はお詫びしなきゃダメなんですっ。お二人のためになること、明日あしたまでに考えておきますからっ」

　ひみこはそう言って、こちらが何か言うより先に、倉庫の外へと飛び出していってしまった。

　置いてけぼりにされた俺と月つきは顔を見合わせ、ふうっと脱力して肩を落とす。

「……ひみこちゃん、良い子だけど、個性的だね」

「……ああ、そうみたいだな」

　──ま、脅迫されてたわけでも無かったし。面おも白しろい後こう輩はいができたと思えば悪くはないか……。

　着換えた月と倉庫を出て、雲の切れ間から差し込む夕日を受けながら、俺達は家路につくことにした。
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「はいっ、お二人のために屋上を用意しましたっ。ここで思う存分、愛の営みに励んでくださいっ」

　翌日の放ほう課か後ご、なぜかひみこは俺達を屋上に連れだし、そんなことを胸を張って言い出した。

　俺は頭痛を抑えるように、自分の額ひたいに手を当てる。

「……ひみこ、お前、俺の話を真剣に受け取ることにしたって言ってたよな？」

「はい、もちろんですっ。男装がバレたらダメなんですよね？　ですから、わたしが屋上の前でしっかりと見張っておきます！　その間に、お二人はたっぷりと恋人の時間を楽しんでくださいっ」

　彼女は気合い十分といった様よう子すで、拳こぶしを胸の前で握る。……なんてこった、俺と月が恋人だっていう誤解はまだ解けてないのか。

「あ、それと、これ、昨日きのうのお二人を参考にして描かいた原稿ですっ。見てくださるとうれしいかもっ」

　ひみこから一枚の原稿を渡され、俺と月はそれに目を落とす。

　……へえ、コマ割りとかもちゃんとして、絵も上手うまいじゃ──

「はぅ」

　月が空気の抜ける風船のような声を出して、ふらりと俺に寄りかかってきた。

　……いや、気持ちは分かる。原稿の内容が凄すごかったのだ。

　俺おれが完全に野や獣じゆうのような男になっていて、月つきをモデルにしたと思われるキャラに物もの凄すごい勢いで襲おそいかかっているのだ。服をビリビリに破いて、二人ふたりが、その、激はげしく行為に及んでいるシーンが描かれていた。

「『愛』を意い識しきしてみましたっ。どうでしょう？　けっこううまく描かけたなって思うんですけど……」

　幼さを感じさせる甘ったるい声で言われると、自分の中の価か値ち観かんが粉砕されそうになる。

「……ああ、随分と暴ぼう力りよく性せいの強い愛だけど、うまいと思う。お前って凄いんだな、ある意味」

　手放しで褒ほめると、ひみこは嬉うれしそうに顔をほころばせた。……いや、絵は上手うまいし、凄いのは凄いんだ。ただ……なんだ、『ある意味』って言葉を付け加えるのは許してほしいんだ。

「これが描けたのはお二人のお陰です。ですからこれからのらぶらぶタイムは、わたしからの恩返しですっ」

　彼女はそう言って、屋上の入り口へと歩いていく。機き嫌げんの良さを表すように、ツインテールがひょこひょこと宙を踊っていた。

「お、おい、ひみこっ。だから俺達は恋人とかじゃなくて──」

　ひみこはこちらに振り返り、にんまりと笑う。

「昨日きのうとかラブラブだったじゃないですかぁ。もー、照れ屋さんですねっ、せんぱいがたっ」

　バタンッとドアが閉められ、俺達は屋上に取り残される。

　ひゅううっと六月末なのに冷たく感じられる風が吹いて、俺と月は寄り添うようにしながら深いため息をついた。ここまで胃に響ひびく善意を受けたのは始めてかもしれない。

　──ひみこ、良い子なのは間違いないんだけど、思いこみが激しいのが玉たまに瑕きずだな。俺達が恋人だっていうあの子の誤解は、早いうちに解いておかないと……。

　そう思っていると、屋上入り口についている窓からそろりそろりとこちらを覗のぞいている小柄な後こう輩はいの顔が見えた。

　目が合うと、彼女はしゅんっと音がしそうな勢いで顔を隠す。ひょんひょんっと揺れるツインテールの片方が残っているのがえらく間抜けである。

　……あの子は、悪い子じゃないんだ。

　ただ、ちょっとアホの子なだけなんだと思う。
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「月つきせんぱい、キスしたことってありますかっ？」

　ある日の放ほう課か後ご、生徒会室での仕事も一段落し、俺おれ達は紅茶を飲みつつ休きゆう憩けい中ちゆうだった。今、室内にいるのは俺と月とひみこの三人で、浅あさ井いと藍あい川かわは教師陣と部活のキャプテンを交えて話し合いをするらしく、会かい議ぎ室しつへと出張っている。

　俺は眉まゆを寄せ、少し離はなれた所で冊子をパラパラと眺めながらヘンなことを言い出したひみこに目を向ける。

　……なんだいきなり？

　あれから一週間。ひみことは初めの頃ころに騒そう動どうがあったが、今は普通に仲の良い先せん輩ぱい後輩として過ごせている。あまり距きよ離りを感じさせない子なので、仲が良くなるのも早かったのだ。

　今日きようもしっかり男装をしている月は首を傾かしげ、どこか物思うような様よう子すで、じっとひみこの顔を見て、

「…………キス？」

　ぽつりと一言。藍川もいないので女声だ。

　ひみこは「んー……」と月の書いた小説を眺めて唸うなっている。

「せんぱいの作品って、キス描写がすごく薄うすいんですよね。あっても一行か二行くらいだし。経けい験けんとかないのかなーって思って」

「え？」

　月はぴくっと肩を震ふるわせる。とろんと眠たげな顔に浮かぶのは微かすかな動揺の色だ。

「…………それは……ないけど」

　くぐもりがちの返答だったが、ひみこはぱっと顔を上げて、

「あ、やっぱり。わたしもないんですよねー。想像で描かけるんですけど、描く時に一いつ瞬しゆん筆が止まるっていうか……」

「ん……、わかる。凄すごくわかる」

　二人ふたりは顔を見合わせ、はあ、と一つ息をつく。……なんか、俺には入っていけない会話だな。

　少しだけ疎外感を感じつつ、ずずっと音を立てて紅茶をすすり、

「そういうのも読んでみてわかるもんなんだな」

「はいっ。作ってる側に回ると、作り手の気持ちがなんとなく伝わってくるものなんですっ」

　やっぱそういうもんなのか。俺は体験取材の形で制作に関かかわってるけど、実際に作ってるのは月だけだからな。そのあたりの感覚はわからない。

　……でも、やっぱ経験してないってのは作り手として痛いことなのか。そう考えると、体験取材ってけっこう重要なのかもしれない。

　そんなことを考えていると、ひみこが顎あごに人差し指を当て、俺おれ達を見て小首を傾かしげた。

「でもお二人ふたりって、キスとかしてないんですか？」

「し、してねえっての。俺達は恋人関係じゃないって何度も言ってんだろ」

「えー、でもお二人の雰囲気、恋人としか思えないんだけどなあ……」

　彼女は納得できない様よう子すで首を傾げている。……前から何回も言い聞かせてるのにな。まだ信じられないのかよ。

　ひみこは「んー……」と俯うつむき加減に唸うなっていたが、やがてなにか思いついたのか顔を上げて、ぽんっと手を叩たたいた。

「あ、でもでもやっぱり、お二人ともまずはキスしてみたらいいんじゃないですか？　それでバッチリですよっ」

　……だから人の話を聞けと言うのに。

　眉まゆをひそめるが、ひみこは俺を無視してさも名案を説明するように、

「月つきせんぱいがキス経けい験けんして、わたしにどんな感じか教えてくれれば言うことナシなんですっ。お二人、幼おさな馴な染じみ以上恋人未満みたいな関係なんだと思いますしっ、ここは一つ、一歩踏み出してキスをやってみてはいかがでしょうっ？」

　そう言われて、以前、月とキスしそうになったことが脳裏に浮かんだ。

「キス、か……」

　迫ってくる月の赤みがかった恥じらう表情。微かすかに震ふるえる長い睫まつげ、そしてうっすらと輝かがやく桜さくら色いろの唇──

　はっとして、その記き憶おくを払うように慌てて首を振る。

「い、いかがでしょうってな……。俺達は幼馴染み以上で家族なんだよ」

「ん。恋人未満じゃないから」

　一いつ蹴しゆうするように二人で答えると、ひみこは少し不満げに口を尖とがらせた。

「もう、二人ともほんとは好き合ってるはずなのに」

　俺はぴくっと震えて、月の方に目を向ける。

　と、彼女と正面からばっちり目が合って、慌ててグリッと顔を背けた。

「ほら、二人とも意い識しきしてる」

「い、意識してないっての。ほらほら、そんなに口尖らせてると、可愛かわいいのが台無しだぞ？」

「む、誤ご魔ま化かさないでくださ──」

　つっかかってこようとしたひみこだったが、月もその声を遮さえぎるように、

「ひみこちゃん、勘違いだから」

　そう言いながら、よしよしと後こう輩はいの頭を撫なでる。ひみこは初め不ふ機き嫌げんそうだったが、撫でられて気持ちよくなってきたのか口元をへにょっと弛ゆるめさせ、目を細めた。……こうして見ると、ちょっと仲の良い姉妹っぽいな。月は一人ひとりっ子だったから、可愛い後輩ができて嬉うれしいのかもしれない。

　ともあれひとまず誤ご魔ま化かせたようでほっとしていると、

「ただいま戻りました」

　ドアが開いて藍あい川かわが部へ屋やに戻ってきた。

「おつかれーっ。……あれ、浅あさ井いのアホは？」

　浅井はおらず、帰ってきたのは彼女一人ひとりだけだ。

「お疲れ様です。浅井さんはまだ教師の方達と話をしていますわ」

　藍川が俺おれの対面の席に座って一息つくと、月つきは男声に切り替えるためか、一つ咳せき払ばらいをしてさりげなく立ち上がった。気を利かせて、紅茶を用意しに行くつもりらしい。

　と、ひみこはまたなにか思いついたように、藍川の方にぱっちりとした目を向けた。

「あの、恵めぐみせんぱいはキスの経けい験けんありますよねっ？　どんな感覚なのか教えてもらえないでしょーかっ」

「はぇ、き、キス…………!?」

　頓とん狂きような声と共に、がたんっと藍川の座る椅い子すが揺れた。

「わ、私、キスの経験なんてありませんわ！」

「え～？　でも恵せんぱい、男子にもてもてじゃないですかっ。一人くらい付き合ったことはあるんですよねっ？」

　藍川は慌てて首を振り、

「そ、そんなことないですわ……が、学生の本分は勉強なのですから、異性と付き合うなどということは高校生にはまだ早いと思いますし……、心に決めた男性もいないのにみだりに男女交際などをするのは不純なのではと──」

　藍川はハッとしたようにこほんっと咳払いして、一いつ瞬しゆんなぜかこちらに視し線せんを向け、

「と、とにかく、私は異性に人気などありません。もちろん、誰だれかと付き合ったこともないですわ」

　ひみこは目をしばたたかせる。

「……意外です。恵せんぱい、絶対付き合ったことあると思ってた」

「そ、そんなことあるはずがありません。小鳥遊たかなしさんと氷ひ坂さかさんに会うまで、日常的にお話しする男性なんて一人もいなかったくらいなのですから。浅井さんは、お仕事の同僚という関係でしたし」

　……ふーん、藍川、付き合った男子いないのか。クラスメイトの井い岡おかを初めとした男子連中は喜びそうだな。

　ひみこは続いて「そういえば」と呟つぶやき、俺に顔を向け、

「真しん一いちせんぱいは、過去にだれかとキスしたことあるんですか？」

　さっき聞いたじゃん……って、ああそうか。月じゃなくて、他ほかの誰かとキスしたことないかってことか。

　気軽にウケ狙ねらいで答えればいいかと口を開こうとすると、なぜか月つきと藍あい川かわが妙に真剣な目をこちらに向けているのに気付く。

　むう、『ガキの頃ころに庭で取ったミンミンゼミにキスしたら口に尿をかけられたよ』などと答えようと思っていたのだが……、

「……ありません。俺おれ、彼女いない歴＝年ねん齢れいだし」

　下手へたにおちゃらけると怒られそうだったので正直にそう答えると、月と藍川はため息をついて椅い子すの背もたれに体を預けた。……なんだよ、それは呆あきれのため息か？

　そのまま少しの間沈ちん黙もく。やがて月が口を開いた。

「キスってどんな感じなのかな」

　ぴくっと藍川が反応する。

「……どんな感じなのでしょうね。レモン味だとよく聞きますけれど」

　月がひみこに向かって、どことなく疑うような目で、

「ひみこちゃん、ほんとにキスの経けい験けんない？　彼氏とかつくってそうだけど」

「そ、そんなことないですよぅ。彼氏なんていたことないですっ」

　ひみこは慌てたように手を振って否定する。この子の場合、ヘタに彼氏作ったらシスコン兄貴が殴り込みに行きそうだもんな。

「んー、あ、そうだ。恵めぐみせんぱい、わたしとキスしてみません？　どんな感じかわかるかもですよっ」

「え……、だ、駄だ目めですわそんなの」

「女同士なんですから、キスなんて大したことないですよ？」

　ひみこのその言葉に、藍川はなにか考えるように俯うつむく。

　しばし沈黙。

　やがて藍川の頰ほおがぽわっと赤くなり、

「私、初めてのキスは好きな男性と、と決めていますもの……」

　どこかうっとりと夢見るような言い方だった。……彼女らしい返答だな。

「……僕も、好きな人とがいい。できればロマンティックな場所で」

　月もそう答える。これも月らしい……けどお前、あんま女の子っぽいこと言うなよな。藍川に疑われちまうかもしれな──

「あ、わかりますわ。氷ひ坂さかさんは女性の心がわかる男性ですから、きっと素す敵てきな方とキスができると思います」

　……少しくらい女性を匂におわせるようなこと言っても、藍川はもう大丈夫そうだな。

　俺はそんな風にキスの話題できゃいきゃいと騒さわぐ三人を眺めてずず、と紅茶を飲んでいた。

　……なんかついていけない。

　しかし……キスねえ。そんな盛り上がるようなことか？

　置いてけぼりにされてちょっと寂しい思いでいると、話の途中で藍あい川かわが「そういえば」と首を傾かしげた。

「そもそも、どうしてキスの話題になったのですか？」

「あ、それは、作品を作る時にキス描写が難むずかしいなーって話を、月つきせんぱいとしてたからですよっ」

　藍川は意外そうにひみこを見て、

「氷ひ坂さかさんのことは知っていますけれど……、ひみこちゃんも、なにか作品作りを？」

「はいっ。わたしはえっちな同人漫画を描かいてますっ」

　ひみこは胸を張って答える。……この子って、ホント隠さないよなあ。堂々としたもんだ。

　藍川がぽかんと口を開けていると、ひみこはさらに言葉を重ねた。

「あ、ちなみにいま描いてるのは、恵めぐみせんぱいみたいなヒロインですよ？　スタイル良くてお嬢じよう様さまっぽいキャラクターです。でも、実はえっちなことに興きよう味みしんしんなんですよっ」

　……それを本人の前で言うか？　全然嬉うれしくないと思うぞ？

　藍川はどう反応していいかわからなかったのか、ぎこちない笑え顔がおを作り、

「そ、そうなのですか。頑張って作ってくださいね」

　……藍川、ひみこがどういう作品描いてるのか知ったら卒倒しそうだな。どうせまたヒロインが酷ひどい目に遭あうハードなの描いてるんだろうし。

　そんなことを考えていると、ひみこがこちらにふっと何気なく目を向けてきて──視し線せんが嚙かみ合った瞬しゆん間かん、彼女はなにやらにまっと笑えみを浮かべ、

「そうだっ、真しん一いちせんぱい、わたしとキスしてみますっ？」

「はいっ……？」

　あ…………そっか、冗じよう談だんか。ちょっと焦っちまったじゃないか……。

　ひみこのにまにまとからかうような視線に頰ほおを熱あつくしていると、藍川と月がガタッと音を立てて立ち上がった。

「ひみこちゃん、真一はえっちだから、そういうこと言っちゃだめ……っ」

「が、学校は勉強する場所だと先程言ったじゃありませんか？　それに、そんなに簡かん単たんにキ、キスしようなどと言ってはいけませんわ」

　二人ふたりとも妙にあたふたとした言い方。……なんでそんな慌ててるんだ？　適当に聞き流せばいいだろうに。あと月、当たり前のように俺がエロいとか言わない。

　ひみこはきょとんとして二人を見ていたが、やがて「あっ、……もしかして」と目を見開いて呟つぶやき、月達の様よう子すを窺うかがいながら、なぜかぴょいっと俺にくっついてきた。

「ほら、せんぱい、顔を出してくださいっ」

「あーもう、そんなくっつくな暑いから」

　子犬のようにじゃれついてくるひみこ。……女の子にくっつかれてるのに、全然ドキドキしない。ホントに小動物に抱きつかれてる気分だ。

「ひみこちゃん、あんまりくっついちゃだめだってば。真しん一いちは本当にえっちなんだから」

「そ、そうですわ、小鳥遊たかなしさんも暑そうにしていますし、少し離はなれた方が……」

　月つきと藍あい川かわがほぼ同時にそんなことを言う。また二人ふたりとも少し焦ったような語ご調ちようだった。

「い、いや、まあ、そんな本気で離はなれろって怒ったわけじゃないんだけどさ……」

　そう答えると、二人はむっとしたように眉まゆを微かすかに上げて俺おれを見てくる。……な、なんだよ。なんか怖いじゃんか。

　俺の首にくっついていたひみこは、なにやらそんな月達二人を眺めてにんまりと笑えみを浮かべ、

「……やっぱり、そういうことなんだ」

　そんなことを呟つぶやいて、俺から離れて腕を組む。……なにがそういうことなのかよくわかんないけど、諦あきらめてくれたか。

　月と藍川も席に座り、妙な空気も消えたとほっとしたのだが……。

　それも束つかの間ま、俯うつむいていたひみこが勢い良く顔を上げた。

「あの、話は変わるんですけどっ。忙しいお仕事の息抜きも兼ねて、みんなで遊園地に行きませんかっ？」

「ゆ、遊園地？　仕事の息抜きにしても、いきなりだな？」

　突然の提案に目をしばたたかせる俺達を尻しり目めに、ひみこは爽さわやかな笑え顔がおを浮かべ、

「なんだか、みなさんと一いつ緒しよに遊園地に行きたいって思いましてっ。せっかく仲良くなったんだから、さらに親しん睦ぼくを深めたいな～とっ」

「……ふーん、でも、なんで遊園地？」

「それはもちろん、楽しいからですよっ」

　シンプルな返答。……ふーむ、たしかに、遊園地は楽しいけど。まあ、折角仲良くなったんだから、どっか遊びに行くのも良いって気はするな。

　二人の反応を見てみると、

「遊園地……。そういえば私、行ったことがないですわ」

「ん……、僕も、小学校以来行ってないかも」

　月と藍川はまんざらでもない様よう子す。……そういえば、俺も長いこと行ってないっけな。うん、悪くない提案に思えてきた。

「……それじゃ、週末あたり行ってみるか？」

「はいっ、ぜひ行ってみましょうっ!!」

　ひみこの元気な返事。月と藍川も頷うなずいてるし、決定だな。俺も遊園地に行くのなんて中学の時以来だし、楽しみだ。

　四人で顔をつきあわせ、どこの遊園地に行くかなど話を始める。

　が、話の途中、横に座ったひみこが下を向き、にまにまと笑えみを浮かべながら、

「……ふふ、……二人ふたりの後押しもしてあげられるし……わたしは恋のキューピッドになれる……作品の参考にもできる……かんぺき……一石三鳥……っ」

　なにやら小声でぶつぶつと呟つぶやいていた。ちょっと不気味だった。




　　　　２




　週末。梅雨つゆの最中にしては珍しく雲が少なく、陽光が遮さえぎられることなく大地に注いでいる土ど曜よう日び、

「さあ、おもいっきり遊びましょうっ」

　私服姿のひみこがツインテールをひょんひょんっと揺らしながら、俺おれ達に晴れやかな笑え顔がおを向けてくる。周囲にはアトラクションの音や子供達のはしゃぎ声が溢あふれており、道行く人たちはみんな浮き立つような表情を浮かべている。

　俺、月つき、藍あい川かわ、ひみこの四人は、家から電車で三十分ほどの距きよ離りにある、大型遊園地にやってきていた。

「元気だなあお前」

　笑顔を浮かべながらそう言うと、ひみこはくるくると舞まうように歩きながら、

「はいっ。遊園地って久しぶりですので、なんだかアトラクションの音を聞いているだけで、テンションが上がってくるというかっ」

「ん、その気持ち、わかるかも」

　俺の横を歩いていた月がぽつりと同意する。今日きようの彼女は男の子っぽい服装。アメカジ系のＴシャツとハーフパンツというストリートスタイルだ。

　月の顔はやはり静かなものだったが、たしかにどこか高揚しているようにも見えた。

「私は遊園地に来るのは初めてですので、すこし緊きん張ちようしますわ」

　そう言う藍川は、上京初日の田舎いなか育ち学生のようにきょろきょろと辺あたりを見回している。彼女はやはり落ち着きの中にも優ゆう美びさの漂うシックなワンピースを着ていた。

「前もそんなこと言ってたけど……藍川、ホントに遊園地に来たことないのか？」

「ええ。子供の頃ころから家族で出かける先といえば、博はく物ぶつ館かんや美術館などでしたから。両親が騒さわがしい所が嫌いだったので、遊園地などは行けなくて……」

　へえ、珍しいな……。たしかに藍川のイメージは美術館とかでぴったりだけど、遊園地に一度も行ったことがないってのもなかなかにレアだ。

「じゃ、今日はたっぷり楽しみましょーねっ」

　ひみこが藍川と手を繫つなぎ、無邪気な瞳ひとみで彼女の顔を見上げる。

　引っ張られながらも微笑ほほえみを浮かべている藍あい川かわを眺めつつ、俺おれは月つきの耳元に顔を近付けた。

（月、大丈夫だと思うけど、一応藍川には性別がバレないように気を付けろよ？）

（ん。藍川さん相手なら、大丈夫だと思う。慣なれてきたし）

　……たしかに、普ふ段だんの二人ふたりの会話見てると、もう心配はいらないって気はする。

（ま、油断はしないようにってことで、な）

　軽く念押しするように言って、辺あたりに目を向ける。

　この遊園地は県内だと一番と言っていいくらいに大きい。アトラクションも充実しており、特にお化ばけ屋や敷しきなんかは国内でも最大級で、リアルすぎて本物が出るなどと言われて有名らしかった。

　……うん、今日きようは難むずかしいこと考えずに、普通に楽しむか。

「浅あさ井いさんも来られれば良かったのですけれど」

　前を歩く藍川が、思い出したように呟つぶやいた。

「お兄にいちゃん、休日も塾ですから」

　ひみこの言うとおり、今日は浅井は塾らしく、来られなかったのだ。

　つまり、男は俺一人ひとりってこと。遊園地でナンパしてくる馬ば鹿かはいないと思うけど、三人とも町を歩けば誰だれもが振り向くってレベルの女の子なんだし、一応気を付けておかないとな。……あ、月だけは男の格好してるから安心か。

「あっ！　ね、ね、まずはアレに行きましょうっ」

　ひみこが遠くで轟ごう音おんを上げているジェットコースターを指差し、藍川に加えて月の手も握って走り出す。

　そんな仲なか睦むつまじい様よう子すを微笑ましく思いながら、俺も彼女の後ろについていった。







　ジェットコースター乗り場に近づくうちに、次第に顔を強こわ張ばらせる月を見ていると、こいつってやっぱ結構わかりやすいよなと思う。

　月はジェットコースターが大の苦手なのだ。

「ほら、乗ろうぜ月」

「のらない、のらない」

　手を引っ張るが、月は散歩に行くことを拒こばむ犬のように足を踏ん張らせ、列に並ぶのを嫌いやがっている。

　こいつがこんなにジェットコースターを怖がるのは、一言で言えば俺のせいだ。小学校の頃ころに遊園地に行った際、嫌がる月を無む理り矢や理り連れてジェットコースターに乗ったのだが、それがめちゃめちゃ怖かったらしい。降りた後は足がふらついて立てなかったので、ずっと俺がおんぶして回る羽は目めになったくらいである。

　しかしあれからもう六年以上経たってることだし、そろそろ乗ってみれば克服できるんじゃないかとも思うのだ。

「月つきせんぱい、乗りましょーよっ」

　ひみこに腕にしがみつかれると、月も断りづらいのか、少し抵抗が弱まった。

　だが、彼女は不安げにジェットコースターを見上げ、高速で動くマシンを見ると途と端たんに顔を青くする。……ここのは高度も回転もないし、そこまで怯おびえることもないと思うんだけどな。

「そ、そんなに怖いものなのですか、これは……」

　さらに藍あい川かわも月に釣られて怖がりはじめてしまった。……ふむ、これはもう、月を置いて乗ったほうがいいかな。

　ひみこは藍川をちらりと見てから月の表情を窺うかがい、残念そうに肩を落として、

「それじゃ、三人で行きましょうか……。恵めぐみせんぱいもちょっと怖がってるみたいですから、真しん一いちせんぱいが隣となりに乗ってあげてください。恵せんぱい、怖いなら真一せんぱいに抱きついてもいいですからねっ」

　藍川と月が同時に「え？」と声を出して、俺おれを見る。……いや、ひみこ、乗ってる最中に抱きつくとか絶対無理だろ。

　そのあたりツッコむべきかと思っていると、なぜか藍川は急にもじもじしはじめた。……どうしたんだろ。トイレにでも行きたくなったのか？

「とにかく、乗り場に行くか。月はちょっと待ってて──」

「……やっぱり、僕も乗る」

　え、と月に顔を向ける。彼女はなにかを決意したような顔で、ジェットコースターを睨にらんでいた。

　どうなってんだ、月。いきなり乗るって言い出すなんて……。

　訳がわからずひみこに目を向けてみると、彼女はにんまりと口元に笑えみを浮かべ、

「……やっぱり……月せんぱいは嫉しつ妬とする……それなら煽あおってあげれば……積せつ極きよく的てきになる……」

　そんなよくわからないことをぶつぶつと呟つぶやいていた。







「月せんぱーい、大丈夫ですか……？」

　さっきから俺の背中におぶさり、グロッキー状態になっている月にひみこが心配げに呼びかけている。

「ん、らいじょうぶ……」

　月はそう答えるが、呂ろ律れつが回っていない。どう見ても大丈夫じゃなかった。

　ひみこはしゅんと小さくなり、

「ごめんなさい、そんなに苦手だとは思わなくて……」

　俺おれは笑いながら彼女の頭にぽんっと手を置く。

「お前が気にすることないって。月つきが絶叫系超ニガテって知っときながら止めなかった俺が一番悪いんだしさ」

　まだまだトラウマ克服とはいかなかったらしい。残念。

　月の体を抱え直そうとしたが、彼女はひみこが気にしてはいけないと思ったのか、ふらつきながらも俺の背中から下りて自分で歩き出そうとし、

「ほんとに大丈夫だから。子供の頃ころ以来だから、新しん鮮せんで楽しかったし」

　無理して穏おだやかな顔を作る。……ま、でも実際、前乗った時はずっと歩けなかったくらいなんだ。そう考えると、やっぱり少しは耐性できてるってことか。次来た時は克服してるといいけどな。

　月がひみこを宥なだめるように、その頭をなでなでしていると、前を歩いていた藍あい川かわがスカートを翻ひるがえしてこちらに振り向いた。彼女は月とは対照的に、高揚したように頰ほおを火ほ照てらせているみたいで、足取りも軽い。

「ジェットコースター、好みが分かれそうですけれど、私はすごく気に入りましたわ。もう一回乗ってもいいくらいですもの」

「藍川、乗ってる最中ずっと楽しそーにきゃーきゃー言ってたもんなあ……」

　彼女は結局俺の横に乗っていたのだが、最初から最後まで満面の笑え顔がおで騒さわいでいたのだ。普ふ段だん落ち着いている藍川だけに、ああいう素の顔が見られたのはちょっと新しん鮮せんだった。

　と、ひみこが前方の自動販はん売ばい機きに目を向けた。

「月せんぱいと恵めぐみせんぱい、ちょっとそこのベンチで休んでてくださいっ。わたし、なにか飲み物買ってきますっ。真しん一いちせんぱいはついてきてくださいっ」

「ん、ああ……」

　……月のことが心配だけど、ひみこ一人ひとりだと四人分の飲み物なんて持てないか。

　藍川にふらついている月のことを任せ、自動販売機へと向かうひみこと俺。缶ではなく、こういう場所の醍だい醐ご味みであるカップ型の自販機だった。

　どれを買おうかなと悩んでいると、ひみこがちらちらと月達が座るベンチの辺あたりを眺め、

「真一せんぱい、月せんぱいとキスしたくないんですか？」

　突然そんなことを聞いてくる。俺は自販機を眺めたまま、

「なに言ってんだ？　別にキスなんかしたくないって」

「……んー、ほんとにそう思ってますか？」

　ひみこの顔を見下ろすと、彼女はなにやら期待に目を輝かがやかせて俺を見上げていた。

「……なんだ、なにが言いたいんだ？」

「いーえ、べつになにもっ。ただ、素直じゃないなーって思ってっ」

　……この子はまた、勘違いしてんな。俺おれが月つきとキスしたいって思い込んでんのか。またヘンなこと考えてなけりゃいいけどな。

　そんなことを考えながら、自じ販はん機きに顔を戻すと、

「だったら……わたしが後押ししてあげますっ……」

「ん、なんか言った？」

　再び視し線せんを落とすと、彼女はふるふると首を振り、

「あ、いえ、独り言です。はやく買っちゃいましょうっ」

　ちゃりんっと小銭を投入口に入れて、自販機のスイッチ前で指を彷徨さまよわせる。

「真しん一いちせんぱい、月せんぱいが好きなのって、どれですかっ？」

「んー、あいつは基本お茶が好きだけど……。あ、牛乳なんかも好きだぞ」

「お茶……はないですね。牛乳、牛乳……あ、ミルク、ありましたっ」

　ひみこは北ほつ海かい道どう産地直送の味、とか書かれているミルクのボタンをぽちっと押す。さて、月の分はこれでいいとして、

「藍あい川かわはどうしよっか。やっぱ紅茶とかかな」

「恵めぐみせんぱいもミルクでいいんじゃないですか？　紅茶の味とかすっごい拘こだわりそうですもん」

　ああ、そういや生徒会室に置いてある紅茶も、ティーバッグでなくちゃんとした葉っぱから作ってたんだっけ。たしかに拘りは強そうだな。

　結局ひみこもミルクを選び、俺も特にどれにするかは決めてなかったので、空気を読んで同じものを選んでみた。ま、こういう所で飲む牛乳ってのも、結構美味うまいもんだろう。

　ベンチに戻ると、二人ふたりは快くミルクを受け取ってくれた。

「さて、これからどこ行く？」

「んー……、大人おとなしめのを中心に回りましょうか。合間合間で恵せんぱいに絶叫系を体たい験けんしてもらうってかんじでっ」

「藍川は絶叫系好きそうだもんな。よし、そんな感じでいくか。時間もあるし、のんびりいこうぜ」

　そんなことを話しながら牛乳を飲んでいると、ひみこがなにかを思い出したように「あっ」と顔を上げる。

「そうだった。あとで行くところ、一カ所はもう決めてあるんですよっ」

「へえ、どこだよ？」

　ひみこはえへんと胸を張って、堂々と答えた。

「お化ばけ屋や敷しきですっ」

「ぶ……っ」「こほ……っ」

　その言葉を聞いた途と端たん、ミルクを飲んでいた月と藍川がいきなり噴ふき出した。

「だ、大丈夫か二人とも？」

　月つきは想定内だけど……藍あい川かわには似合わない反応に目を丸くする。……月はビビりだからな。お化ばけ屋や敷しきって聞いて驚おどろいたんだろう。藍川は、どうしたんだろ？

　月と藍川はけほけほと咳せきき込みながら口に手を当てているが、口元にミルクが──

「あ、あっ、お二人ふたりとも、白いの垂れてますっ！」

　なんでテンション上がってんだお前……。

「それよりティッシュだティッシュ」

　ポケットからティッシュを取り出し、二人の口元を丹念に拭ふき取ってやる。

「ほら真しん一いちせんぱいっ、早くしないと白いのが胸元にまで垂れてしまいそうですよっ！」

「急せかすくらいなら手て伝つだえよ……」

　ひみこに突っ込みを入れつつ、月、続いて藍川の顎あごの辺あたりに垂れた牛乳をぽんぽんっと軽く拭ぬぐう。

「……ん、ありがと」

「あ、ありがとうございます、小鳥遊たかなしさん」

　二人の感かん謝しやの言葉に「気にすんな」と手をぷらぷら振って答えた。よし、こんなもんか。……服には垂れてないみたいだな、良かった。

「いきなり噴ふくからびっくりしたよ。な、ひみこ？」

　ツインテールの後こう輩はいに目を向け、俺おれは動きを止めた。彼女はなにやら目をきらきらさせて、小型のノートになにかを書き込んでいるのだ。

　なに描かいてんだ……と手元を覗のぞき込んでみると、

「うぉ…………」

　ノートには、月と藍川が艶つやっぽい口元から白い液を垂らしている光景が描かれていた。ひみこの手の動きは高速の一言。紙面の恥ずかしげに口元を押さえている月と藍川の姿は、ひみこが手を動かす度にどんどん鮮せん明めいになっていく。

　どう考えても牛乳がなにか違うものにしか見えないあたり、この子の頭の中はやはり非常に問題があるのだろうと思う。
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「……ひみこお前、そのノート、絶対他ほかの人に見せんなよ？」

「え？　あ、わかってますよっ。真一せんぱいにしか見せません。完成をお楽しみにっ」

「いや、俺にも見せなくていいから」

　……こんなことで気を遣われても、逆に反応に困るっての。

　あの二人にこれを見せるのもマズそうなので、適当なところでひみこにノートを閉じさせる。

　でも……柔らかかったよな、二人の唇。

　ひみこの扇情的なイラストを見たせいか、さっき口を拭ぬぐっている時に触れた唇の感触を思い出してしまう。しっとりとしていて、瑞みず々みずしくて、なんだかドキッとしてしまう不ふ思し議ぎな触り心地ごこち……。

　思わず月つきと藍あい川かわの唇に目が向かいそうになり──

「どうしたの、真しん一いち」

　月の声にはっとして我に返った。……い、いかん、つい意い識しきしてしまった。

「な、なんでもないよ」

「どうしたんですかぁ、真一せんぱいっ？」

　口元にからかうような笑えみを浮かべるひみこに寸止めチョップすると、彼女はにんまりと楽しそうに笑え顔がおを深める。くそう、なんだこの敗北感。

　今日きようは女の子三人と一いつ緒しよなんだからな。エロいこと考えたらダメだぞ俺おれ……。

「あ、次はあれ、ティーカップに行きましょうっ」

　自重自重……と呟つぶやいていると、ひみこがくるくるお客を乗せて回っているティーカップのアトラクションを指さした。

「今度はわたし、恵めぐみせんぱいと乗りますねっ。真一せんぱいは月せんぱいとどうぞっ」

　月がこちらを向き、安あん堵どしたようにほっと息をつく。……うん、俺も安心した。毎回ペアを変えるって感じなのかな。

　ひみこはそんな月を見てなにやらうんうんと頷うなずいて、ちらりと藍川に目を向け、今度はにんまりと笑みを浮かべた。

「…………ん？」

　藍あい川かわはさっきと変わらず笑え顔がおを浮かべているのだが、曇くもりのない、という感じではなかった。少しだけ心細そうに見える気が──

「さ、乗りましょーっ」

　機き嫌げんの良さそうなひみこが率先して歩き出す。スキップするような彼女に着いていきながら藍川の方を窺うかがうと、こちらももう、次のアトラクションへの興きよう味みで顔をきらめかせていた。……さっきの顔は、俺おれの見間違いだったらしいな。

　さて、ティーカップ。月つきが喜ぶように軽く回してやるか……。

　そんなことを考えつつ、俺達は乗り場へと入っていった。




　　　　＊




　午前中いっぱいアトラクションを乗り回し、園内のカフェで軽く昼食を食べた後、腹ごなしにぶらぶらと談だん笑しようしながら歩く。

　四人で列になるのも周りの迷惑になるので、俺の横には藍川が、月はひみこと並んでいた。

　カフェにいた頃ころから、月が物欲しそうな目で俺の方をじっと見てるのには気付いてる。でも、彼女にはひみこがしがみついていて……、

「そろそろ本日のメインディッシュ、お化ばけ屋や敷しきいきましょーかっ」

　しかもそんなことを提案してくるのだ。月はかくんと肩を落として、気が重そうだった。

　歩きながらもう一度ポケットからパンフレットを取り出し、お化け屋敷の案内を見てみる。

「そうだな。出るまでに一時間くらいかかるんだろ？　そろそろ行かないと閉園までに出られなくなっちまうかもな」

　……出るまでに一時間のお化け屋敷か。どんなのなんだろ。結構楽しみだな。

　うきうきと乗り気になっている俺とひみこだったのだが……ふと、藍川が石のように硬い顔になっているのに気付いた。

「……あの、お化け屋敷というのはやはり、お化けが出る所なのでしょうか？」

「お化けが出るっていうか……、お化けが出そうなセットの中で、スタッフが脅おどかしてきたりする、っつー感じだな」

「はいっ。ここのは特に、そっとーするくらいに怖いらしいですっ」

　ひみこは恐怖を煽あおるように、ドロドロと手を揺らして幽ゆう霊れいの真似まねをする。

「そ、そうですか、怖いのですか……」

　藍川はそんなひみこを見て肩を落としていた。……あ、これはまさか、

「藍川ってお化けとか苦手だったりする？」

「え……、い、いえ、そんなことはありませんわ」

　そう言いつつも、彼女は目を泳がせており、こちらと視し線せんを合わせようとしない。……こりゃ図星っぽいな。絶叫系がイケる口だから、お化ばけ屋や敷しきも大丈夫かなと思ってたんだけど。

　そして月つきはといえば、

「…………おばけ」

　ぽつりと呟つぶやき、藍あい川かわ以上に体を強こわ張ばらせて宙を眺めている。

「月せんぱいってわかりやすいですよね……」

　ひみこが月を見て苦笑していた。ホントにその通りだ。

　月は幽ゆう霊れいの類たぐいが超のつくほど苦手だった。昔こいつと一いつ緒しよにお化け屋敷に入った時には、最初から最後まで俺おれの腕に顔を埋めっぱなしという、脅おどかしてくれるスタッフのみなさんにケンカ売ってるような状態だったのだ。

「……大丈夫かな、月のやつ」

　泣き出したりしないか心配だけど……ひみこが行きたいって言ってるからなあ。

「とにかく、お化け屋敷の前まで行ってみようぜ」

　ひとまず四人でお化け屋敷に向かうことにする。月と藍川は気が進まない様よう子すで、俺とひみこから少し遅れて歩いていた。

　やがてなにやらドーム状になっているアトラクションの前につく。えらく大きいし、あまりお化け屋敷っぽくない建物だが、入り口には間違いなくお化け屋敷の看板が掛けられていた。

「怖いですよ。すごく怖いですよ～っ」

　月と藍川の前に立つひみこはというと、キョンシーのように手をぷらぷらさせながら嫌いやがらせのように『怖い』アピールを繰くり返している。……こいつ、さっきからえらく怖いってのを強きよう調ちようするな。俺はいいけど、藍川と月にとってはただの意地悪にしかならないぞ？

「怖いですよ～、でも、一度入ってみるのもいいかもと思いますよ～？　怖くても真しん一いちせんぱいが助けてくれますしっ」

　ひみこが「ね？」と首を傾けて俺を見上げる。

「……そりゃまあ、怖がってるようなら助けたいとは思うけど」

　素直にそう答えると、藍川がきゅっと唇を引ひき締しめて、お化け屋敷に一歩踏み出した。

「そ、それでは、私は入ってみます。く、食わず嫌いというのもよくないでしょうし」

　おー……、藍川、勇気あるな。……さて、月はどうすんだろ。

　幼おさな馴な染じみの方を見ると、彼女はお化け屋敷の入り口をじっと見つめていた。月からすればこの幽霊屋敷がなにか特別禍まが々まがしいものに見えているのかもしれない。

　こりゃ無理かな、と思っていると、ひみこが月を一いち瞥べつして、

「じゃ、入りましょっか。月せんぱいは無理せずに待っててくれてもいいですよっ。あ、恵めぐみせんぱい、ここならホントに真一せんぱいに抱きつけますから、怖かった場合はガバッと勢い良くいっちゃっていいですからねっ。お化け屋敷はそれが普通なのですっ」

　俺と藍川の視し線せんが自然と絡み合い、彼女は頰ほおをぽわっと淡い赤あか色いろに染めた。

　ひみこの奴やつ、いちいち意い識しきさせるようなこと言うなってのに──

「僕も入る」

　と、月つきが突然そう言って、お化ばけ屋や敷しきに向かって足を踏み出した。

「お、おい、大丈夫か？　お前、超恐がりだろ？」

「大丈夫。お化け屋敷なんて怖くないから」

　……いや、そんな足震ふるわせながら言っても説得力ないから。

　しかし月の表情は引ひき締しまっており、どうやら本気で入るつもりのようだった。……なんか、今日きようはひみこの一言で月が動くことが多い気がするな。

　不ふ思し議ぎに思ってひみこを見ると、彼女はツインテールをふわふわと揺らしながら、

「んふふ。月せんぱい、やっぱり真しん一いちせんぱいのこと好きなんですねっ」

　心底嬉うれしそうな笑え顔がおを俺に向けてくる。

　……まあ、俺おれも月のことは好きだけど。なんで今、そんなこと言ってくるんだ？

　俺は首を傾かしげながら、お化け屋敷の中へ足を踏み入れていった。







「うわぁ、雰囲気あんなあ……」

　ドーム内は、お化け屋敷というよりもお化け村だった。

　どうやらここのお化け屋敷は『廃村』をテーマにしているようで、静まり返った小道の先に朽くちた廃屋がいくつも見える。時折道に植えられた木がざわざわと揺れたりして、リアルに近い演出がされていた。そしてなにより広い。上はドームの天てん井じようで覆おおわれており、辺あたりは三日月の夜みたいに薄うす暗ぐらくて不気味だった。

　どんだけ金かけてんだ、と感心しつつ、入り口付近で中を見回していると、ひみこが俺の裾すそをくいくいと引いてきた。顔を近付けてやると、彼女は月も呼んで小声で囁ささやいてくる。

（あの、せんぱい。受付さんに二人ふたりで列になって進むようにって言われましたけど、真一せんぱいと月せんぱいが並ぶのはまずいですよね？　もしくっついたりしたら、男装のことが恵せんぱいにバレちゃうかも）

（え……）

（んー……、そうだなあ）

　……もちろん、俺としては月の傍そばについててやりたい。

　でも、油断は禁物。それは月の男装生活が始まってから、痛いくらいに思い知らされた教訓だ。月は怖がると反射的に俺に飛びついてきちゃったりしそうだし、たしかに隣となりに立っているのは良くないかもしれない。

（……ひみこの言う通りかもな。月はどう思う？）

　月は少しの間黙だまっていたが、やがてゆっくりと頷うなずいた。

（……ん、そうかも）

（……だよな。それじゃ、仕方ないけど、二人ふたり離はなれていくか……。あ。あと、驚おどろいたりしても地声出さないようにな。ひみこ、月つきは怖がりだから、しっかり見ててやってくれよ？）

　念を押すと、ひみこと月はこくりと頷うなずく。……離れてても、俺おれも月のことはちゃんと気にしてるからな。

　短い話し合いが終わると、ひみこは藍あい川かわに声をかける。

「それじゃ、恵めぐみせんぱい、真しん一いちせんぱいと並んで歩いてくださいっ。月せんぱいはわたしとですっ。怖かったらわたしに抱きついてもいいですからねっ」

　後悔するなよひみこ。月はホントにがっしり抱きつくと思うぞ？

　ひみこの痛がる姿を目に浮かべながら藍川の傍そばへ行くと、

「あ、あの、小鳥遊たかなしさん。さっそくですけど、服を摑つかんでいてもいいでしょうか？」

　そう聞いてくる彼女は、おどおどと周囲の闇やみに圧されているように小さくなっていて、ちょっと可哀かわい想そうなくらいだ。こういう怯おびえた藍川は初めて見るかもしれない。

「いいよ。ほら」

　躊躇ためらわず腕を差し出すと、藍川はおずおずといった様よう子すで服を摘つまんで来る。いつもより距きよ離りが近く、彼女のシャンプーの甘い匂においが漂ってくるくらいだった。

　意い識しきしてはいけないと胸を落ち着かせていると、反対側の腕に感じる微かすかな重み。

「……ん？」

　目を向けると、月が唇をほんの僅わずかに突きだして、俺の服を細い指できゅっと握っていた。下からこちらをつぶらな目で覗のぞくように見ているその様子は、ご飯を前に『待て』をされている犬みたいだ。

　……う、こういう顔されると、放せなんて言えなくなるじゃないか。さっきはひみこと並ぶことを納得してたはずなのに、やっぱり怖くて我慢できなくなったのか？

　両側に二人の女の子の重みを感じ、どうしようかと眉まゆを寄せていると、

「はいはーい、月せんぱいはこっちです。えいっ、わたしがせんぱいに抱きついちゃいますっ」

　ひみこが快活に笑いながら、月の体にぴょいっと抱きついた。

「あ…………っ」

　その拍子に指が外れ、月は小さな声を零こぼす。……うぅ、後ろ髪が引けるけど、仕方ないな。我慢してくれ、月。

　気持ちを切り替えるようにこほんと咳せき払ばらいし、

「じゃ、行くか。あんま離れんなよな」

　月とひみこに声をかけ、俺達は闇やみに包まれる道をゆっくりと歩いていく。







　五分ほど歩くと、やがて二軒の木造廃屋の前についた。

　茅かや葺ぶき屋根の、似たような二軒の朽くちた廃屋は、薄うす青あおの明かりに照らされて闇やみの中にぼんやりと浮かび上がっている。廃屋の直前には左右方向に向かう矢印の看板が立てられていた。

「……マジでこええな」

　やっぱりホラーは和風が怖い。大した距きよ離りじゃないのに、ここまで歩いてくるだけでもざわざわ揺れる草木の音が響ひびいてきたりして、こう、じわじわと這はい寄るような恐怖感があるのだ。

「……小鳥遊たかなしさん、もう少し近づいてもいいですか？」

　廃屋を見ているうちに怖くなったのか、藍あい川かわが腕に体を寄せてくる。

　二の腕に彼女のふんわりとした胸がくっつき、心しん臓ぞうが一いつ瞬しゆん高鳴る。この怯おびえた顔を見ていると、振りほどく気にもなれない。ここに入ってからの藍川は、いつもの大人おとなびた彼女よりも幼げに見える。

　と、そんな藍川の背後から、かたっと木が倒れるような乾いた音が聞こえてきた。

「ひっ……」

「ひぅっ……」

　藍川が引きつる声と共に、腕にくっついてきた。少しだけドキッとする。

　でも、それよりも、他ほかのところからも引きつり声が聞こえたような気が……。

　ちらりと後ろを見ると、月つきがひみこにしっかりと抱きつきつつ、一見いつも通りに見える顔を俺おれに向けていた。しかしよく見ると眉み間けんに皺しわが寄っており、言いたいことがあるのはなんとなくわかる。

　月は口をぱくぱくと動かしてくる。

（し、真しん一いち、藍川さんにヘンなことしちゃだめだからね……）

（してねえっつの……）

　さっきからずっとこんな感じ。俺と藍川がちょっと接近する度に、こういう小言を言ってくるのだ。口く調ちようがいつもと少し違うのは、それだけビビってる証拠ってことかな。

　それにしても、なんでこんなに俺と藍川のこと気にしてるんだか……と思っていると、ひみこが矢印の看板を指さした。

「ここで順路が二つにわかれるみたいですっ。別々のペアで行くしかないですねっ」

　左右の似たような廃屋に目を向ける。リピーターを作るために、進路を増やしているのかもしれないな。

　となると、どのペアで進むかだけど……、

「真一せんぱいと恵めぐみせんぱいは、左側へどうぞっ。わたしと月せんぱいは、右側の廃屋に進みますのでっ」

　あっさりとひみこが決定。話し合う気け配はいすらなかった。

「え、え……」

　月つきが廃屋と俺おれに目を交互させる。その透けるような瞳ひとみは『私と一いつ緒しよだよね』と言いたげだ。

　……そうだよな、廃屋の中なら俺達の様よう子すは他ほかから見えないんだし、俺達幼おさな馴な染じみコンビで入ってもいいんじゃないのか。

　そう思っていたのだが、ひみこは月をずるずると引きずっていこうとする。

「え……あ……っ」

　月がこちらに助けを求めるように手を伸ばしてくるので、俺も思わず前に手を差しだし、

「お、おい、ひみこ、俺は月と──」

「真しん一いちせんぱいは、恵めぐみせんぱいにしっかりついていてあげてくださいねっ。恵せんぱい初めてなんですから、男性と一緒の方が安心できるはずですっ。廃屋を出たら一本道に戻りますから、そこでまた会いましょうっ」

　俺にくっついている藍あい川かわは、たしかに怯おびえっぱなしで可哀かわい想そうになるくらいだ。……でも、それは月も同じことだと思うんだけど。

　やっぱり月と一緒に行くと言いたかったのだが、それよりも先に、ひみこは彼女を引っ張って廃屋の中に入っていってしまった。

「……強引だなあ、ったくもう」

　追いかけてもいいけど……出たら一本道に戻るっていうし、そこまで拘こだわることもないか。

「じゃ、行こうぜ藍川」

「は、はい……」

　震ふるえながら体をくっつけてくる藍川にいくらかドキドキしながら、俺達は左側の廃屋へと入っていく。

　廃屋の引き戸に手をかけ、力を込めると、壊こわれかけた木戸はぎぎぎ、と重苦しい音を立てて開いた。

「よし、入るぞ……」

　中に入ると、古びた木材と埃ほこりの匂においが漂ってくる。家の中は所々木が剝はげて穴が開いており、天てん井じよう付近には至る所に蜘蛛くもの巣が張ってあった。囲い炉ろ裏りなどがあるような何世紀も前の家ではなく、うち捨てられた明めい治じの和風家屋という感じ。そして上がり口には黒い染み──血のついた靴が何足か置かれている。

　怖くなったのか藍川がさらに体を寄せてきて、とくんと胸が高鳴った。

　──う、藍川の胸、柔らか……。

　鼓動を悟られないように、平静な表情を保ちながら廊下に上がり、ぎしぎしと足音を立てて歩いていく。と、

「う…………」

　居間の入り口の陰から、頭から血をべっとりと流した男が恨うらめしげな目でこちらを見ているのが見えた。俺おれ達を脅おどかすような動きがまったくないが、それが余計に恐怖感を煽あおってくる。

「ひっ」

　藍あい川かわも気付いたのか、掠かすれる悲鳴を漏らした。……うん、あれは怖がりには辛つらいと思う。

「大丈夫だよ、藍川。ほら、行こうぜ」

　内心少しびびっていたが、意い識しきして気にしない振りをして、血まみれ男の横を通っていく。

　周囲を警けい戒かいしながら廊下をしばらく行くと、突然横にあった木製の引き戸がドンっと大きな音を立てた。

「ひゃあぅっ!!」

　藍川が俺にしがみついてくる。そしてむにっと腕に当たる大きな果実の感触。

　──ぐ、む、胸に腕が挟まれてる……!?　未知の体たい験けんだぞこんなの……！

「に、にに、逃げましょう小鳥遊たかなしさん！」

　突然腕を引っ張られ、足がふらりと絡まってしまう。

「ちょ、藍川引っ張るなって……！」

　転こけそうになっていると、今度は引き戸がバンッと開け放たれた。

　そして中から顔を出したのは、血まみれの腹部を押さえた、死人のような表情の女性──

「い、いやああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　藍川が顔を引きつらせ、耳をつんざくような悲鳴を上げる。

「う、っわ……！」

　俺も思わず声をあげてしまう……けど、びびったわけじゃない。藍川がいきなり正面から飛びついてきたのだ。

「ちょ、藍川、あぶないっ……！」

「え……きゃんっ！」

　堪こらえようとしても堪えきれず、俺は藍川に押し倒される形で、床に倒れ込んでしまった。

「いってぇ…………」

　倒れたままで呻うめいていると、顔がなにか柔らかいものに包まれていることに気付く。

　──なんだろ、仄ほのかに石せつ鹼けんの香りが……、それにあったかいけど……。

　怪け訝げんに思いながら体を起こそうとすると、

「ひっ、お、お化け、来ないでくださいぃっ！」

　頭上から藍川の涙混じりの声が聞こえ、突然ぎゅっと首に腕が巻き付いてきた。そしてさらに顔に密着する世にもふんわりとしたプリンのような感触……。

　どんな状況になっているのかと眉まゆをひそめ、はっとして気付く。

　──お、俺の顔の上に、藍川の胸が乗っかってんのか!?

「あ、藍川、ちょっと離はなれて……く、くるしい……！」

「や、お、お化け、お化けいやですぅ……!!」

　藍あい川かわはさらにぎゅーっと俺おれを抱きしめてくる。両りよう頰ほおをむにむにと圧迫する豊満なバスト。い、息が苦しくなってきた……。

　さらに困ったことに、藍川は恐怖から逃れようと必死になっていて──

「う……ちょ、藍川、足がヘンなとこに当たって……!!」

　彼女の張りのある太ふと股ももが、俺の下腹部のあたりに当たってくるのだ。服の上からでもなんとなくわかる、すべすべとした絹のような柔やわ肌はだの感触。藍川が身じろぎする度に全身に電流のような刺し激げきが走って、びくっとエビのように体が跳ねてしまう。

「だ、だれか、お化け追い払ってくださいぃぃ！」

「ひぐっ……!?」

　彼女の足が俺の下腹部を上下に擦こすり立ててきて、思わずひっくり返るような声が漏れてしまう。一いつ瞬しゆん、ぴんっとつま先が伸びきってしまった。

　穏おだやかな美び貌ぼうの高たか嶺ねの花である藍川が、そのあたたかな太股で俺の大事な所を擦っている……。意い識しきしてやってるわけじゃないとはわかっていても、その事実だけで体がぐつぐつと煮えたぎってくるようだった。
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　──や、やばい。このままじゃ頭がおかしくなる……!!

　上と下からの刺激に俺はもう息も絶え絶えだった。た、頼むから落ち着いてくれ藍川……!!

　──事情を察してくれたらしいお化け役の人がいなくなってくれた頃ころには、俺はほぼ酸欠状態で、しかも藍あい川かわの体の感触と甘い香りに酔ったようにふらふらになっていた。







「真しん一いちせんぱい、なにかあったんですかっ？　足がよろよろしてますけどっ」

　廃屋から出ると、待っていたひみこが俺おれに気き遣づかうような顔を向けてきた。

「……いや、ちょっとしたアクシデントが」

　ふらふらしながらそう言って、腕にしがみついたままの藍川を見下ろす。

「ごめんなさい。ちょっと、怖くて……」

　申し訳なさそうにそう言う彼女は一応落ち着いてはいるが、あの腹に怪け我がをした女性がよっぽど怖かったようで、さっきから辺あたりに油断なく視し線せんを走らせていた。

　月つきがひみこにしがみついたまま、俺と藍川を見てぽつりと呟つぶやく。

「……真一、近すぎ」

　……まずい、唇がちょっと尖とがってる。

　ひみこは「んふ」と奇妙な笑いを浮かべて、月の顔を覗のぞき込む。

「月せんぱい、ちょっとムッとしてるでしょ」

　月は素っ気なくふいっと顔を逸そらし、

「べつに。そんなことない」

　からっかぜのように乾いた口く調ちよう。一いつ瞬しゆん冷気が吹きつけてきたような気がした。……これ、やっぱ気にしてるよな。

　が、ひみこは月の微妙な反応に気付かなかったようで、大きな目をぱちぱちしばたたかせ、

「……おかしいな。絶対気にすると思ってたのに」

　などと眉まゆを曇くもらせて呟つぶやいている。……今日きようはひとり言多いなこの子。

　ちょっと心配になっていると、ひみこは突然顔を上げ、ぱんっと気を切り替えるように手を叩たたいた。

「まだまだこれからですっ。さ、次に行きましょっかっ」

　……そうだな。ちょっと俺にとっては息が詰まる状況になりつつあるし、早く先へ進んだ方が良さそうだ。

　月の尖り気味な視し線せんを受けつつ、藍川を引きずるようにして歩いていくと、今度は道が二つに分かれていた。

「ここも別れて進むトコらしいですよっ」

　前を歩いていたひみこがそう言って俺達を振り返り、月と藍川にそのぱっちりとした目を向けて、ぴんっと人差し指を立て、

「それじゃ、今度は月せんぱいと真一せんぱいのペアで行きましょうかっ」

　そのお化ばけ屋や敷しきには似合わぬ快活な声に、月と藍川は同時にぴくんと反応する。

「ほら、恵めぐみせんぱい、行きましょうっ」

「あ……」

　ひみこに引っ張られ、藍あい川かわの指が俺おれの腕から離はなれる。

　彼女の顔は仕事に行く親と離れる子供のようで、心細そうに見えた。月つきの時のようにずきんっと胸が痛む。……いや、藍川は一いつ緒しよにいるのが俺でもひみこでも変わらないはずだ。そんなに気にすることないはず。

　ひみこと藍川は右の通路を行き、角を曲がって見えなくなる。

　と、月がそそっと近づいてきて、俺の腕にぴとっとくっついた。

「行こ、真しん一いち」

　藍川がいないので女の子声。どことなく弾んで聞こえるのは気のせいじゃないだろう。

　歩きだそうとすると、小柄な彼女は俺の顔色を窺うかがうように見上げてきて、

「さっきの廃屋で、藍川さんにえっちなことしてない？」

「し、してないぞ。あたりめえだろそんなの」

　即答する。頭に彼女のたわわな胸の感触が蘇よみがえるが、首を振って振り払う──

「でも、大きかったでしょ？」

「ああ、まあな。こう、量と質を兼かね備そなえたまろやかな感じで──」

　ぴたりと喋しやべるのを止やめる。月が白い目を向けてきていた。

　月、いつの間に誘ゆう導どう尋問なんて身につけたんだ、侮あなどれねえ……。

「……ごめんなさい。わざとじゃないんだけど、ちょっとエロいことになりました」

　叱しかられる前に謝あやまると、彼女は少しだけむすっとしていたが、なにも言わずに腕を組んできた。

「もうしちゃだめだからね」

「わ、わかってるよ。やらないって」

　そんな会話をしつつ、そのままひみこ達とは逆の道を歩いていくと、月の表情から次第に強ばりが取れてくる。……でも、ここはお化ばけ屋や敷しき。月にとっては恐怖の空間のはずだ。

「……月お前、大丈夫か？　怖かっただろ？」

　聞いてみると、彼女は穏おだやかな顔で俺を見上げ、

「真一と一緒だから、今は怖くない」

「……そうか」

　口元に笑えみが浮かびそうになる。……なんか嬉うれしい。さっきまであんなに怖がってたのに、今はこんなに安らいだ表情になってるし。そんなに頼りにされてるのか、俺。

　今日きようはなかなか二人ふたりっきりになる機き会かいが無かったこともあり、俺達は寄り添うようにして足を進める。

　……やっぱ、月と二人だと落ち着く。ここは外なのに、自然と家にいる時のようにリラックスした気分になれる。月も安心してるみたいだし……うん、決めた。藍川達と遊ぶのも楽しいけど、やっぱり、今度は女の子姿の月つきと二人ふたりっきりで来よう。

　そんなことを考えながら角を曲がると、両側に廃屋の連なる通りに出た。道は車一台通れるくらいの幅で、廃屋の軒先に下げられた薄うす青あおの提ちよう灯ちんで不気味に照らされている。百メートルほど先の突き当たりは家で、また曲がり角になっていた。あそこを曲がると、おそらくまた藍あい川かわ達と合流するのだろう。

「……道歩いてくごとに幽ゆう霊れいが出てくるって感じかな」

　そう呟つぶやくと、月がびくっとして体にすり寄ってくる。さっきはああ言っていたが、やはりこの異界に続くような道を見ると怖くなったのだろう。……しまったな、不用意なこと言って余計にビビらせちまったか。

「しっかりくっついてろよな、月」

「ん。くっつく……ひゃぅっ」

　背後でばたんっと開く廃屋のドア。月がひっくり返るような悲鳴を上げる。

　そして廃屋からは口からごぼごぼとなにやら赤黒いものを吐いている男性が現れた。

「や、ついてくる……っ」

　月がぎゅーっと俺おれの腕に抱きつきながら、後ろに恐怖の目を向けている。追われる者の恐怖、みたいな演出なのか、どうやら追いつかない程度の速さで歩いてくるようだった。

「月、大丈夫だって。追いついて来ないから」

「……ほんと？」

　頷うなずいて頭を撫なでやると、落ち着いたのか穏おだやかな呼吸になった。

『呪のろうぞ……』

　後ろの男性が脅おどかすためにかそんなセリフを吐いてくる。

　月がまた怯おびえそうだったので肩を抱いてやると、震ふるえが収まった。彼女が見上げてきたので、安心させるために笑えみを返してやる。

『呪ってやる──』

「ほら、行こうぜ」

　後ろでビビらそうとしている男性を一いち瞥べつし、道を歩いていく。

　少し歩く度にドアが開いてさらに脅かし役の人が出てきたが、二人で寄り添っているせいか恐怖は感じなかった。月も俺の腕の中で、布団にくるまる猫のように穏やかな表情を浮かべている。

「……月、怖くないか？」

「……怖くない。真しん一いちがいるもの」

　そう言って彼女は俺にきゅっと体を寄せてくる。俺は家の中で二人でいる時のような感覚に、ほっと息をついていた。

『呪うぞ……』

『末代まで祟たたるぞ……』

　すでに追ってくる死人のような連中の人数は四人くらいになっていたが、俺おれ達にそんなことは関係ない。今なら髪の長い幽ゆう霊れいが百人くらい這はいずってきても、恐怖の欠片かけらも感じない気がする。

　月つきと時々見つめ合いながら曲がり角近くまで歩いていくと、突き当たりの家の戸が開き、中から一気に二人ふたりの死人が飛び出してきた。彼らは俺達を見て、なにやらぎらりと刃物のように視し線せんを鋭するどくしている。

　二人は進路を塞ふさぎ、後ろから追ってきていた四人も俺達を囲んでしまった。

「お、おい、進めないじゃんか」

　なにやら不ふ穏おんな雰囲気である。これもお化ばけ屋や敷しきの演出か……。

「真しん一いち……」

　月が怖がって小さくなっているのに気付く。俺は少しでも怖くないようにと、彼女の肩を抱いた。

「大丈夫だって、月。俺がついてる──」

　俺の言葉を遮さえぎるように、お化け六人が距きよ離りを詰めてくる。

「や……こわい……」

　月が震ふるえながら俺の体にしがみついてきた。一いつ瞬しゆんだけ戸惑ったが、安心させるために、幽霊達の視し線せんから庇かばうようにして正面から彼女の小柄な体をぎゅっと抱く。

　腕の中の月はぴくっと震え、目め許もとを心なしか弛ゆるめて俺の顔を見上げてくる。

「お前は俺が守ってやるから。怖いことなんてないって」

　周囲のお化け役を牽けん制せいするように睨にらみながら、月を抱く腕の力を強める。クサいセリフかもしれないけど、月はこのくらいストレートな言い方が好きなはず。

「ん、ありがと……」

　その月の声に、恐れの色は聞き取れなかった。……よし、安心してくれたかな。

　ひとまずほっとした。お化け役の連中もそろそろいなくなるだろ──

「安心したけど……手が」

　月の言葉に「ん？」と眉まゆをひそめる。彼女の顔をよく見ると、どうにも頰ほおに赤みが差しているようだった。それに、この右手に感じるふくよかな感触は……。

　ふにふにっと、右手に触れているものを揉もんでみる。

「ぅんっ…………」

　月の唇から零こぼれる掠かすれ声ごえ……。

　──って、まさかこの柔らかいの、月の……!?

「す、すまんっ！」

　慌てて彼女のヒップに触れていた右手を引っ込める。……うぅ、またやっちまった。せっかく良い感じに決めたと思ったのに。

　月つきは拗すねた様よう子すで俺おれを見上げてくる。

「……真しん一いちのえっち」

　言い返そうにも言い返せない。月のこの言葉は口くち癖ぐせみたいになってるけど、全部俺のせいだもんな……。

　エロいことをしてしまったので離はなれていくかと思ったが、彼女は俺にくっついたままだった。

「あの、ごめんな、月」

「ん……………………こういうのは、二人ふたりきりのときに…………」

　……ん？　いま、なんて言ったんだ？

「月、よく聞こえなかったんだけど……」

「……なんでもない」

　ふいっと顔を逸そらされる。……どうしたんだろ、ヘンな月だな。




　　　　＊




　いつの間にかお化け役六人はいなくなっており、その後は何事もなく先に進むと、藍あい川かわ達が先に合流地点で待っていた。

「んふふぅ」

　ひみこがまたも不気味な笑えみを浮かべて、背伸びをして俺の耳に顔を近付けてくる。

（どうでしたか、せんぱい？）

（ぅん、なにが？）

（やだもうっ、月せんぱいとたっぷりいちゃいちゃできましたかってことですよぅっ）

　パシパシと腕を叩たたいてくるひみこ。……お前は親しん戚せきのおばちゃんか。

（べつにいちゃいちゃなんてしてないっての。普通に歩いてきただけだよ）

（……え、ほんとですか？）

　頷うなずきで答える。……くっついて歩いてただけだし、べつにいちゃついてたわけじゃないよな。

　ひみこは俺の返答が気に食わなかったのか、なにやら眉まゆを曇くもらせて俯うつむいている。

「……おかしいな、そろそろ我慢できなくなると思ってたのに……ほんとに異性としてみてないのかな……？」

　……今日きようはホントにこうやってぶつぶつ言ってることが多いな。熱ねつでもあるのか？

　手で額ひたいの熱を計ってやろうかと思っていると、彼女は急に顔を上げ、月となにか話している藍川の方を見た。

「……となると、背中を押してあげるべきなのは恵めぐみせんぱいかな……月せんぱいへの刺し激げきにもなるし……」

「ひみこ、さっきからなに言ってんだ？　藍あい川かわの背中を押す？　あんまびっくりさせたりすんなよ？」

　釘くぎを刺すと、彼女は「え？」ときょとんとした目を俺おれに向け、

「あ、大丈夫ですよっ、脅おどかしたりなんかしませんっ！」

　えへへっと愛あい嬌きようのある笑え顔がおを浮かべながら、今度は藍川の許もとへと歩いていった。

　ひみこは藍川の耳に顔を近付け、なにやらぼそぼそと話をしている。

「……ひみこー、なんの話してんだ？　俺達にも聞こえるようにしろよー」

　二人ふたりだけで話されると妙に気になる。俺と月つきには話せないようなことなのか？

「ちょっと待ってくださいっ」

　ひみこは笑いながら俺達にそう言って、藍川とまだ話をしている。

　と、なぜか藍川の顔が恐怖に歪ゆがんでいく。……ひみこのやつ、やっぱビビらせてんじゃないか。ったくもう、困った子だな。

　止めに入るか、と思っていると、今度はなぜか藍川の顔がぽむっと桃もも色いろに染まった。その視し線せんは俺に向いてるみたいだけど……、

「そーいうことですのでっ。やってみてくださいっ」

　ひみこはそんなことを言って藍川から離はなれた。藍川はなぜだか赤い顔で俺をちらちらと見ている。

「……なに話したんだ、お前？」

　ひみこに聞いてみると、彼女はにひひといたずらっぽく笑い、

「とってもステキなことですよっ、真しん一いちせんぱいにとってもねっ」

　そんなことを弾んだ声で言うのだった。




　その後はしばらく分ぶん岐きも見当たらず、四人で固まって道を歩いていった。

　途中幽ゆう霊れいの襲しゆう撃げきを受けて月と藍川が飛びついてくることもあったが、特にハプニングは無く、道は村を抜けて再び森へと入っていく。

　ただ──

「藍川、歩きにくくないか……？」

　横を歩くお嬢じよう様さまが、さっきから俺の腕にくっついてきているのだが、これが少し歩きにくかった。廃屋にいた時並みに密着しているのだ。

「歩きにくくないです……、それに、ちゃんとくっついてないと、お化けが……」

　……お化け？　ああ、くっついてないとお化けが怖いってことか。

　後ろをちらりと見ると、ひみこに抱きつかれている月が目に入る。彼女はじっと俺の背中を見ていた。唇もまた段々と尖とがってきてるし……、ちょっと不ふ機き嫌げんになってる気がする。

　藍川から離れた方がいい気もするが、怯おびえる彼女を突き放すのも気が引ける。もう少しこのままでいるしかなさそうだ。

　背後に月つきの視し線せんを感じながら進んでいくと、やがてまた分かれ道が見えた。

　ひみこがたたっと飛ぶように俺おれ達の前に出て、ツインテールを揺らして振り返る。

「ここも離はなれたあとすぐに合流だと思うので、適当にペアを決めちゃいましょうっ」

　藍あい川かわが俺の腕に体を寄せ、背後からは月がぎゅっと服の裾すそを握ってくる。

　ひみこはそんな二人ふたりの様よう子すを見てか見ないでか、月にコアラみたいに抱きついた。

「月せんぱいはわたしと右側ですっ」

「……え、や、真しん一いちといく」

「せんぱいっ、そんなつれないこと言わないでくださいっ」

　ひみこにつぶらな瞳ひとみで見つめられ、月はなにも言えずに俺を見る。……俺も、月と行きたい。藍川が嫌ってわけじゃないけど、やっぱりペアを組むのは月とがいいし。

「……えっと、ひみこ──」

　考え直さないかと言ってみようとすると、藍川が服の腕部分をぎゅっと握ってくるのに気付く。顔を俯うつむかせているが、どうも、月よりもさらに怖がっているように見えた。

　そして彼女はぽつりと一言呟つぶやく。

「……私も、小鳥遊たかなしさんとがいいですわ」

　す、と息を飲んだ。……藍川がこんなセリフ言うなんて。よっぽど怖いのかな。ひみこはやっぱり年下の女の子だから、安心できないのかもしれない。

　月がこちらにすがるような視線を向けていたが、俺はきゅっと唇を嚙かみ、

「……そうだな、よし、このペアで行くか」

　心を決めてそう言った。月が俺以外の人間から見てもわかりそうなくらいに目め尻じりを落とし、「うー……」と小さく唸うなる。……うぅ、胸が痛むけど、すぐ合流できるから、ひみこと一緒に行ってくれ、月。

　ひみこは渋る月をくいくいっと引っ張っていき、俺も彼女たちとは逆の道へ向かう。

　藍川は俺にぎゅっとしがみついていて、離れる気け配はいがない。……彼女もさっきから様よう子すがおかしい気がするんだけど。もしかして、ひみこになんか言われたのか？

「なあ、藍川。前の分かれ道のあとで、ひみこになんか耳打ちされてたよな。なんか怖がらせるようなこと言われたんじゃないか？」

「え？　い、いえ、そんなことはありませんわ。むしろ恐怖から逃れる方法を教えてもらったというか……」

　恐怖から逃れる方法って……、一体なに教えたんだ、ひみこは？

　暗い道を歩きつつ、ちょっと聞いてみようと思って口を開こうとすると、がさっと道端の草むらが揺れた。

「ひっ……」

　藍あい川かわが小さな悲鳴を上げ、俺おれを見上げてなにやら躊躇ためらうように瞳ひとみを揺らす。

　が、さらにがさがさと草陰が揺れると、彼女はその音に追い立てられるように、俺にがばっと正面から抱きついてきた。

「うわっ」

　廃屋の時のように倒れはしなかったが、たたらを踏んでしまう。月つきなら耐えきれるが、藍川だとさすがにバランスを崩してしまうのだ。いや、藍川が重いというわけではなく、身長の問題で。

「あ、藍川、どうしたんだよ？」

　ふんわりとした女の子の感触にドキドキしつつ聞いてみるが、彼女は俺の首に腕を回し、首元に顔を埋めたまま動こうとしない。

　……あのどんな時でも落ち着いた雰囲気の藍川が、ここまで怯おびえるなんて。やっぱ、お化ばけ屋や敷しきなんて入らないほうがよかったな。もっと彼女の希望聞いてやるべきだった。

　慰なぐさめてやらないと、と思い、彼女の背中をとんとんっと親が子供にするように叩たたいてやる。

「大丈夫、幽ゆう霊れいなんて出てきても、俺がやっつけてやるからさ」

　慈いつくしむような声音で言う。月ならこういうことを言うと落ち着いてくれるんだ。

　そのままでいると、藍川の体から力が抜けてくるのがわかる。

　恐怖も収まってきたのか、やがて彼女の呼吸も穏おだやかになり始めた。草むらの、おそらくスタッフも空気を読んでくれたのか、さらに脅おどかしてくる気け配はいはない。

　人工のドームの中で、本物の夜のような静けさを感じていると、

「……小鳥遊たかなしさんは、やっぱり優やさしいですわ」

　藍川がぽつりと、そんなことを呟つぶやいた。

　……なに、俺が優しいって？

「べつに優しくなんかないと思うけど……普通だろ？」

　目の前で怖がってる人がいれば、怖くなくなるまでこうして傍そばにいてあげるのは当然のことだ。優しいなんて言われるようなことじゃないと思う。

　そう思っていたのだが、藍川は首を振る。

「いいえ、優しいですわ。ひみこちゃんが小鳥遊さんにすぐに懐なついたのも、きっとあなたが優しい人だったからだと思うのです」

「……そう、かなあ？　ひみこはアレ、誰だれにでも懐くだろ？」

　あいつは文字通りの子犬系だ。エサをあげれば誰にでもきゃんきゃん着いていきそうなタイプに見える。

「あの子は頭が良い子ですし、誰にでも懐くわけではないと思いますわ。だからきっと、小鳥遊さんの優しい所が好きになったのだと思います」

「……ふーん」

　……まあ、好きって言われて悪い気はしない。時々ヘンだけど、なんだかんだで可愛かわいい奴やつだもんな。

　ひみこの無邪気な顔を思い浮かべていると、

「……それに私も、ひみこちゃんの気持ち、わかりますし」

　かろうじて聞き取れるくらいの、小さな声だった。

「ひみこの気持ち？　なに言って──」

　言葉は藍あい川かわの行動に遮さえぎられる。彼女は首元に埋めていた顔を離はなし、俺おれと顔を向かい合わせた。

　吐息が触れるほどの至近距きよ離り。しかもその夜よ露つゆに潤うるむような瞳ひとみは、俺の瞳に逸そらすことなく向けられている。

　心しん臓ぞうが口から飛び出すかと思った。月つき以外の女の子と、ここまで顔を近付けるのは生まれて初めてなのだ。頰ほおが焼きごてを当てられたように熱あつくなり、呼吸をするのも苦しくなる。

「……ほら、他ほかの男性とはこんなに近付けないのに、小鳥遊たかなしさんなら、全然怖くない。むしろ、なんだか安心しますわ」

　そうは言うものの、藍川の瞳もやはり小刻みに揺れていた。

「あ、藍川、近いって……」

　彼女は俺の言葉には反応せず、離れようともしない。

　しかし長い睫まつげを震ふるわせ、なにか物思うように目を伏せた。

　しばし逡しゆん巡じゆんするような沈ちん黙もく。

　やがて再びその目ま蓋ぶたが開かれ、潤んだ瞳が俺を捉とらえた。そして、月よりもややふっくらとした唇がゆっくりと開かれる。

「…………キス」

「……え？」

　小さすぎる声を聞き取れず、問い返すと、彼女は声を体の底から押し出すようにして、

「…………キス、しませんか？」

　思わずまた『え？』と声を出しそうになったが、寸前で堪こらえた。

　──き、キス？　キスって言ったら唇と唇を合わせるアレだよな。恋人同士がやるやつだ。うん、それはわかる。

　でも、なんでそれを藍川が俺と……？

「さっき、ひみこちゃんに聞いたのです」

　彼女は俺を見つめたまま、話し始める。

「幽ゆう霊れいというものは、仲なか睦むつまじい男女には特に生命のオーラを感じるから、近寄って来ないのだと」

　………………。

　………………は、はい？

「え…………？　オーラ？」

　頓とん狂きような声で問い返してしまう。……あ、あのアホの子め。とんでもないデタラメ教えてるし……！　なにが生命のオーラだよ、そんなの聞いたことないぞ……！　新あら手ての超能力バトルマンガの設定かなんかかよ……！

　騙だまされてしまった純真な藍あい川かわは、頰ほおを桃もも色いろに染めながら、うっすらと目を細め始める。

「だから、キ、キス。キスすれば、きっと幽ゆう霊れいなんか、みんな逃げ出すと思うから……」

　お前は騙されてる、と口を開く前に、彼女は目を閉じてしまった。

　眼前の藍川は少しだけ背伸びをして俺おれの首に手を回し、目を閉じて唇を僅わずかに突き出している。その体は僅かに震ふるえており、彼女が前に言っていた通り、キスの経けい験けんなどないのはなんとなくわかった。

　──俺が、藍川とキスするのか？　学園のアイドル的存在の彼女と、キスを……？

　目の前の光景に現実味がなかった。なんでこんなことになっているのか……そうだ、ひみこ、あいつがヘンなこと藍川に吹き込むから、こうして妙な事態に陥ってるんだ。藍川は騙されてるだけなんだから、説得すればキスなんて──

「小鳥遊たかなしさん、お、おねがいします……」

　その声には、なにかを求めるような色が込められていた。

　──ちょっと待て。本当にキスしたいって思ってるのか？　そういうのは好きな人としたいって、お前、言ってたじゃないか。なんで俺なんかとこうして向き合ってるんだよ……。

　そう聞きたかったのだが、口は開くだけで言葉は出てこなかった。俺は本当に、月つき以外の女の子に免疫がないのだ。友達関係にはなれても、それ以上の関係になりそうになったことは一度たりともない。

　一体どうすればいい。『キスしない』ってはっきり言えばいいのか？　でも、藍川は……してほしいって言ってる。

　だけど、キスは好きな人とするもんだから、だから、俺は、俺がキスするのは……？

　一いつ瞬しゆん、藍川の顔が、いつも眠たげな目をした幼おさな馴な染じみの顔に重なって見えた。

「………………っ!!」

　駄だ目めだ。やっぱり俺は藍川とキスなんてできない。断らないと……!!

　彼女の肩を摑つかみ、力を入れてその体を離はなそうとすると──




「だ、だめっ!!」




　突然、聞き慣なれた幼馴染みの声が耳に飛び込んできた。ただし、その声は他人のものと思えるほどに鋭するどかった。

　驚おどろいて藍川から顔を離し、声が聞こえてきた草むらの方に目を向けると、

「つ、月つき……」

　小柄な幼おさな馴な染じみが草むらの中から立ち上がり、胸に片手を当ててこちらをじっと見つめていた。その横にはひみこらしき小さな人ひと影かげが見える。

　息が止まりそうになりながら、彼女の姿を見る。月はどこか悲壮感のある顔をしており、静かな迫力すら感じられた。

　──この表情、宿泊訓練の時と似てる。俺おれと藍あい川かわがくっついてた時、こいつはこういう顔をしてたはずだ。しかも、今はあの時よりも数段顔に浮かんでいる動揺が強い気がする。

「氷ひ坂さか、さん……？」

　目を開けた藍川も、月の方を見ながらぽつりと口にする。

　俺ははっとして彼女の体を遠ざけた。今、藍川とくっついているのはまずい……!!

「つ、月、落ち着いて、まずは俺の話を聞いてくれ、な？」

　そう言いながら藍川から離れ、月の方へ近づこうとする。彼女は首を振り、俺を拒こばんでいるように見えた。

　それでも一歩、足を踏み出した瞬しゆん間かん──

「うぅ…………っ」

　月は呻うめくような嗚お咽えつを残し、俺に背中を向けて走り出してしまった。

「ま、待てよ月!!」

　慌てて追いかけ──ようとして、藍川と草むらから顔を出したひみこが呆ぼう然ぜんとしているのに気付く。

「え、えーっと……、つ、月、トイレみたいだから、俺もついていってくる!!　ひみこ、藍川が怖がらないように一いつ緒しよにいてやってくれよな!!」

　それだけ言い置いて全力で走り出す。暗い中に月の背中がぼんやりと見えた。

　──この距きよ離りなら、余裕で追いつける……!!

　ぐんっとスピードを増し、木々の合間を走る。途中、脅おどかし役のスタッフらしき人とすれ違ったが、注意される前に俺は走り抜けていた。

　そして、一分もかからないうちに、

「──捕まえたっ」

　俺は月の腕を右手の中に収めていた。

「や、放して……っ」

　手を振りほどこうとしてじたばたと暴あばれる。非力なはずの月なのに、もがく力は思った以上に強い。俺は放すまいと彼女の手首をしっかりと摑つかみ、もう片方の腕も摑んで、その小柄な体を近くにあった木の幹にぐっと押し付けた。

「月、ちゃんと話聞いてってば……!!」

「聞きたくない……っ」

　彼女は涙を流し、俺おれから必死に顔を逸そらそうとしている。拒こばまれている事実に胸が激はげしく痛んだが、今は無む理り矢や理りにでも話を聞かせないと……!!

「あのな、月つき。さっきのは違うんだ。俺は別に、藍あい川かわにキスしようとか、そんなことは全然思って無かったんだよ……!!」

　月は力無く眉まゆ尻じりを下げる。

「うそ、肩抱いて、キスしようとしてたくせに……」

「ち、違うって。あれは藍川のこと、遠ざけようとしたんだよ。……その、藍川とキスはできないって思ったから」

　彼女はぴくっと肩を揺らし、ゆっくりと顔を上げた。暗がりの中でも、目が充血してしまってるってことはなんとなくわかる。

「……どうして、キスできないって思ったの？」

　あの時のことを思い出し、彼女の目を見ながら答える。

「……お前の顔が、頭に浮かんだから。その瞬しゆん間かん、なんでか自分でもよくわからないけど、藍川とはキスできないって思ったんだ」

　正直な言葉だった。自分でも理由はよくわからなかったのだ。とにかく、藍川とこんなに近づいてはいけないと思った。

　月は俺の目をじっと見ていたが、噓うそを言っていないとわかったのか、ようやく体から力を抜いたようだった。

「……ごめんなさい。取り乱して」

　その細い腕から手を放し、ぽんっと頭を撫なでる。

「謝あやまることない。……むしろ俺がごめんって言わなきゃいけないと思うし」

　月が小首を傾かしげて俺を見上げ、

「どうして？」

「……わかんない。でも、なんか謝りたいんだ。ごめん」

　ぺこりと頭を下げる。と、彼女も頭を下げようとする。

「私も、取り乱してごめ──」

「お前は謝らなくていいから。悪いのは俺だけなんだから」

　月が謝ろうとしたのを止め、頭を上げさせる。

　さっきまでのこいつは、宿泊訓練の時とは比べものにならないくらい、感情が表に出ていた。あの時は彼女はトイレで泣いていたが、今はなりふり構わずに泣きながら取り乱してしまっていたくらいなんだから。

　それもすべて、俺が藍川とキス──しようとはしてないけど、傍そばから見ればキス寸前に見える状態にいたからだ。

「真しん一いち」

　名を呼ばれ、顔を上げると、月つきが俺おれを真正面から見つめていた。その目には哀あい願がんするような、切実な感情が籠こもっているように見える。

　彼女は俺の脳に染みこむような声で言う。

「私、真しん一いちと誰だれかがキスするの、見たくなかった」

「……ああ」

　よくわかった。月を置いて、他ほかの奴やつとキスなんてするべきじゃないし、俺もしたくない。

　ぽんっと彼女の頭に手を置き、ゆっくりと撫なでる。しかし月の表情はまったく晴れる気け配はいがない。

　藍あい川かわとあんな状況になったお陰で、この前、月達がキスで盛り上がっていた理由を身をもって理解した。

　──キスっていうのはきっと……ものすごく、大切なことなんだ。
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　月と一いつ緒しよに藍川達の所へ戻ると、二人ふたりは木に背中を預けて俺達を待っていた。

　ひみこはそわそわとしており、藍川はなにやらぼーっとして宙を眺めている。二人ともどこか様よう子すがおかしい。

「おーい、ただいまー」

　木々の合間を抜けてそう言うと、ひみこが気付いて駆け寄ってくる。なにか期待しているように見えるけど……、

「ど、どうでした？　なにかしちゃいましたかっ？」

「なにかって……？　べつになにもしてないけど？」

　ひみこがなにを言っているのかよくわからず、首を傾かしげる。彼女は「あれ？」と頓とん狂きような声で言って、俺と月を交互に見ていた。

「……お、おかしいなあ。うまくいったと思ったんだけど……」

　腕を組んで呟つぶやくひみこを横目に、藍川に顔を向けると、視し線せんが正面からがっちり合ってしまった。

「…………っ」

　彼女は目を逸そらし、体を縮ちぢませていた。なんだか気まずくて、俺もすぐに顔を背ける。

「さ、先に行こうぜ。早く出ないと閉園時間になっちまう」

　三人を促し、先に進むことにする。

　それから出口までは何事もない道が続いていたが、俺達の間にはほとんど会話が無かった。




　お化ばけ屋や敷しきから出ても四人の間には沈ちん黙もくが漂っており、会話らしき会話もない。明るいはずのひみこも黙だまったままだったので、どうにもしんみりとした雰囲気になってしまう。

　このまま帰るのも寂しい気がする。

　だから俺おれ達は、最後に観かん覧らん車しやに乗ることにしたのだが──

（…………し、静かすぎる）

　観覧車のゴンドラの中には沈ちん黙もくが満ちている。三人ともそれぞれ物思いにふけっているようで、景色けしきも見ずに俯うつむいたり、ぼんやりと視し線せんを宙に向けていた。

「…………」

　月つきは視線を俺に向けている。憂うれいを帯びた顔。なにやら考え込んでいるようだった。

「……私ったら、さっきはあのような大胆なことを」

　藍あい川かわは下を向き、頰ほおを手で押さえながら時折なにかをぶつぶつと呟つぶやいている。

「よし、それじゃあ次はもっと過か激げきな作戦に……」

　ひみこは……またなんかヘンなこと言ってるし。こいつ、今日きようは一日中どこかおかしかったな。浅あさ井い兄に報告しといた方がいいだろうか。

「はあ……」

　ため息をついて、窓の外に目を向ける。遠ざかる地上ではしゃぎまわっている子供達の姿が見えた。楽しそうで羨うらやましい。

　目を瞑つむると、お化ばけ屋や敷しきで目前に迫っていた藍川の顔、それに宿泊訓練の後、家でキスしそうになった時の月の顔が頭に浮かぶ。

　キス、かあ。

　キスって、どんなのなんだろうな……。







[image: 第四話]
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「あん、真しん一いちせんぱい、そこ、違います……」

「んー……、じゃ、ここか？」

「やんっ、そんなところ……」

「あーもう、じゃ、こっちだな。こう、ぺたぺたと……」

「あ、あっ、大事なところですから、優やさしくおねがいしますっ……」

　ぺたぺた。

「あン、やーっ、黒いの、おっぱいについちゃいますぅっ！」

「こら、大声でヘンなこと言うな!!」

　横から口出しばかりしてくるひみこの額ひたいにぺしっとチョップする。

「……ったく、さっきからヘンな声出しやがって」

　ひみこは額をさすりながら、てへへ、と舌を出した。……まあ、俺おれもちょっとやり方が雑だったかもしれないけどさ。

　周囲を見回す。我が小鳥遊たかなし家けのリビングには、普ふ段だんとは違う光景が広がっていた。

　部へ屋やの中にいるのは俺と月つき、それにひみこ、藍あい川かわの四人。月はシャツとズボンの男装姿。藍川はこの前とは違い、丈たけが短めなスカートとツーピースの、ちょっと某制服の有名なファミレスっぽい可愛かわいらしいタイプの服を着ていた。たっぷりした胸元が強きよう調ちようされるような服なので、少しドキっとする。

　藍川を見ていると意い識しきしてしまいそうだったので、俺は机に肘ひじをついてひみこを半目で睨にらみ、

「…………なあ、ひみこ」

「え、なんですか？」

　ぱっちりと愛あい嬌きようのある目をこちらに向けるひみこ。その片手に握られているのは、漫画執筆用のＧペンだ。それを見ながら、俺はため息をつく。

「……あのな、今日きようは七夕たなばたパーティじゃなかったのかよ？」

　呆あきれ顔がおで言いつつ、片手に持った筆ペンをくるんっと回す。

「あ、あ、ダメですよっ。原稿にペンが落ちたらどうするんですかっ」

　原稿ねえ……。

　ガラステーブルに乗っている紙の群れを眺める。原稿の一枚一枚がきっちりとコマ割りしてあり、どれにもびっしりと人物、背景イラストが描かき込まれていた。

「なんで俺達が同人誌作りの手て伝つだいなんてしてんだ……」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、再び重いため息。

　テーブルの上には、原稿、インクなどの漫画執筆用具一式が乗っている。ウチのリビングは、臨りん時じの作業場と化していた。

　さっき俺おれがやっていたのは、原稿の黒い部分への色塗り。いわゆるベタ塗りというやつだ。

　……ったく、なんで俺がこんなことを……ひみこの指示あやふやでわかりにくいし、いきなり、お、おっぱいとか叫ぶし……。

「あ、真しん一いちせんぱい、これもおねがいしますっ」

　さらに一枚原稿用紙が目の前に差し出される。そしてそこに描かれているのは、全裸に剝むかれてなにやらいやらしいことをされている女の子の絵……エロい。

　……おかしいなあ、なんでこんなことになってんだろ。




　ひみこから「七夕たなばたパーティやりませんかっ」という誘いを受けたのがつい先日のことだった。パーティ会場は俺の家。メンバーは遊園地に行った四人組だ。

　あれから俺、月つき、藍あい川かわの三人は少し関係がぎくしゃくしていたし、このパーティで普ふ段だん通りに戻れればという思いもあり、ＯＫすることにした。藍川が家に来ることで月が女だとバレるかも……とも思うけど、ちゃんと家の中を片付けて、月の性別を匂におわせる服や下着などを隠しておけば大丈夫なはず。

　そして七月七日、パーティ当日──




「ほらほらせんぱいっ、ボーッとしてる暇なんてないですよっ。手を動かしてくださいっ」

　こんなことになってるってわけだ……。

　ひみこはどうやら最初から俺達に同人誌作りを手て伝つだわせるつもりだったらしく、ウチにやって来ていきなり「同人誌手伝ってください！」と言い出したのだ。切せつ羽ぱ詰つまった様よう子すだったから受け入れたんだけど……、ここまで量が多いとは思わなかった。

「だましやがったなひみこ。これじゃパーティどころじゃないだろーが……」

「まあまあ、ほら、笹ささもあることですし」

　ひみこが窓の外を指さす。ベランダには人の背丈ほどの笹が置かれ、さらさらと葉が風に揺られて音を立てていた。

　彼女は悪びれずに笑え顔がおになり、

「おねがいごとも叶かなったじゃないですかっ」

「……お前の願ねがい事ごとだけな。しかも七夕も笹も関係ねえし」

　呆あきれてつっこむ俺に構わず、ひみこはさらに一枚、ページの至る所に×印のある原稿を渡してくる。この印のところを筆ペンで塗っていくらしい。作業自体はそんなに難むずかしいものじゃない、けど……。

　他ほかの二人ふたりを見る。藍川は俺の向かい側に座っており、月はひみこの対面。二人とも時折顔をぴくぴくと痙けい攣れんさせながら作業を進めている。……必死そのものって感じだな。

　この二人ふたりは、ついさっきまでは顔を真まっ赤かにして作業ができないほどだった。……特に藍あい川かわは指が震ふるえてペンが持てないくらいだったからな。

　なぜかというと、ひみこの描くこの漫画の内容が問題なのだ。

　タイトルはまず『めぐたんの憂ゆう鬱うつ』。……タイトルは普通なんだ。タイトルは。

　しかしストーリーはインパクト抜群。恵めぐみという名前の女の子が、クラスメイトの一見お人ひと好よしだが内に迸ほとばしる性欲を隠し持つ男子にひたすら襲おそわれ続けるという、十八歳未満はちょっと見ないでねといった内容だった。

　……でもまあ、それだけならまだいい。いや、中学生のひみこがそんなの描かいてる時点でいいわけねえだろとか言われそうだけど、そこはひとまず置いといて。

　最大の問題は、この恵というヒロインだった。巨乳でスタイル抜群、おしとやかなお嬢じよう様さま、と、設定からデザインまでどう見ても藍川をモデルにしているとしか思えないのだ。……前にひみこが『恵せんぱいみたいなヒロイン描いてる』とは言ってたけど、ここまで似てるとは思わなかったぞ。名前一いつ緒しよだし、訴えたら勝てるくらいのレベルじゃんか。

　藍川はもちろん俺以上に驚おどろいたようで、原稿を見た瞬しゆん間かんに卒倒してしまったくらいだ。……無理もない。

　月もこの大人おとな向けな内容には抵抗があるみたいだったから、二人には比較的大人しめの原稿を渡してベタを塗ってもらってるんだけど……、辛つらそうなことに変わりない。二人とも、脂あぶら汗あせ浮かべてるくらいだもんな。

　心配していると、藍川が別の原稿を手に取ろうとしているのが見えた。

「あ、それはちょっと過か激げきだから、藍川は別のやつを……」

　そう言って手を伸ばすと、俺達の指先がちょんっと触れ合う。

「…………っ!!」

　瞬間、藍川が火にかけたヤカンに触れたように手を引っ込める。

「あ、悪い……」

「い、いえ……」

　彼女は俯うつむき加減に、俺と触れた指を押さえていた。二人ともなにも喋しやべらない。

　……う、ちょっと気まずい雰囲気かも。なんか会話を……。

「……えと、藍川は、作業キツくないか？」

　そう聞いてみると、藍川は額ひたいの汗を拭ぬぐってこちらに一瞬だけ顔を向け、すぐに下を向いた。そして原稿の絵を見て、そのすらりと伸びた眉まゆを歪ゆがめる。

「だ、大丈夫ですわ。どうということはありません」

　……そんな震ふるえる声で言っても説得力ないって。俺だって、なんだかんだで結構辛つらいんだぞ？　作中で藍川似のキャラ襲ってる男って、ちょっと俺に似てるような気がしないでもないし。

「……月つきはどうだ？」

　視し線せんを転じると、静かに深呼吸している月の姿があった。さっきから何度もやってるような気がするけど……常に自分を落ち着かせてないと、この苦行に耐えられないって感じかな。

　彼女は俺おれの方を見ずに、質問からやや間を置いて、

「ん、大丈夫」

　短い返答。声に抑揚がないのはいつも通りだが、少し素っ気ない気がした。……こっちも、ちょっと気まずい感じがするんだけど。

　会話しにくい空気に息が詰まり、窓の外へと目を向ける。

　集まったのが二時頃ごろだったので、まだまだ外は明るく、日が落ちる気け配はいはない。藍あい川かわの迎えが来るのは夜の九時頃らしいから、時間はあると言えばあるんだけど……この原稿の量だと、もしかするとパーティはできないかもな。

「真しん一いちせんぱい、手を動かしてくださいってばっ」

「わ、わかったよ、もう……」

　ひみこはおちゃらける時はいつも通りだが、黙だまっている時はなにかに追い詰められているような、切迫した顔になっている。スケジュールが相当ヤバいらしい。

「……ったく、個人の仕事なんだから、ちゃんと家で済ましとけよな」

　ぼやきながら作業に戻る。さっさと終わらせてメシが食いたい。

　……でも、あとどのくらいで終わるんだろ。まだまだゴールは見えないぞ？







　それからは四人とも、黙だまりこくって仕事にかかっていた。作業の音と、笹ささの葉のさらさらという音だけが我が家のリビングに響ひびいている。

　月達の様よう子すを窺うかがいながら、黙ってぺたぺたとベタを塗る単たん調ちよう作業をしていると、自然と記き憶おくの中に思考が向かう。

　……やっぱり月と藍川の様子がおかしいのは、あのキス未遂が原因なんだろうな。

　遊園地でのキス未遂。お化ばけ屋や敷しきでの出来事は、俺の頭にも強く焼きついている。眼前に迫っていた藍川の整ととのった顔と、ふっくらした唇……。

　……あの時の藍川、本気だったのかな。演技であんなことできる女の子じゃないし、だとしたら、ホントにキスしようとしてたってことか？　でも、学校では高たか嶺ねの花と言われるような存在の藍川が俺のことを好きとは思えないし。やっぱり、恐怖で頭の中がごちゃごちゃになってたからやっただけなのかな？

　……もちろん、月のことも気になる。俺と藍川がくっつくのをあいつがかなり気にするっていうのは、前の宿泊訓練の経けい験けんから知ってる。でも、あれは宿泊訓練が終わったあたりで、ある程度解決してると思ってたんだけど……実際は、そんなことは無かったってことか。

　藍あい川かわとの関係、月つきの考えていること、どうすれば解決できるんだろ。気まずいまま生活するのはやっぱり嫌いやだし、なんとかできないもんかな……。

「あ、せんぱいっ、ベタはみ出しちゃってますよっ！」

　ひみこのよく通る声が耳に飛び込んできて思わずびくっと体が震ふるえ、

「……っと」

　肘ひじになにかが当たった感覚。続いてことんっと床に物が落ちる音が聞こえた。

「あらら……。もう、なにしてるんですかせんぱい。消しゴム落ちちゃいましたよ？」

「わ、悪い。ちょっとぼーっとしてた」

　呆あきれ顔がおのひみこにスマンスマンと謝あやまりつつ、テーブルの下に落ちた消しゴムを取ろうと身を屈かがめて、

「う…………!?」

　つい、対面の藍川の方を見てしまった。彼女の膝ひざ頭がしらから柔らかそうなふともも、そしてスカートの中の白い下着までが瞳どう孔こうに飛び込んでくる。

　……う、奥の方まではよく見えないけど、やっぱお嬢じよう様さまだけあって白なのか。生き地じは……シルク？　はっきりとはわからないけど、どことなく高級感が漂ってる気が──って、なにガン見してんだ俺おれ……！

　弾はじかれるようにして体を起こそうとすると、

「いてっ……！」

　ごつっと頭がテーブルに当たってしまった。

「あ、原稿がずれて……ってそれよりも、だ、大丈夫ですか、小鳥遊たかなしさんっ……」

　あたふたしながらもこちらを気き遣づかうような声と共に姿勢が変わり、膝が少しだけ開かれて、さらにはっきりとふとももの合間の白い布地が見えるようになる。センターのぷっくりした肉質まで目に飛び込んできて、どくんっと胸が高鳴った。下着はやはりシルクか、フリフリした装飾までついているのがうっすらと見える。薄うすぼんやりとした白い肌は、ふわりと立体感を持って俺の視し線せんを惹ひきつけて──

「………………………………………………はっ!?」

　あぶねえ、また凝ぎよう視ししてしまった……。

　すう、と一つ息を吸い、何事も無かった風を装って体を起こす。

　藍川は見られていたことに気付かなかったのか、俺に心配げな視線を向けていた。

「……痛そうな音がしましたけれど、大丈夫でしたか？」

「あ、ああ。大丈夫」

　彼女はほっとした様よう子すで、再び原稿作業に戻る。……すまん藍川。心配してくれたのに、覗のぞきみたいなことしちまった。

「…………えっち」

　小さな声に、びくっと肩が跳ねた。

　声の主、月つきは原稿に目を落としたまま、黙もく々もくとペンを動かしている。や、やば、気付かれてる……！

「……ご、ごめんな？」

　一応謝あやまると、月は一いつ瞬しゆんだけ動きを止めて、ちらりとこちらを一いち瞥べつしてから仕事に戻った。……うぅ、わざとじゃないんだよ、月。そんな怒らないでくれ。

　藍あい川かわは俺おれ達にきょとんとした目を向けていたが、ひみこは彼女と違ってにんまり笑え顔がおをこちらに寄せて、小声で聞いてくる。

（何色でした、せんぱい？）

　……こいつ、仕事に集中してると思ったら、こういう時はよく見てやがる。

　答えないでいると、彼女はさらにいやらしい笑えみを深めた。

「うふ、ねがいごと、一つ叶かなったじゃないですか」

　……願ねがってねえよ。

　俺はわざとらしく小さなため息をつき、

「ま、まったく、そもそもなんでこんなことさせられてるんだか。スケジュール管理くらいしとけよな……」

　このままだと覗のぞいてたのが藍川にバレそうだったので、話を変えるために呆あきれ顔がおでそう言うと、ひみこは痛い所を突かれたのか声を詰まらせて大人おとなしくなった。

　ひとまずバレずに済んだようでほっとしていると、黙だまったばかりのひみこがなにか思い出したように「あ」とまた顔を上げ、

「話は変わるんですけど……真しん一いちせんぱい。頼み事があるので、あとで聞いてくださいねっ」

「頼み事？　なんだよ。お願い事は笹ささの葉に飾るもんだぞ」

　ベランダに置いてある、人の背丈ほどの竹を指さす。

　しかしひみこは笹ではなく俺を見据え、

「織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしに叶えてほしいんじゃなくて、せんぱいに叶えてほしいおねがいごとなんですっ」

「……ふーん、まあ、俺にできることなら、あとで聞いてやるから」

　彼女は「はいっ」と無邪気な笑え顔がお。……ちょっとヘンなところがある奴やつだけど、後こう輩はいに頼られるってのは、やっぱり悪い気はしないな。

　俺も口元を弛ゆるませて原稿に目を落とし、作業に戻る。

「……今日きようこそはくっつける……恵めぐみせんぱいと月せんぱい……どちらかをくっつけてみせます……」

「ん、なんか言ったか？」

「いえ、なにも言ってないですよ？」

　ペンを動かしながら即答される。……なんか聞こえたと思ったんだけど、気のせいか。




　　　　＊




　それから三時間ほど作業して、早めの夕食を食べた後は食休み。飲み物片手に小休止だ。

「あー……疲れた」

　満足した腹を撫なでつつ、べったりと床に寝転がる。ったくもう、なんで七夕たなばたのパーティって日にこんなことをしないといけないのか。もっとこう、パーティゲームとかやるんだと思ってたのに。

　顔を傾け、窓の外を見る。もう日が落ちかけ、夕ゆう陽ひが町を赤く染めていた。

「これならどうにか間に合いそうですねー」

　ひみこはのんびりとコーラを飲んでいる。……ほんと、マイペースなやっちゃな。お前が元凶なんだぞ？

「ふふ、小鳥遊たかなしさん、お疲れですわね」

　さっきまで目を合わせてくれなかった藍あい川かわも、だらけた俺おれを見てくすくすと微笑ほほえんでいた。あー……、だらしなく見えちまったか。どうも家だとリラックスし過ぎてしまう。

　くあ、と欠伸あくびをしながら起き上がろうとすると、ひみこが俺達三人を見て「そういえば」と呟つぶやいて、

「みなさん、あれからキスとかやってみましたかっ」

　いきなりそんなことを言い出し、俺達三人は一斉にびくんっと反応した。

　だ、だから、その単語は出すなってのに……！

「あっ……っ」

　と、月つきの小さな声と、なにかが床に落ちるゴトッという音が聞こえてくる。

　驚おどろいてそちらに目を向けて──なにがあったのか一目でわかってしまった。

「ああ、零こぼしちゃったのか……」

　月は困ったように眉まゆを寄せて頷うなずいた。彼女の服は、お腹なかあたりからズボンにかけてすっかり水を吸ってしまっていて、床にはコーラの入っていたコップが転がっている。……中身は空っぽで床にもあんまり零れてないから、ほとんど服の上にぶちまけちまったってことか。

　ひみこは探偵のように顎あごに指を当てた。

「むむ、今の反応はやはり……？」

　……なにを訝いぶかしんでるのか知らないけど、それどころじゃないっての……っつーか、お前がいきなりキスなんて言うから零しちゃったんだぞ？

　月は服の濡ぬれた部分を指で摘つまみ、肩を落として小さくため息をついていた。

「氷ひ坂さかさん、着換えてきた方がいいのではないですか？」

　藍あい川かわがティッシュで床に零こぼれた分を拭ふきながら心配げな声をかける。……たしかに、ちょっとこれは、下着にまで染みちまってるかもしれないからな。コーラはべとつくし、このままだと気持ち悪そうだ。

「……ん、そうする」

　月つきは立ち上がってリビングを出ていく。俺おれはその後を追い、廊下で彼女の肩を叩たたいて小声で話しかけた。

「ついでにシャワー浴びてこいよ。べたついてイヤだろ？」

「ん……でも、藍川さんが」

「藍川は大丈夫。リビングに引き留めとくから。ただ、あんまゆっくりしちゃだめだぞ？」

　月は少しの間リビングの方を気にしていたようだったが、やがて頷うなずいて、着換えを取るために自分の部へ屋やへと戻っていった。

　それを見送ってリビングに戻り、

「月、着換えるついでにちょっとシャワー浴びてくるってさ」

　何気なく言って元の所に座ると、ひみこがことっとテーブルにコップを置いた。

「それじゃ、わたしたちは作業を再開しましょうかっ」

「あー、またやるのか……」

　肩を落とすと、ひみこはむんっと胸を張り、

「当然ですっ、締しめ切きり前の同人作家に休息なんてないんですっ」

　……俺達は同人作家じゃないんだけどな。

　ひみこは乗り気でない俺や藍川に構わず机の上に再び原稿を並べ、準備を始める。

　……仕方ないな。こうなったら、完成するまで大人おとなしく手て伝つだってやるか。




　そんなこんなで作業を再開。十五分ほど経たって──




「あの、小鳥遊たかなしさん……」

　藍川がなにやら下を向きつつ、もじもじと体を揺らしながら俺の名前を呼んだ。

「ん、どうしたよ？」

「え、えっとですね……」

　彼女の頰ほおがほんのりと火ほ照てっているように見える。……あ、もしかして、暑いのかな。

「暑いなら、エアコン入れようか？」

「い、いえ、寒くなると逆に困るというか……」

　どうにも要領を得ない。なにが言いたいんだ？

　と、ひみこが俺に向かって呆あきれたように肩をすくめ、藍川に助け船を出した。

「真しん一いちせんぱい。恵めぐみせんぱいはお手洗いに行きたいんですよ」

「……あ、そういうことか」

　藍あい川かわは恥ずかしいのか、朱の差した頰ほおに手を当てる。恥じらい方まで上品だ。

「えーっと、トイレは──」

　廊下出て左にずっと行ったところ、と答えようとして、躊躇ためらった。

　トイレのすぐ傍そばには浴室があるのだ。現在、そこでは月つきがシャワーを浴びている。もし鉢合わせでもしたら……、あいつが女だって一発でバレてしまう。藍川がトイレの場所を間違えないように俺おれもついていって、戻りがけに月にも注意するよう言っておけば……なんとかなるか？

「こっち、ついてきてくれ」

　……よし、それでいこう。月のことがバレないように、細心の注意を払わないとな。

　藍川を連れてリビングを出ると、シャワーの音が響ひびいてきた。

「えっと、藍川。いま、月がシャワー浴びてるから、洗面所には入らないようにな」

「あ、はい、わかりました。……ま、またアレを見てしまうのは、困りますし」

　彼女はほっぺたをぽっと赤らめ、シャワールームから大おお袈げ裟さなくらいに目を背けた。

　アレ……、ああ、宿泊訓練の時に見た俺の股こ間かんのことか。それは……たしかに嫌いやだろうな。

　トイレまで案内し、彼女が中に入って鍵かぎを閉めたのを確かく認にん。さて、月に注意しとかないとな。

　藍川に聞こえないように、浴室に繫つながる洗面所のドアをそっと開け、中に入る。

　と、ふと、シャワーの音が止まったのに気付いた。

　ガララッ。

「………………………………………………え？」

　浴室の戸を開けた女の子と、正面から目が合った。

　少しの間、沈ちん黙もく。長い髪を艶つややかに湿らせた彼女と真っ正面から見つめ合う。
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　視し線せんを少し逸そらすと、小柄な彼女の乳白色の肌と、腹部のちょこんとした臍へそが目に入る。肩から流れる髪で胸は隠れているようだったが、よく見ると桃もも色いろに色づくなにかが見えてきそうな気がする。そして、視線は下の方へ降りていき──

「いてえ!?」

　パッカーンっと、脳天に石せつ鹼けんが投げつけられた。

　ささっと戸の陰に隠れた月が、顔を林檎りんごみたいに真まっ赤かにして文句のセリフを投げつけてきそうだったので、慌てて口に人差し指を当て『喋しやべるな』のジェスチャーを取る。

（なんで入ってくるの……っ）

　恥ずかしげな月から棘とげのある小声。俺は頭をさすりながら小さな声で、

（トイレに藍川がいるから、注意しにきただけだって！）

　言いつつも、視線は戸の陰から覗のぞく彼女のほっそりした肩に向いている。肌がほんのり上気してて、ちょっと色っぽいような──

（はやく出てって……っ）

　月つきがシャンプーを投げつける姿勢を取るので、俺おれは慌てて外に出ようとして、

（ご、ごめんなー、わざとじゃないからなー）

　ドアを閉める際に小声で一応謝あやまり、リビングへと戻る。もう『わざとじゃない』ってセリフ、何回言ったかわかんなくなってきたな……。

「おかえりなさーい……って、あれ？　額ひたいが赤いですよ？」

　ひみこが不ふ思し議ぎそうに目をぱちぱちさせて聞いてくるので、「気にすんな」とだけ言ってテーブル脇わきに座る。

　裸覗のぞいて石せつ鹼けん投げつけられた、とか言ったら、こいつのことだからまたニヤニヤからかってきそうだ。黙だまっとこう。




　　　　２




「おっしゃー、終わったー……」

　指定されたベタ塗りを終え、壁かべ際ぎわに移動しておいたソファにどっさりと寝転がる。

「みなさんっ、ありがとうございましたっ。これでどうにかなりそうですっ」

　ひみこの感かん謝しやの言葉に、ぶらぶらと手を振って応こたえる。……そりゃ、こんだけ手て伝つだったんだからな。間に合わせなきゃダメだろうよ。

　月つきと藍あい川かわも肩の力を抜いて、ほうっと息を吐いている。……俺おれより断然辛つらかっただろうな。お疲れさん。

　外を見ると、もうすっかり日は落ちて真っ暗。とんだパーティになったもんだ……。

「あっ！」

　突然ひみこの声が聞こえてきて、外に向けていた目をそちらに向ける。

　そこには原稿を手に固まっているひみこの姿。……どうしたんだ？

「どうしよう、まだ四ページ残ってた……」

　彼女は大おお袈げ裟さなくらいにがっくりと肩を落とした。そのひみこらしくない様よう子すに眉まゆをひそめる。

「四ページ残ってたって……そのくらいならどうにかなるんじゃないか？」

「だ、だめですっ、全然ネタが思いつきませんっ」

　ひみこはツインテールを振り回すようにして、ぶんぶんと首を振った。……どうも、本格的にまずいらしいな。

「なにか方法ないのか？　四ページくらいなら、なんとかすれば誤ご魔ま化かせるだろ？」

　ひみこは黙だまり込んでいたが、やがてはっとしたように顔を上げ、

「方法は、一つだけあります。でも、これは……」

　その視し線せんは俺達にちらちらと向いている。なにか物言いたげだった。

「なんだ、遠えん慮りよするなんてお前らしくないぞ？　俺達にできることがあれば手伝うから、言ってみろよ？」

　藍川と月もうんうんと頷うなずいている。……困った後こう輩はいだけど、こういう時はやっぱり助けてやるべきだと思うんだ。

　ひみこは俺の言葉を聞いて、やや俯うつむき、

「んふ、作戦成功……」

「ん？　なんだ？」

「あ、いえ、なんでもないですっ」

　彼女は元気を取り戻した様子で顔を上げる。……なんか聞こえた気がしたけど、ま、明るい顔になってくれたから良しとするか。

「あの、それならさっそく聞いてもらいたいことがあるんですけどっ。まずは月せんぱい、いいですか？」

「ん、どうぞ」

　月が応じると、ひみこは「あのですね」と前置きして、

「月せんぱい、官能小説書く気ないですか？　私が挿さし絵え入れるので、四ページ分くらい」

　突然の提案に、月はぽけっとした様子で小首を傾かしげた。

「……ひみこちゃんの、同人誌に載せるの？」

「はい。ちょっと、あと四ページもマンガを描かいている時間がないので、月つきせんぱいにお手て伝つだいしてもらえると、なんとかなると思うんですけど……」

　ひみこは月を窺うかがうように見ている。ふーむ……これはなかなか頷うなずきにくいお願ねがいじゃないか？　同人誌に載るってことは、人に見られるってことだ。月が了承するかな。

　幼おさな馴な染じみの方を見ると、やはり彼女も迷っているようで、口を閉じていた。

　俺達三人はじっと彼女に注目する。

　こちらに『どうしよう』と言いたげな目を向けてくるので、『自分で決めろ』という感情を込め、突き放すような視し線せんを返す。こいつは今まで自作を人に見られたことはないはず。商業ベースの大規模なものではないとはいえ、同人媒体で少数の人に見せるってのは良い経けい験けんになるだろう。勇気はいるだろうけど……やるなら、月が自分で踏み出すべきだと思う。

　……どうするんだ月、やるのか……？

　黙だまって見守っていると、やがて月は顔を上げ、その薄うす桃もも色いろの唇を開いた。

「……わかった、やる。人に見せるのも、大切だと思うし」

　前向きな返答。俺もひみこも笑え顔がおを浮かべる。

「月せんぱいならそう言ってくれると思ってましたっ」

「そうだな、俺もそう思ってた」

　月ってなんだかんだで積せつ極きよく的てきだもんな。ここは俺がなにも言わなくても、一歩踏み出す所だろうと思ってたよ。

　うんうんと頷いていると、ひみこが今度は俺に顔を向けた。

「あの、次は真しん一いちせんぱいと、恵めぐみせんぱいにおねがいなんですけど……」

「ん、ああ。どんなお願いだ？」

　ひみこは困ったように眉まゆ尻じりを下げて、

「月せんぱいが小説書くにしても、今からネタをひねり出して──っていうのだと、ちょっとやりにくいと思うんです」

「まあ、そうかもな。時間ないんだろ？」

「ええ。そこでおねがいがあるんですけど……」

　ひみこが俺と藍あい川かわに意味ありげな視線を向けてくる。なにか嫌いやな予感がした。

「もしかして、お前、またヘンなこと考えてるんじゃないだろーな……」

　眉み間けんに皺しわを寄せると、ツインテールの後こう輩はいは俺達にぺこっと頭を下げてきて、

「おねがいしますっ、お二人ふたりでちょっと、絡みをやってもらえないでしょうかっ」

「え？」

「からみ？」

　藍川と月が驚おどろきに声を漏らし、俺はソファに顔を埋めて「あー……」と吐き出すように呻うめく。

　やっぱりか。お前はやっぱりそういう奴やつなんだな……。

　顔を上げ、糊のりで固められたような顔になっている月つきを見て、

「いくら後こう輩はいの頼みでも、そんなことやらないっつーの」

　だから安心しろ、というように言うと、彼女の小顔からぽろりと固さが取れた。……っていうか、普通に考えろよ。ただのクラスメイトとそんなことやるわけないだろ。

「ひみこ、俺おれ達だっていつもお前の言うことホイホイ聞くほど優やさしくないぞ。なあ、藍川」

「え、ええ……、でも………………あの、絡みってなんでしょう？」

　ずるっとソファからずり落ちそうになった。……ああいや、俺はひみこがどういう奴かわかってるから理解できるんであって、たしかにいきなり絡みとか言われてもわかんないよな。

「えーっと、絡みってのはな……」

「映画とかで言う濡ぬれ場ばですっ」

　ひみこが極めてわかりやすく説明した。ストレート過ぎる。人がオブラートに包んで説明しようと思ってたのに……。

「濡れ場……？」

　藍あい川かわは顎あごに指を当て、なにか考えていたようだったが、やがてその言葉の意味を理解したのか、ぼっと火がついたように頰ほおを染めた。

「そ、そんなことができるわけありませんわ！　ひみこちゃん、あまりおませなことを言わないでくださいっ」

「恵めぐみせんぱいこそ、そんなネンネなこと言わないでくださいっ」

　今日きようのひみこはどうも言動が下品だ。あとで注意しておこう。

　俺は体を起こして、

「っつーかひみこ、さすがに無理だってわかるだろ？」

　諭さとすように言うと、ひみこは苦く悶もんの表情を浮かべて、原稿を大事そうに抱きしめる。

「わかってるんです。無む茶ちやなこと言ってるって。でも、今からネタ出しするんじゃ間に合わないんです。お二人ふたりの協力がないと、新刊落としてしまいます……」

　憂うれいに目が潤うるんでいる。……う、ひみこみたいなちんまりとした後輩にこんな顔されると、なんとかしてやりたいって思えてくるけど。

　しかしここで甘い顔をしてはいけない。心を鬼にして彼女から顔を背ける。

「だ、ダメだぞそんなこと言っても。いくらなんでも要求が無茶すぎるっ」

　ひみこはがっくりと肩を落とし、声を震ふるわせる。

「真しん一いちせんぱい、さっきはおねがい聞いてくれるって言ったのに……、うそつき……」

　ぐ……、それを言われると弱い。『男に二言はない』の精神は大事だと思う。噓うそをついてはいけない。

　ひみこも泣きそうなくらいに追い詰められてるんだ。お願ねがい、聞いてやるべきなんだとは思うんだけど。……でも、さすがに要求が厳きびしいよなあ。

　会話が無くなり、しんと静まり返ったリビングには、ひみこの「ひくっ、うぐ……」という小さな泣き声が響ひびいていた。

「あの……」

　ひみこがぴんっと顔を上げ、俺おれも声の出所を見る。

　藍あい川かわは胸に手を当て、真剣な顔でひみこの原稿を見ていた。

「同人誌を出すというのは、大切なことなのでしょう？　で、でしたら、私は少しくらいならお手て伝つだいしても……」

　彼女はこちらを揺れる瞳ひとみで見て、仄ほのかに頰ほおを染め、

「……その、恥ずかしいですけど。ひみこちゃんの他ほかには、私しか女性はいませんし。私がやるべきところなのではと……」

　恥ずかしげな声。それを聞いていると、こっちまで頰が火ほ照てってくる。……藍川、お人ひと好よしすぎるって。

「恵めぐみせんぱい……」

　ひみこが感動に目を潤うるませている。う、この「うるうる」は断りにくいな……。

　俺はどうしたものかと頭を搔かいて、

「藍川、本気なのか？」

「……はい。ひみこちゃんのためですから」

　恥じらってはいるが、本当にやるつもりらしかった。

　月つきがなにか言いたげに口を開くが、言葉は出てこない。……ひみこのためって言われたら、あいつも口が出しにくいんだろう。

　彼女は結局なにも言えずに黙だまり込み、ひみこはそんな月を横目で見ながら、

「それでは、さっそく真しん一いちせんぱいと恵せんぱいには準備をおねがいしますっ」

「お、おい。ホントにやるのかよ？」

　最後の悪あがきのように言うと、ひみこではなく藍川が答えた。

「……こ、ここまできたら、最後までひみこちゃんのお手伝いをしたいと思いますし……それに私、小鳥遊たかなしさんのこと、信頼していますから」

　いや、信頼してくれるのはありがたいんだけど……。

「真一せんぱいっ、恵せんぱいの意思を尊重してあげてくださいっ」

　そりゃ、お前にとっては尊重したほうがいいんだろうけど……。

　俺には、月っていう問題もあるんだ。

　月の方を向くと、彼女はなにも言わず、誰だれもいない窓の外を向いていた。……ちょっと怖いぞ。

　視し線せんで様よう子すを窺うかがってみるが、彼女は体の細胞が死んでいるように固まって、反応を示そうとしない。

　……言うまでもなく、私は反対、ってとこか。月つき、俺おれと藍あい川かわがくっついてるの嫌いやがるもんな。俺達二人ふたりがしかも体たい験けん取材じみたことをやるなんて、了承したくないんだろう。体験取材は、月と二人だけでやるひみつの行為……みたいなところもあるんだし。

　ひみこがそんな月の様よう子すに怖おじ気けづきつつ、

「あ、あの月せんぱいっ。ここはしっかりとお二人の様子を見て、勉強するのも手かと思いますっ」

　月はぴくっと反応する。

「第三者の立場で見るというのも、今までと違った経験で、小説を書く勉強になるのではとっ」

　ひみこがさらに言葉を重ねると、彼女は迷ったように黙だまっていたが──やがて静かに頷うなずいた。しかしその顔はまだ、乾きかけの石せつ膏こうが張り付いているようでぱりぱりと音がしそうなくらいに固い。

「……藍川さん、あまり過か激げきなことは、しなくていいから」

「……は、はい、過激なこととか、できませんし」

　釘を刺すように言う月に、藍川は頰ほおを赤く染めたままで答えた。……藍川、始める前からこんな恥ずかしそうにしてたんじゃ、終わる頃ころには倒れちまってるんじゃないか？

　とはいえ、月まで不ふ承しよう不ぶ承しようとはいえ受け入れてしまった以上、もうやるしかない。

「……えと、それじゃ、藍川」

「は、はい……」

　ソファに座り直すと、藍川もソファにちょこんっと腰掛ける。しかし俺は右端、彼女が座ったのは左端。二人の距きよ離りは限界まで離はなれている。

「あの、藍川。ちょっと距離、遠い……」

　呟つぶやきながら、藍川の方へと少しずつ近づく。彼女はかちこちに体を固まらせているようで、動くこともできないみたいだった。

　……う、やっぱ、こんな藍川になにかするのは気が引ける。でも、ひみこと月のためになるっていうのは間違いないんだろうし……。月が言ったように過激なことはせずに、雰囲気だけを作って終わろう。

「ねっとりとおねがいします、お二人とも……」

　こういうひみこの言葉は無視しておこう。

　油が切れた機き械かいのようになっている彼女の傍そばに座る。いつも月と並んで座る所に別の女の子と座っているというのも、慣なれない感覚だった。

「それじゃ、藍川……」

　開始の合図のように言うと、彼女の肩がぴくっと震ふるえる。月とひみこの視し線せんを感じながら、俺おれは動き始めた。

　……できるだけ、怯おびえさせることがないようにしないと。

　まず、ゆっくりと彼女の肩に手を回した。

「あぅ…………」

　それだけで藍あい川かわは寒風に吹き付けられたように体を震わせる。

　……う、肩に手を回すだけでこんなに身構えられると、ちょっと動きにくいような。

　そのまま止まっていると、やがてひみこが唇を尖とがらせ、なにかを喋しやべろうとする。

　が、それよりも先に、藍川が肩に乗る俺の手に触れた。

「……あの、小鳥遊たかなしさん、もう少し、こ、恋人らしいことをしてもよろしいですわ」

「恋人って……藍川、言ってる意味わかってるか？」

　意外な申し出だった。藍川からこんな言葉が出るなんて……。

　彼女は頷うなずいて、恥ずかしいのか、ぎゅっと目を閉じる。

「ひ、氷ひ坂さかさんと、ひみこちゃんのためですから」

　友人思い、後こう輩はい思いの健けな気げなセリフ。ひみこの前で体たい験けん取材した時の月もそうだったが、二人ふたりとも後輩に甘すぎる気がする。

「ほらせんぱいっ、恵めぐみせんぱいもこう言ってることですしっ」

　……ひみこには、今後これ以上要求をエスカレートさせないように後でしっかりと話をしておこう。

「恋人っぽいことって言ってもなあ……」

　藍川に言われたとはいえ、これ以上なにかするのも気が引けた。肩を撫なでたりとか、その程度でいいのかな……。

　やはり動けないでいると、ひみこがすっくと立ち上がり、こちらに歩いてくる。

「まどろっこしいです、真しん一いちせんぱい」

　声に僅わずかだが棘とげがある。……こいつ、なんかヘンなことする気じゃないだろーな。

　彼女はツインテールを揺らして、藍川と肘ひじ掛かけの間に割り込むようにして腰を下ろした。

　そして、なぜかぷつぷつと、向こう隣どなりから彼女の上着のボタンをはずし始めたのだ。

「や、ひみこちゃん、なにを……!?」

　藍川が慌てて胸を隠そうとするが、ひみこは藍川の腕の隙すき間まに手を入れて止まることなくボタンをはずしていく。つんと張っていた胸元から、少しずつ白い下着が覗のぞき始めた。

「ば、ばかお前！　なにしてんだ!?」

　俺もひみこの暴ぼう挙きよを止めようとするが、

「やあっ……」

　それよりも前に、藍川の胸は外気にさらけ出されてしまった。藍川はよほど恥ずかしいのか、真まっ赤かに染まった顔を手で覆おおっている。

　ぽろんっという感じで、彼女の白いレースのついた高級そうなブラと、それに包まれた豊満な双そう丘きゆうが俺おれの目の前にさらけ出される。ツーピースの服なので、ボタンをはずしてしまうと胸元が惜しげもなく露あらわになってしまうのだ。

　くっきりとした谷間、触れればふにふにとめり込みそうな豊かな胸元に思わず視し線せんが引きつけられ──

「や、やだぁ…………!!」

　彼女は腕で胸元を隠そうとして身じろぎするが、ぷるんっとバストが揺れて余計に刺し激げき的てきな光景になってしまう。

「ひ、ひみこ、お前は、アホか……!!」

　頭がくらくらしそうになりながら、ひみこを叱しかりつけようとするが、

「ほら真しん一いちせんぱい、手を貸してください」

　今度は藍あい川かわの肩に回していた俺の左手が摑つかまれ、ぐいっと引っ張られる。

　なにをするつもりかと思っていると、

「うわ…………!?」

　掌てのひらがプリンのような柔らかいものに触れた。ひみこが俺の手をぐっと藍川の胸に押し当てたのだ。俺の手に潰つぶされるようにして、ブラに包まれた柔やわ肌はだがぐにゃりと歪ゆがむ。

「くぅっ……」
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　藍あい川かわの鼻にかかった声。こちらは「ひっ」と声が出そうになった。藍川のような女の子にこんな艶つやがかった声を俺おれが出させたと思うと、重大な犯罪に手を染めたような気分になる。

「ば、ばかたれ、なにしてんだお前！」

「なにということもないです。取材のためですからっ」

　彼女の言葉に迷いはない。目的のために手段を選ばないということか。兄もそんな感じだが、これが浅あさ井い家けの教えなのか。

　ひみこは俺の手に手を重ね、藍川の柔らかい胸をぐにぐにと揉もみほぐす。

「……や、やめ、やめれ」

　小さなひみこの手に力が入る度、手から瑞みず々みずしい感触が伝わってきて、シナプスが一つ一つハンマーで破は壊かいされていくようだった。これ以上されると足し算もできなくなりそうだ。

「ん、んっ、ぅん……んっ……あまり強く、しないでください……っ」

　藍川は片眼を瞑つむってじっと耐えている。首もとにはじわりと汗が滲にじんできていた。

　──うああ、だ、だめだ、柔らかすぎてヘンになる……!!

　体中の血液が熱ねつ気きに包まれ鬨ときの声を上げているのを感じていると、ひみこが手を止めた。

　た、助かった……と思ったが、それも束つかの間ま、

「さて、次は……」

　ひみこはそう言って、俺の左手を藍川の胸に押し当てたまま、もう片方の右手をしっかりと摑つかんだ。

「ま、待て待て、まだやるつもりか……」

「もちろんです……わ、せんぱいの手、すごい熱あつくなってる」

　指摘されてさらに熱が増す。か、顔から火を噴ふいて倒れそうだ。

「せんぱい、がんばですっ。もう少しですからっ」

「もう少しって、これ以上なにするんだよ……うわっ!?」

　ひみこにいきなり手をぐいっと引っ張られ、俺は藍川の方へと倒れ込んでしまう。

「きゃんっ…………」

　体の下で藍川の小さな悲鳴。俺は彼女を押し倒すような格好になってしまっていた。

　さらにひみこは、ゆっくりと俺の右手を藍川の足へと近付けていく。

「ば、ばか、やめ……!!」

　反射的に右手を引っ込めようとする。しかしひみこはそれを強引に押し戻し、ぺたっと掌てのひらをスカートの上に乗せてしまった。

「や……っ」

　藍川が俺の体の下で、逃げるように足をもじっと擦こすり合わせる。乗っているだけなので手に伝わるのはスカートの感触だけだが、これ以上力を込めると内側の存在まで感じてしまいそうだった。

　ふと、さっき覗のぞいてしまった藍あい川かわのスカートの中が頭に浮かんでくる。……この内側に、あの白いシルクのパンツがあるのか。そしてそのさらに内側には、触れればぷにっと音がなりそうな質感の彼女の柔やわ肌はだが……。

　我ながら過か激げきな妄想に脳がとろけそうになり、頭を振ってかろうじて理性を保つ。しかし右手だけでなく、左手も相変わらず藍川の胸の上に乗せられてふよふよと柔らかい感触を伝えてきていて、こちらも意い識しきしただけでどうにかなってしまいそうだ。

　月つきに目を向ける。と、

（うわ…………）

　ひくひくと眉まゆ尻じりが動いている。こいつがこれほどはっきりと怒りの兆候を見せるのは珍しい。

　──ここまでだ。これが限界。これ以上は絶対無理。

　唇を嚙かみ、ひみこの抵抗を無視して手を退どけようとする。

「真しん一いちせんぱい、逃げないでくださいっ」

　ひみこはそれでも手を藍川の足に押し付けようとするが、俺おれは強引に腕を引き抜いた。同時に胸に当てていた方の手もひみこを振り払う。

「お、お前、やりすぎだって！　藍川の顔見ろ。脂あぶら汗あせ浮かんでるじゃんか！」

　藍川は激はげしい運動をした後のように肩で息をしていた。見るからに辛つらそうだ。

　ひみこはその様よう子すを見てさすがに気が咎とがめたのか、名残なごり惜おしげにしながらも、大人おとなしく引き下がってくれた。

「ちょっとやりすぎました……。ごめんなさい、恵めぐみせんぱい、月せんぱい」

　素直に謝あやまれるのはこいつの良いところだ。まったく懲こりないのが悪いところだが。

　俺は立ち上がり、服を整ととのえる。月も爆ばく発はつする前でどうにか堪こらえてくれたようで、その表情は平静に……は戻ってないけど、いくらか落ち着いたみたいだった。

「今のでなんとか描かけるだろ。これで終わりにしろ、な？」

　言い聞かせるように言うものの、ひみこはまだ納得していない様子。座ったままで、そのぱっちりした目は落ち着き始めた月に向けられ、眉み間けんに皺しわが寄っている。

「……今のでもだめなの……？　……やっぱりわたしの勘違いで、恋心とかないのかな──」

　なにかぶつぶつ言ってるけど……よく聞こえない。

「おいひみこ、なに言ってんだ？　聞いてるか？」

「聞いてますけど……。あの、真一せんぱい。最後に一つだけ、おねがいしていいですか？」

　またお願ねがい事ごとか……。いいかげんうんざりだぞ。

「だから、もうダメだって……」

「あと一つだけ。おねがいします、聞くだけ聞いてください。……これでダメなら諦あきらめますから」

　その頼み方は畏かしこまっており、今までのように気軽なものではなかった。

　……仕方ない。最後って言ってるし、聞いてみるか。

　彼女に向き直ると、ひみこは姿勢を正して、最後のお願ねがい事ごとを口にする。

「あの、恵めぐみせんぱいとキスしてもらえないでしょーか？」

　かくんっと肩を落とす。……聞かなきゃよかった。こいつは本当に懲こりない。

「だーかーら、そういうことはしないってば。頼むから言うこと聞いてくれよ」

「いいえ、あとこれだけですので……。冗じよう談だんで言ってるんじゃないんです」

　ひみこは真面目まじめな顔で、月つきをちらりと見て、

「実際、キスもしていないのに官能小説を書くのは、難むずかしいと思うんです。はっきり言いますと……真しん一いちせんぱいと月つきせんぱい、体を張った取材とかするのはすごいと思うんですけど……作品作りの意い識しき……みたいなものが、どこかヌルい感じがします。このあたりでもっと生々しいことを経けい験けんする、もしくは目まの当あたりにすれば、執筆、取材に関する意識も変わるのではないかと」

　真しん摯しな口く調ちよう。ひみこの態度にいつものおどけた雰囲気はない。

　俺おれと月はなにも言えず、黙だまり込んだ。頰ほおを軽く張られたような気分だったのだ。

「これは本音ですよ？　自分の同人誌のためだけに言ってるんじゃありませんから」

　本音だということは、その語調でわかる。

　……正直、図星を突かれた気分だった。

　取材にしても、『恥ずかしいから』で止めることが多い。これはたしかに、本気で官能小説家を目指すにしては、ヌルい姿勢だと言えるのかも……。容赦のない描写を心掛け、自分の取材のためにせんぱいに無理な頼み事をするのも躊躇ためらわないひみこからすれば、俺達のやり方に苛いら立だちを感じるのも仕方ないのかもしれない。

「……でも、なあ」

　迷いを胸に、藍あい川かわに目を向ける。

　ひみこの言うことは正しいのかもしれない。でも今、キスする相手は藍川なんだ。彼女を俺達の都合に巻き込むわけにはいかないし、ここはひとまず断るべきじゃないか？

「あ、でももちろん、恵せんぱいがどうしてもイヤだって言うなら諦めますよ？」

　ひみこが藍川の方に視し線せんを向けると、ソファに座ったままの彼女は俯うつむきがちになって、

「…………わ、私は……その……」

　なかなか言葉が出てこない。……藍川は優やさしいから、後こう輩はいの頼みを簡かん単たんに断れないのかもしれないな。

　俺は眉まゆを寄せて首を振り、

「……なあ藍川、キスって大事なことだし、ここは断っていいから」

「……で、でも、ひみこちゃんの頼みですし……氷ひ坂さかさんのためにもなると言いますし……」

　ごにょごにょと、くぐもった言葉を紡ぐ藍川。

　……後こう輩はい、友人のためだから断りにくいってことか。人の良い藍川らしいけど……でも、わかってるのか？　俺おれとキスすることになるんだぞ？　大切な初めてのキスを、こんな形で済ませちゃだめなんじゃないのか？

　どう言えばいいのかと、俺は頭をぐしゃぐしゃと搔かきまぜて、

「……えーっと、あのさ、キスって、こういう風にするもんじゃないだろ？」

　詰まりながら言うと、藍あい川かわが目をぱちぱちとまばたかせた。

　この前、お化ばけ屋や敷しきで彼女とキスしそうになった時のことを思い出す。キスは重いものだってことは、あの時に身をもって知ったのだ。

「キスはやっぱ、好きな人とするもんだよ。だから藍川も、初めてのキスは俺なんかじゃなくて好きな人とやった方が……えと、幸せな気分になれるっていうか、嬉うれしいんじゃないかなって思うから」

　……うう、たどたどしい話し方になってしまった。どうも真面目まじめなこと言うの、苦手だな。

　でも、心からの言葉であることには違いない。……好きでもない人としても、誰だれの得にもならないんじゃないかって思うんだ。きっと、そんなキス見ても、小説のネタにはならないだろ。

　ふと気がつくと、月つきが俺をじっと見ていた。

「真しん一いちの言うこと、正しいと思う」

　声こわ音ねが少し優やさしく、目め許もとも穏おだやか。どうやら感心しているようだった。……こんな風に言われると、ちょっと恥ずかしいな。今まではこんな当たり前のこともわかってなかったってことだし。

　藍川も月と同じく、俺の顔を見つめてきて、

「……小鳥遊たかなしさんは、やっぱり優しいです」

　ぽつりとそんなことを呟つぶやく。心なしか、俺を見る彼女の頰ほおがほんの僅わずかに赤くなっていた。

　二人ふたりから褒ほめられて少し恥ずかしくなり、こほんっと咳せき払ばらいを一つ。

「とにかく、そういうことだからっ。俺と藍川はキスしない。な、藍川？」

　あっさり同意してくれるのを期待していたのだが、藍川は黙だまり込んで答えを返してこない。……どうしたんだろ？　答えるまでもないってことかな？

「えっと、ひみこ。藍川もやっぱ嫌いやみたいだし、ここは大人おとなしく引き下がってくれないか…………って、ひみこ、どうしたんだ？」

　ひみこは妙に真剣な表情で、隣となりに座っている藍川の顔をじっと見つめていた。

「……イヤじゃないんですよね、恵めぐみせんぱい」

　ぽつりと小さな呟つぶやき。そしてなぜか、俺の片手がぱしっとひみこに摑つかまれた。

「ん、どうしたん──うわっ!?」

　いきなり摑まれた手が強く引っ張られ、ソファ──藍川の上に倒れ込みそうになって、危うい所で背もたれに手をついて堪こらえる。

「ひ、ひみこ。いきなりなにすん──」

　言葉は途中で飲み込まざるを得なかった。

　真正面にあるのは、藍あい川かわの端正な顔。その潤うるんだ目は驚おどろいたように見開かれ、真まっ直すぐに俺おれに向けられている。お化ばけ屋や敷しきの時と似たような表情だった。

　しばしの沈ちん黙もく。

　しん、とリビングが静まり返り──

「い、嫌いやじゃ、ないです……」

　藍川の小さな声が静けさを破った。

「え？」

　困惑する俺の眼がん前ぜんで、彼女は小さな声で、

「後こう輩はいと、友人のためですし……。それに、わ、私、小鳥遊たかなしさんとなら……」

　そんなことをくぐもりがちに呟つぶやいて、ゆっくりと目ま蓋ぶたを下ろした。

　──おい、本気か？

　前と同じような状況。藍川は俺の眼前で、ぎゅっと目を瞑つむっている。……これはやっぱり、キスの態勢だよな？

　胸の鼓動を感じながらも、眉まゆを曇くもらせる。

　これじゃ、前と一いつ緒しよじゃないか。ここでこれ以上近づいたら、また月つきを泣かせちまうだけだ。

　藍川は…………もしかしたら、後輩や友達のためなら、俺と少しくらいキスしていいと思ってるのかもしれない。

　でも、だめだ。今はキスなんてできない。

　……たとえキスをするにしても、俺の相手は、藍川じゃないと思うんだ。

　すう、と一呼吸。

　そして心を決め、きっぱりと彼女の体を押し放した。

「あ…………」

　藍川が一いつ瞬しゆんすがるような目をこちらに向けるが、俺は彼女から離はなれるために、ソファの背もたれに置いた手にぐっと力を込め、体を起こした。……前と同じ過ちは犯せないもんな。仮にバカでスケベでも、俺はそこまで愚か者じゃないつもりだ。

　と、藍川の視し線せんがちらりと俺から月の方へと逸それる。瞬間、彼女は我に返ったように目を見開いて、ひみこにも視線を向け、ぱああっと顔を火傷やけどしそうなくらいに真まっ赤かに染めた。

「……わ、私ったら……こんな人の見ている前で……どうかしてますわ……」

　頰ほおを押さえて恥ずかしそうに呟く藍川。

　彼女のことを気にしつつも後ろを振り返ると、泣き出しそうな顔になっていた月は俺と目が合った途と端たんに表情を和らげ、安心したようにほっと大きく息をついていた。

　ひみこは俺達のそんな様よう子すをぽけっと見ていたが、突然はっとして、

「え、えっと……あの、真しん一いちせんぱい、まだ終わってないのでは……？」

　物足りなそうな顔でこちらを見上げてくる。

　俺おれはため息をついて、その額ひたいを軽くぴんっと指で弾はじいてやった。

「いたっ……、な、なにするんですかせんぱいっ」

「それは俺からの罰。藍あい川かわを巻き込んだりしちゃダメだろ？　ちょっと反省が必要だぞ？」

　眉まゆをそびえさせて言うと、ひみこは叱しかられていると思ったのか、小さな体をさらに縮ちぢめた。

「ごめんなさい……、でも、これがみんなのためになると思ったんです」

「……さっきのお前の話は、ちょっと身に染みたけどな。でも、強引過ぎるのはダメだろ。……あと、これがみんなのためになるって？　お前、どんなこと考えてたんだ？」

　語ご調ちようを少しだけ強めると、ひみこはしゅんと肩を落として黙だまり込む。叱られた子供のような態度。……う、こいつのこんな姿見ると胸が痛むけど、ここはしっかり言っとかないと──

「……真一、そんなに怒らないで」

「そ、そうですわ。私はそんなに気にしていませんし、同人誌の手て伝つだいというのも、珍しい経けい験けんで楽しめましたもの」

　月と藍川が割って入ってきて、ひみこの頭をよしよしと撫なでる。……ああもう、二人ふたりとも甘いんだから。また似たようなことされたらどうするんだ？

　ひみこはそれでもまだしょんぼりとしていたが、やがてゆっくりと立ち上がり、俺に手招きしてきた。

「真一せんぱい、ちょっと、いいですか？　二人だけでお話ししたいので……」

　月と藍川に目を向けると、二人とも小首を傾かしげながらも頷うなずいた。……なんだろ、二人には話せないことなのか？

　連れられるまま二人で廊下に出て、玄関まで連れて行かれる。たしかにここならリビングに声は聞こえないが……。

　廊下の壁かべに背中を預けると、ひみこは足を交差させ、少しだけ気まずそうに俺から目を逸そらして話し始めた。

「……月せんぱいと、恵めぐみせんぱい。真一せんぱいのことが好きなんじゃないかなって思ったんです」

「はあ？　なに言ってんだお前？」

　からかうようにくりくりと額を押してやる。彼女は俺に為なされるままになりながら、

「ああぅ……、もう、真面目まじめに言ってるんですっ。あのお二人の嫉しつ妬とを煽あおれば、真一せんぱいに積せつ極きよく的てきになるんじゃないかなって思ったから、遊園地の時も今日きようも、いろいろ策をねってあげたんじゃないですかっ」

「……積極的になる？　なんで？」

　言っている意味がわからず、きょとんとして首を傾げると、ひみこはむっとしたように眉をハの字にして、

「あーもー……っ。そもそも、真しん一いちせんぱいがはっきりしないのが悪いんじゃないですかっ」

　苛いら立だった口く調ちよう。俺おれは少し怖おじ気けづいて、

「な、なにがだよ？」

「はあ……、これだからわたしがいろいろやってあげなきゃいけないんだもん……」

　彼女はとんとんと床をつま先で蹴ける。段々と普ふ段だんの調子に戻ってきたみたいだ。

「一応聞きますけど、真一せんぱい。月つきせんぱいと恵めぐみせんぱい、自分に好意を持ってるなー、くらいは気付いてるんですよね？」

　ストレートに聞かれて、呼吸が止まりそうになった。

　月と藍あい川かわが、俺に好意を持ってる？　うーむ……。

「……月はそりゃ、俺のこと好きってことはわかってるし。藍川も、少なくとも嫌われてはいないって思ってるよ」

「月せんぱいは、ちゃんとせんぱいのこと異性として好きかもしれないし、恵せんぱいも、せんぱいのこと好きかもしれない。ですよね？」

「いや、そこまでは……」

「で、す、よ、ね？」

　強引に言われ、渋々頷うなずいた。たしかに、今日きようとかここ最近のあの二人ふたりを見ていると、そうなんじゃないのかとは思えてくる。でも、なあ……。

「月は、まあ、なんらかの好意は俺に向いてると思うぞ？　異性としてとか、そういうのはわからないけど。でも、藍川はないだろ？」

「恵せんぱいは、真一せんぱいとキスしてもいいって態度に見えましたよ？」

「あれは理由があったからだろ。お化ばけ屋や敷しきの時も、さっきもさ」

　……藍川が俺を好きってことは、やっぱりないと思うんだ。だって、好きになる理由がないじゃないか。

　ひみこは眉み間けんにめいっぱい皺しわを寄せ、俺に見せつけるようにため息をついた。

「はあ……、そういうことだったのか。なんとかしなきゃいけないのは恵せんぱいでも月せんぱいでもなくて、真一せんぱいだったんだ……」

「な、なんだよそれ」

　露ろ骨こつに呆あきれられると、俺がなにか悪いことをしたんじゃないかと思えてくる。

　ひみこは話しているうちに腹が立ってきたのか、ぺしぺしと俺の腹を叩たたいてくる。

「あーもー、早くどっちかとキスしちゃえばいいのにっ。それで月せんぱいが小説もうまく書けるようになるかもしれないんだし、さっきも言ったように、意い識しき改革もできるでしょっ」

　俺はその勢いに押されながら、

「そ、そりゃ、キスも経けい験けんすれば、月の小説の腕も上がるかもしれないけど。べつにお前には関係ないだろ？　なんでそんなにマジになるんだよ？」

「関係あるんですっ。せんぱいと誰だれかがキスすれば、その場面を見るなり体たい験けん談だんを聞くなりして、わたしの作品に活いかすことが………………できる、んですよ？」

　喋しやべっている途中から、ひみこが急に控えめな口く調ちようになり、こちらの機き嫌げんを伺うかがうように見上げてくる。黙だまっておくべきことを喋しやべっているのに気付いたらしい。

　俺おれは眉まゆをそびえさせた。……こいつめ。

「なるほど、そういうことか。さっき俺達に話してた小説への姿勢とかの話は本音にしても、俺と藍あい川かわがキスすれば万々歳、月つきが嫉しつ妬として迫ってくればそれはそれでオッケー、どちらにしてもわたしに損はないもんっ、みたいに思ってたわけだな？」

「え、えっと……ちょっとは、そう思ってたりもしたかも……」

「ついでに聞くと、パーティを台無しにした同人誌の手て伝つだいっていうのも、もしかして最初から体験取材させること狙ねらって言い出したのか？　……あ、それにお前の作品のヒロインが藍川に似てたのって、俺と彼女にエロいことやらせるためだったんじゃないだろうな？」

「えーっと……、実は、そんな狙いもなかったとは言えないわけでして……」

　彼女はぽそぽそと小さな声で、気まずそうに答える。……ふむ、なるほどね。

「ひみこ」

「は、はい、なんでしょう？」

　怯おびえる彼女に、穏おだやかな笑え顔がおで言い聞かせる。

「お前が善意でいろいろやってくれたってのはわかった。でも、もうこういうことはしないように、いいな？」

「はい…………いたっ」

　返事の後で、ぴんっとおでこを指で弾はじく。今後同じようなことをしないように叱しかっておかなくてはならない。これが教育だ。

　ひみこはでこぴんされた額ひたいを押さえて、

「同人誌を手伝ってもらったのは悪かったと思うけど、それ以外はみんなのためにやったのに……」

　とぶーたれていた。……まあ、お前が自分のためだけに行動できる奴やつじゃないってのは、まだ短い付き合いだけどなんとなくわかってるよ。なんとなくな。

　彼女の頭をぽんぽんっと撫なでて、リビングに戻る。

　さて、話も終わったことだし。せっかくだから、パーティらしいことの一つくらいするかな。
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　それから一回人生ゲームをやって、ベランダの笹ささの葉にお願ねがい事ごとの短たん冊ざくを吊つるしてから、藍川は迎えの車に乗って帰っていった。さすがに車はリムジンではなかったが、街灯に黒光りするベンツだった。

　散々なパーティになってしまったが、最後には彼女も笑え顔がおでいてくれた。ひみこが破産してシベリアに行ってくれたお陰かもしれない。

　そして、三人になった後はのんびりとゲームなどやって過ごしているのだが……。

「月つきせんぱい、コーラがもうないですっ」

　リビングの大型テレビでゲームをやっているひみこが、キッチンにいる月に声をかける。元気印の後こう輩はいは、まるでここが自分の家とでも言うようにリラックスしていた。廊下で叱しかったからテンション下がるんじゃないかと思ったけど、全然そんなこと無かったな……。

「フリーダムだなお前……」

　と言いつつ、コントローラー片手にぼりぼりとスナック菓子を食べる。……ま、気軽に過ごしてくれた方がこっちとしても嬉うれしいんだけどさ。

　月は洗い物をする手を止め、冷蔵庫からコーラのペットボトルを取り出し、

「ひみこちゃん、自分で取りに来なきゃ……」

　ぼやきながらこちらに持ってきて、わざわざ空になったひみこのコップに注いでやる。……なんだかんだで甘いやつ。

　藍あい川かわも帰ったので、月は髪を結んでいたリボンを解ほどき、声も女声に戻している。

「あんま甘やかすなよ。ひみこ、甘くされると調ちよう子しに乗るタイプだぞ？」

「ん。でも、今日きようはパーティだから、特別」

　そう言いながら、月はひみこの口元についていたポテトチップスのかすを取ってやっている。……普ふ段だんから甘やかしそうな気がするんだけどなあ。

　そんな風に話をしていると、ひみこが俺おれ達を見てにんまりと笑い、

「なんだか、夫婦みたいですねっ」

　そんな見当違いなことを言う。

　俺達はぴくっと一いつ瞬しゆん肩を震ふるわせたが、すぐに平静に戻った。……動揺した素振り見せたらまた食いついてくるからな。平常心だ平常心。

「ひみこお前、変なこと言うなっての」

「変なことじゃありませんよ。実際にそう思ったんですもんっ。月せんぱいと真しん一いちせんぱいが夫婦で、わたしが子供、みたいな？」

「お前が小学生の子供、みたいな？」

「今年ことしに入ってからは、小学生と間違えられたことなんてありませんっ。……三回くらいしか」

　まだ七月で三回は多いな。今年が終わる時には十回くらい間違えられてそうだ。

　まだ格ゲーのバトル真っ最中だったのだが、ひみこはなぜかタイムボタンを押して画面を止め、こちらを見る。

「それよりも、お二人ふたりのことです」

「なんだよ？」

　何気なく問い返しつつも、タイムを押してバトルを再開しようとすると、

「わたしはお二人、やっぱり好き合ってると思うんですけどね」

　その言葉に、ぴたりと動きが止まってしまう。からかうような言い方ではなく、本心から言っているようだった。

　……でもどっちにしても、俺おれとしてはこの話題はうんざりなんだ。

「お前、そういう話はもういいって。また自分のためなんだろ？　でこぴんするぞ？」

「今度は自分の同人誌のためとかじゃありませんよっ。単純に、お二人を見てるとそう思うってだけですっ」

　慌てたように額ひたいをガードするひみこ。心配しなくてもやらないっての。

　月つきはテーブルの上に零こぼれたポテトチップスのかすを布ふ巾きんで拭ぬぐい取りながら、事も無げに、

「真しん一いちのことは好き。家族として」

「そうだよな。俺も同じだ」

　予想した答えだったのか、ひみこは特に反応しなかった。彼女はコントローラーを手に再びテレビに向かい、

「実際にキスしてみれば、わかることもあるんじゃないですか？　それに、いい官能小説を書くために経けい験けんが必要なら、やるべきなんじゃないかなとも思います」

　また、俺達が気にしてしまうようなことを言うのだった。







　時刻も深夜に近づくと、ひみこはコントローラーを握ったまま、リビングでこてんと眠ってしまった。

　彼女を抱え、月の部へ屋やのベッドにまで運んで行く。藍あい川かわが帰ってからは泊まる気マンマンで、さっき家族にも連絡していたみたいだから、浅あさ井い家けに送らなくても大丈夫だろう。兄貴がどんな反応してるかは気になるけど……。

　ベッドの上にとすっと後こう輩はいの小さな体を寝かせる。

「遊びっぱなしだったなお前」

　ひみこはツインテールを解ほどき、ベッドの上でハムスターのように丸くなる。

「……真一せんぱいの……あほ～……」

　寝言らしい。思わず微笑が浮かんだ。……出会ってまだあんまり日が経たってないのに、ずいぶんと遠えん慮りよが無くなったもんだ。こちらとしては嫌いやじゃないし、むしろ妹ができたみたいで嬉うれしいんだけど。

「楽しそうだったから、よかった」

　月つきは穏おだやかにそう言ってひみこの頭を撫なでる。……途中まではパーティとも呼べないような流れだったけど、結果として藍あい川かわもひみこも楽しんでくれたみたいだ。悪くないもてなしができたと思っていいんじゃないかな。

　部へ屋やの電気を消し、リビングに戻る。

　二人ふたりで片付けを開始。散らかしたごみを纏まとめ、ゲーム機きを片付ける。

「ごみ、ちゃんと分別して、ね」

「ああ、わかってる」

　時折そんな会話があるだけで、俺おれ達はあまり喋しやべらなかった。

　掃除は短時間で終わり、寝る前に軽くシャワーを浴びることにする。べつにこのまま眠ってもいいけど、少し頭をすっきりさせて、考えたいことがあったのだ。

　頭からぬるめのお湯を被かぶりながら、思い出すのはひみこの発言。

「キス……か」

　あいつは最後まで俺達の頭の中を引っかき回してくれた。……たぶん、さっきまで月も同じことで悩んでたんじゃないか。

　ひみこはキスすればわかることもあるって言ってた。月と再会した時から、ずっと胸にわだかまってるものはあるんだ。あいつを見てて中学時代までに無かった胸の高鳴りを感じることがある。そしてそれを感じる自分に戸惑ったりする。

　……これもキスすれば解消できる？　小説のためにも、やっぱキスした方がいいのか？

　そんなことを悶もん々もんと考えながら、シャワーを終えて浴室を出る。

　髪を軽く乾かしてからリビングに戻ると、月がソファに腰掛けて、ぼんやりと宙に視し線せんを向けていた。

　俺ものっしりとその傍そばに腰を下ろす。俺達の間はいつもより少し離はなれていた。人一人ひとりくらいは座れそうな間隔がある。

　そのまま、しばらく黙だまったままで座っていた。

「真一……」

　やがて、月が俺の名前を呼んだ。なにも言わず、彼女の顔を見る。

　月の表情は穏やかとは言えない。なんだか苦悩しているようで、いつもより眉まゆが寄っていた。

「ひみこちゃんが言ってたこと、気になってる。私達がぬるい、とか」

「……ああ。俺も気になってるよ。たしかにその通りかもなって」

　取材も、もっと気合いを入れて行うべきなのかもしれない。……後こう輩はいにぬるいって言われるようじゃ、まだまだ俺達は甘いんじゃないだろうか。

　そんなことを考えて、眉み間けんに皺しわを寄せていると、

「……あと、キスのこととか」

　月つきがぽつりと付け加えた。……やっぱり、お前も気にしてたんだな。

　ひみこはやってみればわかることもあるって言ってた。確たしかにこのままでわからないなら、なにか行動を起こしてみるのが正しいのかもしれない。

　それに官能小説のこともあるんだ。経けい験けんしないと書けないっていうなら、経験してみるべきなんじゃないか……？

　俺おれは頰ほおをぽりぽりと搔かきながら、できるだけさりげない風を装って言ってみる。

「月、正直に言うとな」

　今度は月が黙だまったままで、俺を見た。

　さりげなく、さりげなく……。

「……俺、取材としてなら、お前とキスするのに、そこまで抵抗ないぞ」

　明日あしたの献こん立だてについて話すように言うと、彼女の目が微かすかに大きくなり、すぐにいつもの表情に戻る。しかし、その頰ほおはやはり微かに赤らんで見えた。

「私も、そうかも。取材としてなら」

　月も何事もないように返してきた。取材としてなら、という言葉は大事だ。好き嫌いを混ぜると躊躇ためらうけど、取材としてなら、キスだってできると思うんだ。

　……って言ってももちろん、勇気を振り絞らないとできないのは変わらないんだけど。

　すう、と静かに深呼吸。

「……ちょっと、やってみるか？」

「……ん」

　俺の言葉も月の短い返答も、やっぱりいつもよりぎこちなかった。

　立ち上がり、窓の外を首で示すと、彼女も腰を上げてついてくる。

　ベランダに出ると、生ぬるい風が通り抜けていった。今日きようは七月七日。もう夏は始まっているのだ。

　笹ささの葉には四人分の短たん冊ざくが吊つるされている。ただしひみこが十枚ほど書いたので、笹を飾る短冊は全部で十三枚だ。織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしが『いるいるこういう奴やつ』と呆あきれている姿が目に浮かぶ。

　って言っても、

「七夕たなばたって大抵曇くもりか雨だよな……」

　今日は曇り空だから、星は見えない。

　ベランダの手すりに手を掛け、二年経たってもまだ慣なれない街の景色けしきを眺める。静かな闇やみが町を包む中、ぽつぽつと一軒家の明かりが灯ともっている。

　去年は七夕なんてやっていない。面めん倒どうだったし、無気力だったからだ。

「あ、ちょっと待ってて」

　用事を思い出したのか、一いつ緒しよにベランダに出ていた月が部へ屋やの中へ戻っていく。

　さらさらと笹の音を聞きながらその後ろ姿を眺めていると、ふと、短冊に書かれた願ねがい事ごとが目に入った。

『学校が倒とう壊かいして一年くらい休校になりますように』

　ひみこのはどうでもいい。その上に掛かっている方だ。

『官能小説家になる夢を叶かなえて、お母かあ様さまみたいになれますように』

　月つきの願ねがい事ごとは、母親みたいになることか。官能小説家になり、幸せな家庭を持つ。……少し普通とは言いにくいけど、背伸びをしてない、ささやかな夢だよな。

　そしてその横には俺おれの短たん冊ざくが寄り添うように揺れている。

『月の助けになりたい』

　シンプルだった。しかも我ながらミミズがのたくったような字だ。でも、心から気持ちを込めて書いた。

「……このキスも、助けになるためにすることだからな」

　自分に確かく認にんするように言う。……すべては月の夢のためであって、俺自身がやりたいからするわけじゃないんだ。

　そうは思っていても、気を抜けば火ほ照てりそうになる頰ほおを風に晒さらして冷やしながら待っていると、やがて月が戻ってきた。そしてその手には一枚の短冊の姿。

「なんか願い忘れたことでもあったのか？」

「ん、さっき思いついた」

　月の短冊を受け取り、そこに書かれた願い事に目を通す。

『真しん一いちと、ずっと家族でいられますように』

　俺とは雲うん泥でいの差の美しい字で、そんな一文が書かれていた。

　んー……と、首を傾かしげる。いい願い事だとは思うんだけど……。

「……月、これは別に願わなくても叶うことだぞ？」

　そう言って短冊を返す。星に願う必要もないだろ。今まで通りでいればいいだけだし。

　月は頷うなずいたが、それでもなにか気掛かりなようで、

「わかってるけど、ちゃんと願っておいた方が確実だと思って」

　短冊を笹ささの頂上に括くくりつけようと思ったらしく、小さな竹の前で背伸びをする。

　しかしてっぺんに手は届いても、紐ひもは括りにくいらしく、まごついていた。俺は彼女の後ろから手を伸ばし、頂上に括りつけるのを助けてやる。

「よし、これでいいか」

　短冊は笹のてっぺんで風にひらひらと揺られている。……うん、これなら星からもちゃんと見えるだろ。雲が晴れればの話だけど。

　願がん掛かけも終わり、俺達は少し離はなれてベランダの手すりに背中を預けた。

　静かな夜だった。車の音も犬の声も聞こえない。俺達を包むのは、さらさらと揺れる笹の葉の音だけだ。

　口を開こうとして、一度躊躇ためらう。でも、時間をおけばさらに気まずくなる気がした。

「……それじゃ、やるか」

　勇気を出してそう言うと、月つきも一いつ瞬しゆん躊躇いを見せたが、頷うなずきを返してくる。

　しかしやはり、月の方から動こうとはしない。……ここは、こっちから動くところかな。取材とはいえ、……その、は、初めてのキスなんだから、男である俺おれがリードしなきゃ。

　月の前に立ち、腰を屈かがめた。彼女が反射的に顔を逸そらそうとするので、肩を摑つかむ。

「……取材だからな？」

　そう言うと、月は俺に顔を向けた。

　藍あい川かわに劣おとらず長い睫まつげ。恥じらいの浮かぶ透けるような瞳ひとみ。息を飲むほどの整ととのった顔立ち。

　そして桜さくら色いろのうっすら輝かがやく唇……。

　心しん臓ぞうがどくどくと音を立て始める。

　……月って、やっぱり可愛かわいい。ホントに、俺が、キスなんてしてもいいのか？

「真しん一いち……」

　月は俺の心の声に応こたえるように、ゆっくりと目を閉じた。

　それが了承のサインに見えた。とくん、と胸が音を立てる。

　よし、と心を決める。月は、俺にキスして良いって言ってるんだ。

「……キスするぞ、月」
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　彼女の肩に手を置き、その口元にそっと顔を近づける。

　あと少しという所で、俺おれも目を瞑つむる。

　一瞬、笹ささの揺れる音が止やんだ。

　そして次の瞬間、音もなく二人ふたりの唇が触れ合った。

　ほんの僅わずかに触れるだけ。一瞬の接触。

　すぐに離れると、月つきが目ま蓋ぶたをゆっくりと開いた。

　十センチくらいの距きよ離りを置いて、二人で見つめ合う。

　月は今なにが起こったのか自覚がないのか、ぽわんと眠たそうな目で俺を見ていた。

「…………」

「…………」

　沈ちん黙もく。どちらもなにも喋しやべらない。

　近い距離にいるせいか、月のほんの僅かな動きが、俺の目には大きく映る。

　睫が微かすかに揺れる。前髪が風に吹かれ、さらりとなびいた。

　彼女は人差し指で、自分の瑞みず々みずしい唇に触れる。

　するとその頰ほおがゆっくりと緩ゆるみ、段々とはにかむような笑え顔がおになって、




「キス、された……」




　嬉うれしそうに……いや、心から幸せそうにそんなことを言ったのだった。

　くらっとした。

　この時の月の表情は、一生忘れないだろう。

　自分の頰ほほが真まっ赤かに染まるのがわかり、くるりと彼女に背中を向け、リビングに戻る。このまま部へ屋やまで戻ろう。この火ほ照てった顔を見られたら恥ずかしくて死んでしまうに違いない。

　体に力が入りすぎ、ぎこちない足取りでリビングを出ようとすると、

「真しん一いち」

　背後から月の声がかかり、心しん臓ぞうが停止するかと思った。

　ゆっくりと、横に顔を向けた。キスしたばかりの月と顔を合わせるのが恥ずかしくて、振り向くまではできなかった。……でも、

「ちゃんとこっち見て」

　月の、穏おだやかな声。こう言われては振り返るしかない。

　勇気を出して回れ右をし、下を向こうとする顔を無む理り矢や理りに上げる。

　そして、ベランダの入り口に立つ月を見た。

「胸にもやもやしてたのが消えた。不ふ思し議ぎ」

　穏おだやかにそう言った彼女は、頰をほんのりと染めながらも、すっきりとした顔になっていた。ついさっきまでよりも僅わずかに目め許もとが弛ゆるんでおり、纏まとう雰囲気が柔らかくなっている。

　こういう月つきは、なんだか懐なつかしいような……、

「…………あ」

　……そうか。中学時代までの雰囲気に戻ってるんだ。こっちに転入してからの月はどこか張り詰めてた感じがしてた。

　それが今は無くなって、昔の、自然な彼女に戻ってるような気がする。

　月はしとやかながらもどこか軽い足取りでこちらまで歩いてきて、俺おれの顔を見上げてきた。雰囲気が戻ったって言っても、その顔に浮かんでいるのはいつも通り、起きたばかりの眠り姫のような表情だ。

「真しん一いちの顔、真まっ赤か」

「ま、真っ赤じゃないっての」

　指摘されて耳まで火ほ照てる。月はそんな俺を見て、くす、と小さく微笑ほほえんだ。

　彼女は俺の横を通って、すたすたと部へ屋やに向かおうとする。その足取りはやはり心なしか軽い。

　俺はそれを見送りながら、「あれ？」と少し拍子抜けしていた。

　……ちょっと、あっさりし過ぎてないか？　キスした後は、すげえ可愛かわいい顔見せてくれたけど。なんか、すぐに元に戻ってるし。もっと赤くなるとか、慌てるとかしてくれてもいいんじゃないか？　ちょっと、俺ばっかり意い識しきしてるような気がするんだけど……。

（いや、待てよ）

　……もしかしすると、俺のやり方が悪かったのかもしれない。考えてみれば、月はキスに女の子らしい幻想を抱いてたはずだ。あんなにあっさりとしたキスは彼女のお気に召さなかったんじゃないのか。もっとこう、ロマンチックに、愛の言葉とかを囁ささやくべきだったんじゃ……。

　自分は取り返しのつかないことをしてしまったのでは、と後悔に顔を歪ゆがめていると、

「真一、一つ忘れてた」

　月がそう言って振り返った。

　そしてキスをした直後のように、ふんわりとはにかんで一言、

「キスしてくれて、ありがと」

　それだけ言って、ひみこが寝ている自分の部屋へと戻っていった。

　俺は立ち尽くしたまま、彼女の去った後を眺めている。

「……ありがと、か」

　ほっとした。あのはにかみ笑え顔がおを見れば、あいつが俺とのキスをどう思っているかは一目でわかる。

　月はあのキスに満足して、心から喜んでくれたんだ。




　その夜は、月つきのことを考えて一晩中悶もん々もんとして過ごした。触れたのは一いつ瞬しゆんだったが、さくらんぼのような唇は、さくらんぼの実のような瑞みず々みずしい感触だった。それにその後の、花がほころぶようなはにかみ笑え顔がお……。

　眠れずにカーテンから外を見れば、いつの間にか空から雲も消えて星が出ていた。

　きっと織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしは、俺おれ達の短たん冊ざくを見てくれただろう。




　　　　４




　　♡　　♡　　♡




　……見られてる。

　ベランダにて、洗せん濯たく物ものを干している最中の雪ゆきは、下半身に男性の視し線せんを感じ、もじもじと足を擦こすり合わせた。

　見られてるかもしれない、ではなく、見られているのだ。間違いなく。

　なぜなら、雪の背後では、

「……誠せい一いち。見ないでってば」

　さっきから幼おさな馴な染じみ兼恋人である男の子が、寝ころんで彼女のスカートの中を覗のぞいているのだから。

「……んー、いや。良い光景だなと思ってさ」

　誠一は何気なくそんなセリフを吐く。その視線は雪のミニスカートの中に潜もぐり込んだままだった。雪が腰を引いて視線から逃れようとしても、彼は前に体を乗り出して意地でも下着を覗こうとするのだ。太ふと股ももも、下着に包まれた双そう臀でんも、彼の熱ねつっぽい視線でねっとりと撫なで回されているようだった。

「……もう、えっちなんだから」

「おう、えっちだぞ。……お前に対してだけな」

　ぽつりと付け加えられた一言が嬉うれしくて、ついこういういやらしい行為も許してしまう。誠一は女心はわからないタイプなのに、雪の喜ぶポイントだけは押さえているらしかった。

　雪が腰をかがめると、誠一がヒップに食いついてくるようにさらに顔を前に出す。

　雪は頰ほおを赤らめて恥じらいつつも、彼が喜んでくれるようにと、下着を隠すような仕し草ぐさはしなかった。

　……誠一にはずっと、自分だけを見てて欲しい。

　雪はいつもそんなことを思っている。彼が喜んでくれるなら、どんな恥ずかしいことでも我慢するつもりでいた。

　だから、こんな風に、外から自分達が見えてしまいそうな場所でも、誠せい一いちのために頑張っていやらしい目で見られるのを我慢しているのだ。

　恥ずかしくても、誠一のために──




　　♡　　♡　　♡




「恥ずかしいって言ってるのに……」

　羞しゆう恥ちに掠かすれそうな声。快晴のベランダで、洗せん濯たく物ものを干している最中の月つきが、頰ほおを赤く染めて手すりの外を気にしながらこちらを見る。

「ここ四階だし、他ほかに高い建物もないから、見つからないだろ。そもそもお前が言ったんだろ。ひみこが言ってた通り、俺おれ達のやり方はヌルいって。もうちょっと過か激げきにやってみようってさ」

　そう言う俺は、月の真後ろに寝ころんで横になっている。

　彼女は立っており、俺は床に寝ている。

　……えー、つまり。一言で言えば、俺が月のスカートの中を覗のぞいている状態になっているのだ。

　もちろんこれは体たい験けん取材。『誠一』と『雪ゆき』に成り切ってやっていることだった。

「だからってこんなこと、変態さんみたい……」

「へ、変態って言うな。これは小説のためにやってるんだから」

　月の頰は紅葉もみじのよう。もじもじと足を擦こすり合わせているが、それは逆に俺の目にはエロティックに映る。

　彼女が穿はいているのは、普ふ段だんの丈たけの長いものではなく、ひみこの好みそうなミニスカートだ。

　ミニスカートなのでもちろん丈は非常に短い。眼がん前ぜんには月の雪ゆき色いろの生足が晒さらされており、視し線せんを少し上げれば短いスカートの中身、青いストライプの下着が見えるのだった。

　下着は月のむっちりとした尻しりに張り付き、身をよじらせる度に皺しわが出来て内側の感触を俺に思い起こさせる。時折柔らかそうな尻たぶがプルンッと揺れていた。

　目が眩くらむような光景だが、俺は修行中の仏教徒のように無心でいるので、いやらしい気持ちなど欠片かけらも感じない……つもりである。

「これ、いつまでやればいいの……？」

　その頼りない、泣きそうな声を聞くと、もうこのあたりでやめておこうと言いたくなる。……でも、ここでやめたらダメなんだよな。

「……洗濯物を干すのが終わるまでだよ」

　無情に答えを返すと、月の体が叱しかられた子供のように震ふるえる。……がんばれ月、キャラの感覚を摑つかむためにも、もう少し頑張ってみようぜ。

　彼女は恥じらいに身をよじらせながらも、洗せん濯たくカゴに洗濯物を取ろうと身を屈かがめる。

　俺おれは息を止め、頭の中で念仏を唱え始める。

　月つきは体を折り曲げたせいで、ぷりんっとしたヒップをこちらに突き出した格好になっているのだ。下着の皺しわが伸び、薄うすい生き地じの向こうに指で触れれば沈み込みそうな柔やわ肌はだが見えるようだった。

　気を抜けば鼻血が出そうになるのを堪こらえていると、彼女は下にいる俺に一いつ瞬しゆん目を向けて、

「もうだめ……っ」

　限界が来たのか、ベランダの床にぺたんと座り込んでしまった。

　……ここで終わりか。うん、十分耐えた方だよな。

　俺も火ほ照てった顔をパンパンと叩たたき、気持ちを切り替えて立ち上がる。……正直、俺もこれ以上やると後ろから襲おそいかかっちまいそうだったし。月がギブアップしてくれてちょうど良かったよ。

「頑張ったな、月」

　いつものこいつならここまで耐えようとはしなかったはずだ。やっぱり、ひみこの言葉に感じるものがあったのかもしれない。

「参考になっただろ？　エロ系の創作だと、こういう羞しゆう恥ちを煽あおるシーンってよくあるもんな。こういうの繰くり返していけば、そのうち上手うまくなれるんじゃないか？」

「ん、参考にはなったけど……」

　月は足に力を入れて立ち上がろうとしているようだったが、またすぐにぺたんっと座り込んでしまう。

「刺し激げきが強すぎて、立てない」

　……あらら、腰が抜けちまったか。

　ほら、と手を差し出してやると、彼女はまだ赤みの残る顔でその手を握る。

　ぐっと引っ張って立たせると、小柄な体がふらりと俺に寄りかかってきた。

「っと、大丈夫か？」

　抱くようにしてその体を支えると、月が顔を俺に向けてきて、

「う……」

　つい、そのさくらんぼのような唇に視し線せんが吸い寄せられてしまう。俺が生まれて初めて触れた、女の子の唇……。

　彼女も俺と同じように、意い識しきして顔を赤らめるかと思ったが、

「ん、大丈夫」

　意外なことにそうでもなく、何事も無かったように俺から離はなれた。

　……表情にも変化なし。声こわ音ねも普通。

　あれからまだあまり日は経たっていないし、俺は彼女の唇の感触は生々しく覚えている。朝起きて、顔を合わせる度に心しん臓ぞうが跳ねて、声が上うわ擦ずりそうになるくらいだ。

　しかし月つきの俺おれに対する態度は、普通そのものだった。あの夜のことを意識している様よう子すがほとんどない。キスを境にして雰囲気が中学時代に戻っていることを考えると、あのキスのこと、忘れてるってことはないと思うけど……。

　あの時のはにかみ笑え顔がおは、間違いじゃないよな？　月、俺とキスしたこと、嬉うれしかったんだよな？

　こうも普ふ段だん通りだと、そういう質問を浴びせてみたくもなるのだ。

「なあ月」

　残りの洗せん濯たく物もの干しに戻ろうとしていた彼女は、くるりとこちらに振り返る。

　……ちょっと、キスに関係ある話題振ってみようかな。

「……えーっと。あのさ、体たい験けん取材する時に、き、キスとかしなくていいのか？」

　もっとキスがしたいって言っているわけじゃない。ただ、俺にとっては大切な体験だったんだ。だから、できれば月にも、同じ気持ちでいて欲しいと思うだけ。

　どう反応するかとドキドキしながら身構えていると、月は唇に指を当てて、

「キスがどんなものか、もうわかったから。あの時のこと、絶対ずっと忘れないし、これ以上キスについては取材する必要ない」

　そう答える彼女の表情は、あの時に似て少しはにかんで見える。

　……ずっと忘れない、か。うん、やっぱ月も俺と同じ気持ちだったんだな。

　その返答に安心していると、月は最後に一言だけ付け加えた。

「それに、次にキスするのは……、取材じゃない時だと思うから」

　そう言った彼女の頰ほおは、ふんわりと赤らんで見えた。







　あとがき




　こんにちは、辰たつ川かわ光みつ彦ひこです。

　えー……、あとがきって、シリーズものだと一巻だけでいいと思うのは僕だけではないはず。家からあまり出ないので書くことが無いです。どうしよう。




　ひとまず作品について。今回からレギュラーキャラが一人ひとり増えます。妹系の女の子ですが、みなさんに好きになっていただければ幸いです。

　こういう元気っこは動かしやすいです。個人的には好きなキャラになってくれました。




　あとは……そうだ、パソコンが壊こわれたんです！

　五年半、ずっと働いてくれたパソコンでした。サービスパックを更新したころから調ちよう子しが悪くなってたんですが、先日、二巻作業が終わるのとほぼ同時に、ついに力尽きてしまいました。こいつが頑張ってくれなかったら原稿落としてたかもしれない。

　買った時からマウスが動かないなど問題児でしたが、なんだかんだで五年以上生き延びてくれたタフネスでした。ありがたいことです。ちなみにまだしぶとく起動はするので、データの入った箱として今後も押し入れの中で暮らしていくのではと。

　次もこのくらい気合いの入ったパソコンに巡り会いたいものです……。




　担当編へん集しゆう者しやの和わ田だ様と土つち屋や様には、二巻の作成において多大な迷惑をかけてしまいました。今後は締しめ切きりをきっちり守って、こういったことが無いようにいたします。申し訳ありませんでした。

　イラストの七ななさん、素す敵てきなイラストをありがとうございます。月つきも藍あい川かわも最高に可愛かわいいです！　今後ともよろしくお願ねがいいたします！

　姉には元気の出るメールをいただきました。ありがとう。あのメールのおかげでなんとかなったよ。また甥おいっこにも会いたいものです。大きくなってるんだろうなあ……。

　友人の女教師Ｏさん、それにＩくん、ありがとうございました。うざいメール送ってごめんね。もう送らないので許してください。あとＩくんにはマキホルとエルレおすすめしてくれたことにも感かん謝しや。筋きん肉にく少しよう女じよ帯たいも今度聞いてみます。

　バイト先でお世話になった元店長のＫさん、いろいろとありがとうございました。Ｍさんと同じく激げき務むのようですが、体にはお気をつけください。また飲み会などでご一いつ緒しよしましょう！




　それではまた次巻でお会いできることを願いつつ、失礼いたします。


辰川光彦
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辰たつ川かわ光みつ彦ひこ

世界の名ボクサー引退の知らせを聞くたびに、時の流れを感じますが……この度、僕の長年付き合ったパソコンも引退です。ＸＰサービスパック３にＫＯされてしまいました。今後デカい更新には気をつけねば……。
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七なな

昔、修行で京都のお寺に１週間程篭った後、門を出て目の前の餃子の王将へ直行しました。

解脱とか無理だろこれ…餃子美味しいです。
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官かん能のう小しょう説せつを書かく女おんなの子こはキライですか？②
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